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　　　　　プロローグ







　草木の少ない岩だらけの荒こう野やにその少女はいた。

　漆しつ黒こくのドレスを身にまとった彼女はトレードマークのウェーブがかった髪かみの毛をなびかせながら目の前にそびえ立つ巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつを見上げている。無む表ひよう情じようで。思うところがないわけではない。喜き怒ど哀あい楽らくがあまり表に出ないタイプというだけで内心では実はほくそ笑んでいるのだ。

「おー、一ひと晩ばん見ない間に建けん築ちく進んだねー」

「……ん？」

　少女の背はい後ごに突とつ然ぜん気け配はいが現あらわれた。

　彼女と同年代くらいであろうその女の子は「いつもながら冷えるね、ここ」と言いながらパーカーのフードをかぶって身み震ぶるいした。

「北の果てだから寒くて当然です。今の季節はまだ暖あたたかいほう」

「ユニスー。温め合おうよー」

「ちょ、何するの……っ」

　パーカーの少女が背はい後ごから抱だきついてきた。

　ユニス──

　それが小こ柄がらな少女の名前だった。

「あったかいよー」

　そう言いながらパーカーの少女はユニスの背せ中なかに顔を擦こすりつける。

　彼女はユニスを誰だれよりも愛していた。……もちろん友人としてである。

　気に入った相手にはスキンシップを惜おしまない積極的な性せい格かくをしているのだ。

「もう……いい加か減げん離はなれてください」

「あとちょっとだけ」

「ちょっとってどのくらい？」

「日が沈しずむまで。あ、でも日が暮くれたらさらに寒くなるからやっぱり今日はずっとこのままで」

「……明日からは厚あつ着ぎしてきてくださいね」

　ユニスは早々に折れた。基き本ほん的てきに彼女は他人に対しては辛しん辣らつな物言いをするが、このパーカーの少女に対してだけは優しかった。理由はいろいろあるが──

「でもさ、この城しろが完成したらこうして外から見上げる必要はなくなるし、そうしたら厚着なんてしなくても平気だよね。この中ですごすことになるわけだし」

「……うん」

「ちなみに完成するのはいつごろになりそう？」

「建けん設せつ会がい社しやが言うにはあと数日でほぼ仕上がると」

「それホント？　工事に入る前はもっとかかるみたいなこと言ってなかった？」

「予定は予定。天候に恵めぐまれたこともあってスムーズに建けん築ちくが進んだとのこと」

「ふーん」

　パーカーの少女が上空を見上げる。

　つられてユニスも視し線せんを真上に傾かたむけた。

　巨きよ大だいな建築物──それは地球で言う中世ヨーロッパの城を思わせるデザインで。

　だがその高さは同じく地球で言う高こう層そうビルに匹ひつ敵てきするものがあった。

「……あと少し」

　ユニスが城を見上げたままつぶやく。

　喜き怒ど哀あい楽らくの薄うすい少女だが……。

　その表情には薄暗い感情が浮うかんでいた。

「これが完成すれば──ロレッタは終わりです……っ」













　　　　　ＣＡＳＥ１　臨時休業のお知らせ







　ある日の防ぼう衛えい終しゆう了りよう後ご──

　いつものようにロレッタが淹いれてくれたお茶を飲んでいると、

「うん？　ロレッタ、何やってんの？」

　気づくと、テーブルの上に大きな羊よう皮ひ紙しが広げられていた。

　そしてロレッタの右手には羽ペンが握にぎられている。

「これですか？　これはですね、告知用の張はり紙がみです──」

　そう言って羽ペンを走らせる銀ぎん髪ぱつの少女。

　おお、なかなかの達筆。でも、なんて書いてあるんだろう？

　おれは未いまだにこの世界の文字が読めないのだ。

　さすがに勉強したほうがいいかなぁ……。

「え？　臨りん時じ休きゆう業ぎようのお知らせ……？」

　おれの対面の席で優ゆう雅がに読書をしながらお茶を飲んでいた黒髪の少女──神しん宮ぐう寺じ理り沙さが羊皮紙に綴つづられた文字を見るなり眉まゆをひそめた。

　臨りん時じ休きゆう業ぎようのお知らせ？　そう書いてあるのか？

「あ、すみません。お二人には説明していませんでしたね。実は明後日あさつてから地ち下か迷めい宮きゆうの大だい規き模ぼメンテナンスを予定していまして」

「へー、メンテナンス。この地下迷宮の？」

「はい。と言いましてもメインは『祭さい壇だん』のアップデートで、メンテナンスはついでです」

「『祭壇』のアップデート？」と今度は神しん宮ぐう寺じが疑ぎ問もんを投げかける。

「魔ま界かいのとある研究機関が『祭壇』の効こう果か範はん囲いを、地下迷宮の外に広げる技ぎ術じゆつを編あみ出したのですよ。つい先日、実用化の目め処どが立ったとのことで、さっそくアップデートしましょう、となりまして」

「おー！　それはすごい！」

「つまり『加護』と同じように遠く離はなれた場所で息いき絶たえても復ふつ活かつできるということね」

「はい、その通りです！」

　ロレッタが嬉うれしそうに何度も頷うなずく。

「たしか『加護』は一度死し亡ぼうすると、もう一度かけ直す必要があるんだったよな？　こっちは一度『帰き趨すうの邪じや法ほう』で『祭壇』と結びつけてしまえば何度でも復活可能だから、今回のアップデートでついに『加護』の上をいくってことだな」

「そうなりますね！」とロレッタが微笑ほほえみ、「これで……新しいダンジョンを作ったとき、父が成し遂とげられなかったことを実現できそうです！」

「ん？　と言うと？」

　嬉しそうに笑うロレッタにおれは訊きいた。

「えーっとですね、四天王のみなさんがそれぞれの拠きよ点てんをかまえていたころ、当然ながらここと同じように『祭壇』が設せつ置ちされていたのですが、拠点の外に効果が及およばなかったため、せっかく周辺に広がる森を人間たちに魔の森と呼ばせることに成功したのに、『祭壇』がショボイから魔物を展てん開かいできないじゃないか！　と父が四天王の方に不満をぶつけられている姿すがたを幼おさないころに目もく撃げきしたことがありまして……」

「贅ぜい沢たくな悩なやみだなぁ。おれらは防ぼう衛えいするだけで精せい一いつ杯ぱいだってのに」

　まあ当時は人間の世界にいくつも拠点をかまえていたみたいだから、こちらから打って出られない状じよう況きようにやきもきしていたのかもしれない。

「ですが新しい『祭壇』があれば魔の森だろうとなんだろうと実現可能なのです！」

「うむ。たしかに夢が広がるな」

「とは言いましても、新しいダンジョンを作るためにはお金が必要ですし、同時に領りよう土どなども広げていかないと。それはまだまだ先のお話です」

「でも、『祭壇』のアップデートには思った以上に恩おん恵けいがありそうだね」

　しかし、なんだ……。魔界の連中ってのは怠たい惰だなヤツばかりだと思っていたが、中には研究熱心な魔ま族ぞくもいるんだなー。と言うかあれだな。現代の日本と同じで。やる気がないっていうかみんな平和ボケしてる感じだよな。戦うことを止め、自分たちそっくりの石せき像ぞうを作り始めたガーゴイル族なんかがいい例だ。実用性とかまったく考えず『才さい能のうの無む駄だ遣づかい』に走っている連中のほうが多た数すう派はって気がする。

「や、でもさ『臨りん時じ休きゆう業ぎようのお知らせ』ってのはどうなの？　ラスダンはお店じゃないんだから。ってか、そもそも告知する必要あるの？」

「へ？　ですがちゃんと告知しないと冒ぼう険けん者しやのみなさんが混こん乱らんすると思いますし、えっと、メンテナンス中は入り口が地下に潜もぐってしまうのですよ」

「ああ。再さい構こう築ちくが行われているときみたいに？」

「そうですそうです。ですからちゃんと告知しないと、再ふたたび中に入れるようになったとき、あそこにはもう入れないから、と冒険者のみなさんに見放されてしまうかもです」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ロレッタ」

　神しん宮ぐう寺じは『見放される』にはツッコミを入れず、ロレッタの頭をなでる。

「告知なんてしなくても、時間が経たてばまた冒険者はやってくるようになるわ。多くの冒険者にとって地ち下か迷めい宮きゆうは攻こう略りやくすべき最重要ダンジョンなのだから」

「そうだぞ、ロレッタ？　あいつらゴキブリみたいにしつこいからな。まあたぶんメンテナンス後、最初にやってくるのは加か護ご中毒者の集いとかだと思うが」

「……う、うーん、告知不要です……？」

「不要だよ」とおれは念を押おし、「あ、そういえばお金は？『祭さい壇だん』のアップデートとメンテナンスってことになるとそれなりの出費になるんじゃ？」

「その点は大丈夫です。お金は一切かかりませんから。なぜなら『祭壇』の研究所は父が生きていたころに一部の資し産さんを投入して創そう設せつしたものだからです」

「なるほど」と神宮寺が頷うなずいたあと、「ん、でもメンテナンスは別なんじゃない？」

「えっと、そうですね。ですがメンテナンスは──」




「五百年先までサポートしてくれるメンテナンスパックに入っているから問題ないっす！」




　ヒュン──

　そんな音がしてスライムさんが玉ぎよく座ざの間に姿すがたを現した。

　長ちよう距きよ離り移い動どうが可能になる使い捨すての魔法の書を使って偵てい察さつから戻もどってきたらしい。

「へえ、メンテナンスパック。そんなものがあるの」

　頷く神宮寺の隣となりでロレッタがテーブルの上の羊よう皮ひ紙しをくるくると丸めながら、

「大昔にメンテナンスパックに入ったとき、料金は前まえ払ばらいで渡わたしたとのことですから、もちろん今回のメンテナンス代も不要です」

「じゃあ、お金の心配はまったくいらないわけだな」

「ですがメンテナンス期間中は再さい構こう築ちく中ちゆうとは違ちがってこの玉ぎよく座ざの間や住じゆう居きよなどにも立ち入ることができなくなるので、十日間ほどここから立ち退のかなくてはなりません」

「あらら。中に入れないのは冒ぼう険けん者しやだけじゃないのか」

「じゃあ、その間、私たちはどうするの？」

「決まってるっす！　魔ま界かいのリゾート地でバカンスっす！」

　神しん宮ぐう寺じの質しつ問もんに答えたのはスライムさんだった。

「お、いいねー、バカンス。毎日休みなく防ぼう衛えい防衛でみんな疲つかれてるだろうし、たまには身体からだを休めるのもいいんじゃね？」

「えー、スライムさん、わたしは合宿を提てい案あんしたはずですけど……？」

「バカンスも合宿も似にたようなものっす！」

「そうでしょうか……？」

「ロレッタ、合宿って具体的には何をするつもりなの？」と神宮寺。

「基き本ほん的てきには各おの々おの自由に勉学に励はげむなり、身体を鍛きたえるなりすればいいと思っています。バカンスもいいとは思うのですが、せっかく『祭さい壇だん』がアップデートするのですから、わたしたち自身もアップデートできればな、と」

「ふふ、ロレッタらしいわね。じゃ、私も合宿に一票投じようかしら」

「各々自由にということなら自分も文もん句くはないっす。好きにさせてもらうっす」

「遊ぶ気満々だろ、スライムさん……」

「安心してほしいっす。行き先は湖こ畔はんにあるリゾート地らしいっすから、自分、水辺でスライム家に伝わるスキルの習得に励はげむっす」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「ウホッ！　ウホッ！」

　とここでウルフ軍ぐん団だんとゴーレムさんがやってきた。

　両者共にやる気がみなぎっているようだが。

「ウルフ軍団とゴーレムも一いつ緒しよに腕うでを磨みがくと言ってるっす！　たぶん！」

「ま、戦せん闘とう要よう員いん的には正しい合宿のあり方じゃねーの？」

「そうですね！」とロレッタが屈くつ託たくなく笑う。「では合宿に向けて準じゆん備びを整えましょう！」

「洋服に水着に……あー、自分枕まくらが変わると眠ねむれないから、荷物が多くなりそうっす」

「おれと神宮寺は特にいらんか。こっちにいられる時間を考えると」

「まあそうね」

　夢ゆめ召しよう喚かんによってこちらの世界にやってくるのはだいたいお昼を回ったくらいの時間帯で、帰るのは日が沈しずむ前後くらい。こちらにいられるのは六時間程てい度ど──睡すい眠みん時じ間かんとイコールである。

「あ、ラスダンの中に入れなくなるってことになると、前日までにはその魔ま界かいのリゾート地とやらに移い動どうしておいたほうがいいな」

「うん？　なぜです、サトル先生？」

「だって夢ゆめ召しよう喚かんって毎回、現実に戻もどる直前の位置情報が記録されるようになってんじゃん」

「ああ……」と察しのいい神しん宮ぐう寺じが頷うなずき、「メンテナンス中は玉ぎよく座ざの間や住じゆう居きよにも入ることができないわけだから……当日に出入りするのはたしかに危き険けんかもしれないわね」

「だろ？　こっちに来て、『いしのなかにいる！』とかなったら超ちようやばい」

　メンテナンス中、この場所がどういう状じよう態たいにあるのかはわからないが、仮に元の構こう造ぞうとは異ことなる状態だとすれば身動きの取れない空間に投げ出されることは十分ありえる。

「たしかに！　それでは明日、防ぼう衛えいが終わったらリゾート地に出発することにしましょう！」

「そうしよう」

　おれが同意を示すと他のみんなも頷いた。

「んっと、あとお伝えしておかなければならないことは……」

　ロレッタがスケジュール帳を開いたそのとき。

　──ピロピロリーン。

　たまに聞くメールの着信音がロレッタの魔ま法ほう端たん末まつから流れた。

「わっと」

　一いつ旦たん、スケジュール帳をテーブルの上に置き、メールを確かく認にんするロレッタ。

「えっと、一通は宿しゆく泊はく先さきのペンションの管理会社から、もう一通は……むむ、これは」

「ん、どうしたロレッタ？　変なメールでも届とどいた？」

「へ？　い、いえ……そういうわけではないのですが……」

　ごにょごにょと口ごもる。珍めずらしい反はん応のうだ。ロレッタは気弱な一面があるものの、自分の意見はちゃんと言うタイプだし、隠かくしごとなどもしない──いや、できないタイプなのだが。

「……と、とにかく！　明日に向けて各自準じゆん備びをお願いします！」

　あ、誤ご魔ま化かした。なんだろ？　人に知られたくないものをネット通つう販はんしてたとか、そういうのかな？　発送のメールだったのかもしれない。まあなんにしろ余よ計けいな心配か。

「やー、旅行って無む条じよう件けんでワクワクするよなー」

「ですね！」

　湖が広がるリゾート地という話だからみんなで泳いだり、バーベキューやったり、楽しい休きゆう暇かがすごせるんじゃないかなー。うん、実に楽しみだ。
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　そして当日──

　ロレッタの案内で魔ま界かいのリゾート地に向かった。

　この日は移い動どうだけで合宿が本ほん格かく的てきに始動するのは明日から。

　とりあえずペンションに着いたら、お茶でも飲んで今後の計画を立てるとするかな。

　あ、そうだ。適てき当とうに外を散策してみようか？　それともいきなり泳いじゃうかー？

　いやー、いいねー。リゾート地。やることがいっぱいあって──

「覇は王おう先生、この問題なのですが……」

「応おう用よう問もん題だいね。これは以前教えた公式を使うのだけれど」

　…………って、おい。さっそく勉強って何考えてんの？　今日くらいゆっくりしようぜ？

「ちょっとちょっとキミたち……」

　おれは勉学に励はげむロレッタと家か庭てい教きよう師しに徹てつする神しん宮ぐう寺じに冷ややかな視し線せんを浴あびせた。

　広々としたリビングには高そうな応おう接せつセットや各種調度品が高級ホテルのスイートルームのように無む駄だなく配置されている。だがこれらは勉強に励むために用意されたものではなく、日ごろの疲つかれを癒いやすため、くつろぐための家具なはずだ。

「なあ、ロレッタ。合宿は明日からって話だったと思うんだけど？」

「うーん……。それはそうなのですが、事前に決めたスケジュールをこなすためには今から頑がん張ばらなくてはならないので……」

「や、でも、リゾート地に来るなりいきなり勉強って……。今日くらいみんなで遊んでもバチは当たらないと思うんだが」

「キミの好きにしたらいいんじゃない？」とここで神宮寺が会話に割わり込こんできた。「今回の合宿は『各おの々おの好きなようにスキルを磨みがく』がコンセプトでしょう？　ロレッタが何をしようと自由のはずだし、キミの意見を聞き入れる必要はないはずよ」

「や、だから今日は移動だけで、合宿は明日からだって……」

「というかキミ、外で遊びたいだけなんじゃない？」

　そう言って神宮寺が窓まどの外に視線を投じた。

「ひゃっほー！　水が気持ちいいっす！　生き返るようっす！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「ウホッ！　ウホッ！　ウッホッホッ！」

　開け放たれた出窓から風と一いつ緒しよにスライムさんたちが騒さわぐ声が舞まい込んできた。

　宿泊先のペンションは湖こ畔はんを見渡せる丘の途中にあり、五十メートルも下れば今スライムさんたちがいる湖のほとりで水遊びを楽しむことができる。

「図星でしょう？」

「……ん、んなわけあるか」

「本当かしら？」

「……本当だっての」

　おれは神しん宮ぐう寺じから目をそらし、窓まどの外ではしゃぐスライムさんたちを眺ながめた。

　あ、ウルフ軍ぐん団だん泳およぐのうめーな。全員背せ泳およぎで横に並ならんでいるのがなんともシュールだが、もしかしたらあれ新しいフォーメーションの特訓か？　でも地ち下か迷めい宮きゆうの日ひ替がわりダンジョンに水中ダンジョンなんてなかった気がするが……。まあ遊んでるだけかもな。

　一方、人間の女の子の姿すがたに変身中のスライムさんはワンピースタイプの水着を着用しており、同じく水着姿のゴーレムさん（こちらもシュールだ）と水の掛かけ合いをしている。超ちよう楽しそう。おれも混まざりてーなー。……うん、神宮寺の言う通り。図星なんだ。でもさ、リゾート地だぞ、リゾート地。遊ばなきゃ損そんだって。

「サトル先生？　わたしのことなど気にせず、遊んできていいのですよ？」

「……え」

「わたしはノルマを終わらせてからにします」

「……や、でも」

　ロレッタが勉強に励はげむ中、自分だけ楽しむなんて……。

「成なる宮みや君、知ってる？　来週から中間テストが始まるのよ？」

「…………そんな現実思い出したくなかった」

「私はロレッタに付き合って勉強するけれど、キミはどうする？」

　ふふん、と楽しそうに笑いながらロレッタの隣となりに腰こしを下ろす神宮寺。

　くっ、こいつなんて卑ひ怯きようなヤツなんだ！

　ロレッタをダシにしておれにテスト勉強を強きよう制せいするとは！

「で、でも……おれ教科書とか持ってないし」

「大だい丈じよう夫ぶ。教科書は私の頭の中にあるわ。今回の中間テストで覚えておくべき要点なども頭に入っているし、なんならキミに問題を提てい示じすることもできるし」

「…………もうやだこの万能生徒会長」

　こうしておれはテスト勉強を強しいられることに。

　何が湖こ畔はんのリゾート地だ。何がペンションだ。

　これならラスダンで防ぼう衛えいやってるほうがずっと楽しいよ……。
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「こっちだ！　回せ回せ！」

「誰だれかそいつを止めろ！」

「シュートチャンスだぞ！　絶ぜつ対たいに決めろ！」

　おれはグラウンドに響ひびき渡わたる男子の声を聞きつつ、目は女子の群むれに向ける。女子はグラウンドの隣にあるテニスコートで男子同様わいわいやっていた。

「みんな元気だねぇ」

　おれはグラウンドとテニスコートを繫つなぐ舗ほ装そうされた通つう路ろにいた。

　近くに大きな銀杏いちようの木が立っているため、ちょっと臭においが気になるが、テニスコートが上から見下ろせる絶ぜつ好こうの場所なので我が慢まんである。

「またサボりなの？」

　テニスコートを眺ながめていると、スコートを履はいた神しん宮ぐう寺じがラケットを片かた手てに現あらわれた。

　上は体操着で、さらにその上から赤いジャージを羽は織おっている。

「や、サボりじゃねえし。今日、男子も女子も体たい育いく教きよう師し不ふ在ざいじゃんか」

「でも男子はサッカーを女子はテニスをやるように、と言われているはずよ？」

「足、捻ねん挫ざしてんだよ。だからおれサッカー無理」

「今朝けさ、遅ち刻こくギリギリで教室に息を切らしながら駆かけ込こんできたのは誰だれだったかしら？」

「……よく見てんな」

「やっぱり噓うそじゃない」

　神宮寺がため息をつきながら銀杏の木に背せ中なかから寄よりかかる。風でふわっと白いスコートが浮ういたが、下にアンスコを履いているようで、気にした素そ振ぶりは見せなかった。

　おいおい。アンスコだから恥ずかしくないもん、とでも言いたいわけか？　言っておくが、男のおれに言わせればアンスコも普ふ通つうの下着もたいした違いないからな？　アンスコを履いた無む防ぼう備びな女子は激げきエロである。これテストに出るから覚えておいて。

　つーわけで、もう一度風吹ふかないかな……。

　神宮寺は性せい格かくのほうはアレだけど、スタイルは一級品だからな。

　そういや、いつだったかうちのクラスの男子が神宮寺はジャージ姿すがたすら可か愛わいいとかほざいていたが──まあその意見には逆さからえん。素材がいいヤツは何を着ても様さまになるからな。

　……しかし、あっちでもこれくらい露ろ出しゆつの高い服を着てくれないもんかな。

　具体的に言えば水着。そう水着である──

　未いまだにロレッタも神宮寺も湖で泳ぐ気配がないんだよ。毎日勉強ばっかやってんの。

　合宿が始まってもう四日も経たってるってのに。

　うう、水着。ロレッタと神宮寺の水着姿が見たい……。

「成なる宮みや君、もうすぐ中間テストだけれど、調子のほうはどう？」

「……生徒会長様のスパルタのお陰かげで赤点は回かい避ひできそうっすねー……」

「あら、それはよかったわ」

「…………ああ、早くテスト終わんねぇかな」

「中間テストが終わったら今度は学園祭が待っているわね。成宮君、放課後もちゃんと残るようにしなさいよ？　コスプレ喫きつ茶さを提てい案あんしたのはキミなのだから」

　そういやそうだった。ＬＨＲの時間におれが思いつきで口にしたアイデアがなぜか採さい用ようされてしまったんだよなぁ。おれはただ女おんな騎き士しだの覇は王おうだの言って、こいつをおちょくって遊んでただけなんだが。

「たしかに言い出しっぺはおれだが……。でも、おれにできることと言ったら、飾かざりつけはどうするのかとか、どんなコスプレをするのかとか、そこらへんだぞ。肝かん心じんのお店で出すメニュー……ケーキなんかの洋よう菓が子しに関する知ち識しきはまったくないからな？　一いち応おう、料理は簡かん単たんなものなら作れるがお菓子作りは専せん門もん外がいだ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。お菓子作りは女子がやるから」

「頼たのむわ。ま、神しん宮ぐう寺じにかかれば楽勝だろう。どうせ料理も得意なんだろ？　あ、でもお前、お嬢じよう様さまだから家じゃ料理とかしないか？」

「いえ……私は一人暮ぐらしだから」

「あれそうなん？　でも一人暮らしってことなら当然自じ炊すいやってるよな」

「……まあそれなりに」

「しかし、いいなー、一人暮らし。いいご身分ですなー」

　お嬢様な神宮寺のことだからさぞ立りつ派ぱなマンションで暮らしてんだろうなぁ。

「じゃあ、そろそろ戻もどるから」

「あ、ちょい待ち……」

　呼よび止めると、神宮寺がくるくると片かた手てで器用にラケットを回しながら「何？」と首を傾かしげた。

「相談と言うか、ちょっと訊ききたいんだが……最近のロレッタ、どう思う？」

「……そうね」

　神宮寺がラケットを回すのを止めた。

　おれの声こわ色いろから真面目な話だってことを悟さとったようだった。

「やや過か剰じようとも思えるスケジュールをこなしていて、頑がん張ばり屋なのはロレッタらしいけれど、少し極きよく端たんな気もするわ。勉強に臨のぞむ姿し勢せいもいつもとは違ちがうようだし……少し心配ね」

「だよな」

　ロレッタは毎日毎日、水遊びなど目もくれずひたすら勉学に明け暮くれていた。

　神宮寺が言うようにロレッタは超ちようがつくほどの頑張り屋だから怠なまけるほうがおかしいと言えばそうなのだが、しかし、彼女の勉強に臨む姿勢には……そう、焦あせりのようなものが見て取れる。たとえば問題を解といたあと、答え合わせをしているときに「うう、この程てい度どの問題も解けないなんて……」と頭を抱かかえている姿をたびたびおれは目もく撃げきしている。

　以前からロレッタは神宮寺から勉強を教えてもらっていたので、勉学に励はげんでいる姿は何度も目にしているが、こういうときいつものロレッタなら「次は間ま違ちがいません！」と前向きに反はん省せいするはずなのだ。ところが今回の合宿ではそういうポジティブなリアクションがあまり見られない。

「ただ、ときにはああしてがむしゃらに勉学に打ち込むのも悪くないと思うのよ」

「……や、ダメだろ。適てき度どに休きゆう憩けいを挟はさむべきだ」

「息いき抜ぬきも必要だと？」

「当然だろ。ロレッタが身体からだを壊こわしたらどうすんだよ」

「キミ……」と神しん宮ぐう寺じの顔が険けわしくなり、「自分が勉強をしたくないからロレッタをダシにしてサボることを考えているんじゃない？」

「ああ？　おれはそこまで堕おちちゃいねーよ！　バカにすんな！」

「……本当かしら」

「おれは何事もロレッタを優先する人間だぞ？」

「でもキミ、勉強嫌きらいでしょ？」

「……それは否ひ定ていしないが」

「やっぱり」

「やっぱりじゃねーよ！　つーか、今はロレッタの教きよう育いく方ほう針しんについて大マジメに話し合ってる最中だろうが！　おれのことは置いとけよ！」

「教育方針ということならなおさら無む視しできないわ。だってキミは知ち識しきよりも現場での経けい験けんを重視するタイプのようだから。わたしと知識対決や罠わな対決をやったとき、『知識なんて防ぼう衛えいじゃなんの役にも立たない』とかなんとか言ってなかった？」

「別に知識の優位性を軽視しちゃいねーっての！　あれはクイズの答えがアルゼンチンバックブリーカーで統とう一いつされてたから、ツッコミを入れただけだ！」

「そうだったかしら？」

「とにかくだ！　ガリ勉は絶対ダメ！」

「はあ？　ガリ勉、大いにけっこうじゃない。勉学と言うものは、多少やりすぎなくらいでちょうどいいのよ。と言うか……本気で勉強に取り組んだことのないキミがガリ勉を語っちゃうわけ？」

「ああああー？」

「ほら、反はん論ろんできなくなったらそうやって睨にらむ。学がくがない証しよう拠こよ。やっぱり勉強は大事。今、あの子に必要なのは世の中を渡わたっていくための知識であって、キミが重視する野性の直感ではないわ」

「なんだよ、野性の直感って!?　人を獣けもの扱あつかいすんな！」

「事実でしょう？」

　──ざわざわ……。

　神宮寺と口論を続けていると、グラウンドから数名の男子が、テニスコートからも同じく数名の女子がおれたちの周囲に集まってきた。

「成なる宮みやとカイチョーが喧けん嘩かしてる」

「なんの話だ？」

「子供の教きよう育いく方ほう針しんを巡って対立している……ように聞こえるが」

「え、何それ。二人って付き合ってるの？　ってか子供いるのー？」

「それはありえないっしょ」

　ギャラリーどもが勝手なことを言ってやがる。まあ……みんなおれたちの異い世せ界かいでの事情を知らないわけだから憶おく測そくで語るのも仕方のない話ではある。

「ねえ、カイチョー？　成なる宮みやとはどういう関係なの？　付き合ってるの？」

「ちょっと……な、何がどうなってそんな話に!?」

　クラスメイトのストレートな質しつ問もんに神しん宮ぐう寺じが赤せき面めんする。

　や、なんで恥はずかしがってんだよ？　そこは「ノー」を突つきつけるところだろ。

「成宮君……！　全部、キミのせいよ！」

「はぁ？　なんでおれに責せき任にんを押おしつける？」

「みんなが誤ご解かいしているのは、成宮君の日ごろの行いが悪いから……よ！」

「どんな理り屈くつだよ!?」

　神宮寺が、子供が見たら号ごう泣きゆうしそうな不ふ動どう明みよう王おう顔でおれに迫せまってきた。

　うわ、殴なぐられる。絶ぜつ対たい殴られる──




「……──危あぶない──っ！」




　そのときグラウンドのほうから注意を促うながす声と共にサッカーボールが飛んできた。




「──カイチョー！　ボール行ったよ！」




　さらにテニスコートのほうからも硬こう式しき用の黄色いボールが──

　恐おそろしい偶ぐう然ぜんもあったもので、どちらも神宮寺の頭目がけて飛んできた。

「神宮寺！　避よけろ！」

　おれは叫さけびながらより危き険けん度どが高そうに思えたサッカーボールを弾はじくべく神宮寺の前に飛び出した。さすがのおれも「ざまぁ！」と神宮寺が顔面ブロックする様をあざ笑う気はない。

「えっ……成宮君!?」

　だが──

　神宮寺はボールを蹴けり返す準じゆん備びができていたようで……。

「……ほ、ほげぇ!?」

　ボールの着地点に割わり込こんできたおれのお尻しりに神宮寺の蹴りが炸さく裂れつした。

　と同時に股こ間かんにサッカーボールが直ちよく撃げきし、おれはダブルの意味で悶もん絶ぜつすることに。

　おれがいなければ華か麗れいなボレーシュートが決まっていたことだろう。

　ちなみに神しん宮ぐう寺じはテニスボールのほうも手に持っていたラケットで頭への直ちよく撃げきを防ふせいでいた。

　つまりおれが心配するまでもなかったわけで……。

「…………むきゅぅ……」

　そんな萌もえキャラが発しそうなつぶやきを漏もらし、おれは保ほ健けん室しつに旅立った。
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　クラスメイトから「生徒会長からのご褒ほう美び」と揶や揄ゆされた悶もん絶ぜつ事じ件けんがあった日の夜──

　おれはいつものように自室のベッドからペンションの一室に移い動どうした。

　無む駄だに広いそのペンションには一人一部屋、個こ室しつが用意されていて、おれはここのところこの自分用にあてがわれた個室を現実と異い世せ界かいの出入りの場所にしている。

「ん、今日もスライムさんたち、外で遊んでんのか。吞のん気きなもんだな……」

　新しい技わざの習得に励はげむとかなんとか言ってたような気がするが、ただ遊んでいるだけのように見えるんだよな。ロレッタを見習って真面目に修しゆ行ぎようしろよ。

「おーっす、ロレッタ──」

「成なる宮みや君……しっ」

　リビングに足を踏ふみ入れると、先に来ていたらしい神宮寺が口元で指を立てた。

「なんだその『しっ』は。静かにしないとまたお前の肛こう門もんを蹴けり上げるぞって意味か？」

「……しつこいわね。散々謝あやまったでしょう」

「んな簡かん単たんに許ゆるせるかっての。……ん、あれ？　ロレッタ……寝ねてる？」

「寝ているわ。だから騒さわがないようにと言っているの」

「ふむ」

　おれはなるべく音を立てないようにソファーに腰こしかけ、テーブルに突つっ伏ぷしているロレッタの寝顔をしばし神宮寺と眺ながめた。

「さっきスライムさんと会ったのだけれど」

「ああ」

「ロレッタ、私たちが帰ったあとも、夜よる遅おそくまで勉強しているらしいの」

「そうなのか？　でも、ロレッタのスケジュール帳をチラ見したとき、夕方以い降こうは読書とかネットの教養番組を見る時間に当てるって書いてあったぞ？」

「予定を変へん更こうしたみたい」

「……それが本当ならいくらなんでも根こんを詰つめすぎだ」

「そう、よね」

「神宮寺。お前、昼間話したときに、がむしゃらに勉学に打ち込むのも悪くない、とか言ってたけど、ここ最近のロレッタの勉強への姿し勢せいは『この機会にやれるだけやってみよう』みたいな思いつきレベルの取り組みじゃないぞ」

「ええ……。キミの言う通りだわ」

　ようやく意見が一いつ致ちした。

　何事においてもロレッタを優先する──

　たぶんこの考えはおれだけのものではなく神しん宮ぐう寺じにも当てはまる考えのはずだ。

　そして、おれたちの意見が一致するときには必ずその中心にロレッタがいる。

「あら？　この本……？」

「ん、どうした？」

　神宮寺が手に取ったのは表紙に幾き何か学がく模も様ようが描えがかれた数学らしき教科書。

「ここを見て。裏うら表びよう紙しなのだけれど……」

「や、おれ、文字読めないから」

「いい加か減げん覚えたら？」と言ったあと神宮寺が、「裏表紙に『ベルゼブブ第一中学校』と書いてあるのよ。どうやら学校の名前みたい」

「学校？　ロレッタ、学校に通ってたのか？」

「さあ……。本人に訊きいてみたら？」

　神宮寺が寝ね息いきを立てているロレッタを指さす。

　と──

　それが原げん因いんではないだろうが、




「は……え？」




　とテーブルに突つっ伏ぷしていたロレッタが目を覚ました。

「えっとぉ……わたしいつの間にか寝ちゃって……あっ！　お二人ともいらっしゃってたんですね？」

　ソファーに座すわるおれたちの存そん在ざいに気づいたロレッタが姿勢を正した。

「なあ、ロレッタ。訊きたいことがあるんだが」

「はい？　なんでしょうか？」

　まだ寝ぼけ眼まなこのロレッタにおれは優しく尋たずねる。

「『ベルゼブブ第一中学校』ってのはロレッタの母校なの？」

「……え」

「この数学の教科書の裏表紙に書いてあったから。見つけたのは神宮寺だけど」

「あ、はい。その通りです。『ベルゼブブ第一中学』はわたしの母校です」

「今は通っていないんだよね？」

「以前は通っていました。いえ、本当は今だって通わなければならないのですが……」

「お父さんが亡なくなったから通えなくなったんじゃない？」

　そう言ったのは神しん宮ぐう寺じ。おれの予想とだいたい同じである。

「……覇は王おう先生のおっしゃる通りです。父が生きていたころは普ふ通つうに通っていました。ですが父が亡くなってからは……」

「地ち下か迷めい宮きゆうの防ぼう衛えいがあるもんな。学校に通ってる場合じゃない」

　日々、人間が攻せめてくるラストダンジョンを留守るすにするわけにはいかない。

「……はいです」

　ロレッタは力なく頷うなずいたあと、言いにくそうに語り出した。

「学校に通えなくなったのは残念ですが……地下迷宮を守ると決めたのは他ならぬ自分ですし、後こう悔かいはしていないんです。ただこの間、学校の友達からメールが届とどきまして……」

「それってもしかしてペンションの管理会社からメールが届いたときに口ごもってた？」

「そうです、あのときです。メールが届いたのは」

「思えばあのときもちょっと様子が変だったわよね」

「メールはクラス委員をやっている友達からでした。実はその友達には定期的に『現げん在ざいの授じゆ業ぎようの進しん行こう状じよう況きよう』を教えてもらっていたのです」

「じゃあ、最近のロレッタが勉強熱心だったのは……」

「はい、サトル先生の考えている通りだと思います。わたしの予想よりもずっと先まで学校のお勉強が進んでいたのです。わたしはちょっと……いえ、かなり焦あせりました。このままではみんなに置いていかれるのではないかと……危き機き感かんを抱いだいたのです」

「そっか……」

　無理はよくない、適てき度どに休きゆう憩けいを挟はさもう──

　そうアドバイスするつもりでいたのだが、何も言えなくなってしまった。

　当たり前のように学校に通い、当たり前のように授業を受けているおれ。

　そんな当たり前に反発し、授業をサボったり、悪戯いたずらを仕し掛かけているおれ。

　……そんなロクデナシの自分がロレッタに偉えらそうに言えることなど何もないわけで。

「成なる宮みや君？　キミもロレッタを見習ったら？」

「うっせえ……」

　条じよう件けん反はん射しやで言い返したものの、それは憎にくまれ口とは言いがたい弱々しい抵てい抗こうだった。

「事情はわかったわ、ロレッタ。でも、無理は禁きん物もつよ？」

「……はい」

　自分でも無茶なスケジュールだということはわかっていたのだろう、ロレッタはしゅんとしてしまった。

「ほら、キミも。何か言ってあげなさい」

「や、おれは……」

　戸と惑まどうおれにロレッタが頭を下げる。

「サトル先生……ごめんなさいです」

「あー、うん」とおれは頷うなずき、自分の考えを口にした。「謝あやまらなくていいよ。ロレッタが必死になって勉強に取り組んでた理由はわかったし……。でも、おれ思うんだ。ロレッタは焦あせる必要なんて全然ないって」

「……え？」

「ロレッタは毎日防ぼう衛えいを通して、学校では知ることができない、学ぶことができない知ち識しきをたくさん身につけている。罠わなのアイデアや配置のテクニック、冒ぼう険けん者しやたちや教会との心理的な駆かけ引き。資し金きん難なんに陥おちいったときなんか経けい営えいの勉強とかもやった」

　ロレッタは学校に通っていない。

　だからといって毎日遊んでいるわけではないのだ。

　いや、それどころか……。

　父親を失ったこの少女は──魔ま族ぞくの未来を守るため命を張はって最前線で戦っている。

　そして、実戦を通して多くのことを学んでいるのだ。

「だからさ、ロレッタ。ちょっとくらい勉強が遅おくれてたって気にすることはないよ。ニートってわけじゃないんだし。それにロレッタ？　忘わすれたの？　ロレッタには超ちよう絶ぜつ優ゆう秀しゆうな家か庭てい教きよう師しが二人もついているんだよ？　勉強だってすぐに学校の友達に追いつくさ」

「……サトル先生」

　ロレッタが目をうるうるさせながらおれを見上げる。

「あら？　勉べん強きよう嫌ぎらいの成なる宮みや君がロレッタに教えてあげられることなんてあったかしら？」

「……神しん宮ぐう寺じ。こんなときに野や暮ぼなこと言うなよ」

「冗じよう談だんよ」と神宮寺は片かた目めをすがめ、「キミもたまにはいいことを言うじゃない。なかなかの名演説だったわよ？」

「そ、そりゃどうも……」

　うわ、こいつに褒ほめられるとそれはそれでくすぐったいな。

　くすぐったいというか、薄うす気き味み悪わるい。

「ところでロレッタ。ここのところ勉べん強きよう漬づけだったから身体からだがなまってない？」

「そうですね……ほとんど身体を動かしていませんし」

　ロレッタがうーんと背せ伸のびびをした。

「よし、ならば今日はスケジュールを変へん更こうして──体育の授じゆ業ぎようといこう！」

「へ？　体育ですか？」

「ああ。部屋の中に閉とじこもってばかりじゃ、不ふ健けん康こうだからな。それに体育だって立りつ派ぱな勉強だろ？　それにせっかくリゾート地に来たんだし、地ち下か迷めい宮きゆうではできないことをやらないと」

「たしかに！」

　きっとロレッタも外に出たくてウズウズしていたのだろう。

　パァと光り輝かがやく電球みたいに顔が明るくなった。

「神しん宮ぐう寺じも文もん句くないだろ？」

「……ま、ね」

　どこか不満そうにも見えるが逆さからう気はないようだ。

　ふふふ、バカめ。神宮寺、バカめ！

　おれが体育の授じゆ業ぎようを提てい案あんした目的はただ一つ！　女子の水みず着ぎ姿すがたを堪たん能のうするためだ！　よしよし、あとは密ひそかに用意していたあの水着を神宮寺に見つからないようにロレッタに──

「サトルっち！　例の水着が届とどいたっすよ！」

　そのとき両手で紙かみ袋ぶくろを抱かかえたスライムさんが室内に飛び込こんできた。

　次の瞬しゆん間かん、

「………………例の水着とは？」

　神宮寺の鋭するどい眼がん光こうがおれを射い竦すくめた。

「い、いや……おれにもなんの話だかさっぱり……」

「何言ってるっすか？」と言いながらスライムさんが紙袋を開ける。「これっすよ、これ！　ロレッタ用の水着！　特注のビキニアーマーっす！」

「わ、わわっ。すごくエッチな水着です……っ」

「ちょっと……成なる宮みや君。これは一体どういうことなの？」

　一歩、二歩と拳こぶしを振ふり上げながら神宮寺が詰つめ寄よってくる。メッチャ恐こわい顔で。

「……すまん。お前の水着は用意していないんだ」

「そんなことは聞いていないから！　なんなのよ、この下品な水着は!?　こんなものをロレッタに着せようっての!?」

「こんなものとはなんだ！　こんなものとは！　世の男子の理想の水着の一つなんだぞ!?」

「ロレッタを利用して自分の願望を叶かなえないでくれる!?」

　神宮寺がスライムさんからビキニアーマーを奪うばい取り、床ゆかに叩たたきつける。

「あー！　なんてことをー！」

「……キミを少しでも見直した私がバカだったわ」

　神宮寺はそう言うと、床に叩きつけたビキニアーマーをなぜか拾い上げ、

「そんなにこれが好きなら……自分で身に着けなさい！」

　と言ってバカ力でおれとスライムさんを押おさえつけ、拾い上げたビキニアーマーでおれたちの両手を縛しばり上げた。さらに両足のほうもタオルで縛られ──

「ちょ、何するんだよ!?」

「とばっちりっす！　自分、とんだとばっちりっす！」

「や、どう考えてもスライムさんのせいだろ!?　つか、神しん宮ぐう寺じがいないところで渡わたせって言っただろうが!?」

「そんなの聞いてないっすよー！」

「成なる宮みや君とスライムさんには罰ばつを与あたえるわ。夕方まで二人でこうしていなさい」

　おれは色気のない水みず着ぎ姿すがたのスライムさんと背せ中なか合あわせで捕ほ縛ばくされた。

　お互たがいの手が背中側でまとめて縛しばられており、足のほうもタオルで拘こう束そくされている。

　神宮寺、人を縛るのウマすぎ！　盗とう賊ぞくか！

「さ、ロレッタ、もともと用意していた健全な水着に着替えましょう」

「……えっとぉ？」

「心配しないで。体育の授じゆ業ぎようは私が成宮君の代わりに受け持つから」

「……サトル先生とスライムさんは……いいのですか？」

「ほら、日が暮くれてしまうわ。泳ぐなら早くしないと」

「わーっ」

　神宮寺が荷物をまとめ、ロレッタの背中を押おしてペンションを出ていく。

　……健全な水着だと？　まさかスクール水着か!?

『は、覇は王おう先生……外で着き替がえるのはさすがに』

『平気よ。他にお客さんはいないし、ここは建物と木に挟はさまれた場所だから』

『ではササッと着替えましょう』

『ええ。私も着替えるからもう少し奥おくにいってくれる？』

『わかりました』

　どうやらペンションの裏うら手てで着替えているようだ。

　たぶん中だとおれに着替えを覗のぞかれると思ったんだろうな……。

『ちょっとサイズが小さいような……いえ、これならまあ許きよ容よう範はん囲いかしら』

『大だい丈じよう夫ぶだと思います』

『ロレッタはぴったりね。って意外に……大きいのね』

『うん？　大きいとは？』

『……胸むねのサイズのことよ』

『うーん、そうですか？　覇王先生のほうがずっと大きいような』

『そ、そんなことないわよ……』

　しかし──

　話し声だけなのになんかエロいな。どんどん想そう像ぞうの翼つばさが広がっちゃう。

『じゃ、行きましょうか？』

『はい！』

　ああ──

　もう行っちゃうのか……。

「……く、こうなったら」

「ぬわっ!?　サトルっち!?　急に動かないでほしいっす！」

「窓まど際ぎわだ。スライムさん、窓際に移い動どうするんだ……」

　おれたちは床ゆかを転がりながら部屋の隅すみに移動した。

　だが芋いも虫むし視し点てんで世界を眺ながめているため窓まどの外は見えない。

　今のおれには窓まど枠わくの位置が高すぎる！

「そ、そうだ！　ドアを開けて外に出れば……って両手両足縛しばられてるのにどうやってドアノブ捻ひねるんだよ!?　つか、そもそも届とどかねえし！」

　あはは、きゃはは、うふふ──

　湖のほとりから聞こえてくる楽しげな声。

　ああ、一いつ緒しよに泳ぎたいとかそんな贅ぜい沢たくは言いません。

　せめてロレッタと神しん宮ぐう寺じの水みず着ぎ姿すがたを──一いつ瞬しゆんでいいから拝おがませてください。

　神様！　魔ま界かいの邪じや悪あくな神様でもいいから！　頼たのむ、頼む！

　──こうして合宿の前半は放置プレイによって幕まくを閉とじた。













　　　　　ＣＡＳＥ２　加盟店募集中！







　その日──

　運動不足だというロレッタに付き合いジョギングをしていたところ、

「はぁはぁ……」

「ロレッタ、頑がん張ばれ。あと少しだ」

「も、もう……ダメっぽい……で……すぅ……」

　あと数百メートルでペンションというところでロレッタがふらつき始め、

「ひゃっ」

　地面の窪くぼみに足を取られ、おれのほうに倒たおれ込こんできた。

「おっと……」

　危あぶない危ない。こっちに倒れたからよかったものの。

「ロレッタ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……はぁはぁ……呼こ吸きゆうが……苦しいです。足もガクガクブルブルです」

「ブルブルはなんか違ちがわない？」

　おれはロレッタをゆっくりとその場に座すわらせた。

「……はふぅ」

　呼こ吸きゆうを整えつつ、タオルで汗あせを拭ぬぐうロレッタ。

　学校に通っていたときに使っていたという体たい操そう着ぎには汗が大量ににじんでいる。どうやら汗かきのようで頰ほおを伝って溜たまった汗の雫しずくが顎あごからポタリポタリとこぼれ落ちていた。

「うう……太陽が……」

「日ひ陰かげに移い動どうしたいところだけど、ロレッタ歩ける？」

「……まだ無理っぽいです」

「だよなー」

　こりゃまずいな。日につ射しや病びようにでもかかったら大変だぞ。

　水分だって補ほ給きゆうしないとまずいだろうし……。

「よし、こうなったらおんぶだ。ほら、ロレッタ、背せ中なかに乗って」

　おれはロレッタに背中を向け、腰こしをかがめた。

「え、おんぶですか？　わたし、けっこう重いですよ……？」

「神しん宮ぐう寺じに比くらべたら軽いもんだって。それにペンションは目と鼻の先だ」

「……すみません、サトル先生。お手数おかけします」

「余よ裕ゆう。余裕。……っと、これはけっこうな……重量感……」

「本当に大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「よ、余裕だから！」

　おれはロレッタの両足を後ろに回した手で抱かかえると、勢いきおいをつけて立ち上がった。

　わー、とその勢いにびっくりしたのかロレッタから驚おどろきの声が漏もれる。

「（む、この状じよう況きようは……）」

　汗だくのロレッタをおんぶする──

　けっこうな重労働ではあるが役得ではないだろうか？

　だって歩くたびに背中に当たるものが……ふむ、この弾だん力りよく、見事である。

　やっぱロレッタって着き瘦やせするタイプなんだなぁ。これは将しよう来らいが楽しみだ！

「はぅ……やっぱりわたし、運動不足ですね」

「ロレッタ、運動は苦手なほう？」

「ですです。学校でも下から数えたほうが早い感じでした。体育に関しては」

「となるとやはり合宿中のカリキュラムにもっと体育を組み込んだほうがいいな」

「……ですね」
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　もともと苦手なものを得意にすることはできないかもしれないけど、最さい低てい限げんの努力はしておくべきだろう。防ぼう衛えいに体力はそれほど必要としないが、この間の教会との会かい談だんのように直ちよく接せつ対たい決けつに臨のぞまなければならないシチュエーションが今後もないとは限かぎらないし。







「さて……どうするかな」

　ロレッタをペンションまで運んだあと、シャワーを浴あびてきます、というロレッタを置いて再ふたたびペンションの外に。

「ん？」

　傾けい斜しやを下っていると水辺で向かい合う女子二名を発見した。

「あれは神しん宮ぐう寺じと…………咲さく良ら華はなか？」

　間ま違ちがいない。あの特とく徴ちよう的てきなツインテールは咲良さんだ。

　聖せい女じよセシリアが夢ゆめ召しよう喚かんによって呼よび寄よせたコスプレが趣しゆ味みの剣けん道どうの達たつ人じんである。

「ああ、例のトレーニングか」

　咲良さんはあの会かい談だん以い降こう、神宮寺と仲よくなった。

　現実では一いつ緒しよに買い物に出かけるほどで、また異い世せ界かいでも「腕うでが鈍なまらないようにしたいの」という神宮寺の要望に応こたえ、よくこうして竹刀しないを突き合わせている。咲良さんは剣道を辞やめるつもりだったらしいが（コブプレ趣味を友達に明かしてリア充じゆうになるつもりだった）、神宮寺の説得を受け、剣道を続ける意い志しを固めたとのこと。

「ちょっと見物してみるか」

　おれは傾けい斜しやを下り切ると、邪じや魔まにならない程てい度どに接せつ近きんし、足を止めた。

「ほほう……。水みず着ぎ姿すがたで剣けん道どうとは大だい胆たんですな、二人とも」

　神しん宮ぐう寺じは上下お揃そろいの花はな柄がらの水着を、咲さく良らさんはなぜか競きよう泳えい水着を身につけている。

　競泳水着なんてこの世界にあんのか。それとも現実から持ち込んだものかな？

　……まあ、そんなことはどうでもいい。競泳水着って露ろ出しゆつは少ないけど、ボディラインがはっきりわかるから、咲良さんみたいにスタイルがいい女子が着るとメッチャ映はえる。神宮寺の水着もいいけど、個こ人じん的てきには競泳水着のほうに軍配を上げたいね。

「サトルっちー」

　いつの間にか背はい後ごに青髪の水着少女が立っていた。

　スライムさんは後ろを振ふり返ったおれを見るなり、

「んー？　サトルっち鼻の下が伸のびてるっすよぉ？」

「バ、バカな。硬こう派はで通っているこのおれが鼻の下なんて……」

「安心するっす。自分も観賞する気、満々っすから！」

　微び笑しようするスライムさんの手には動画モードに設せつ定ていした魔ま法ほう端たん末まつが。

「でかしたぞ、スライムさん……！」

「サトルっちに恩おんを売っておいて損そんはないっすからね！」

「ふふふ、お主も策さく士しよのぉ」

「ちなみに自分の水着姿はどうっすか？」

「あー……」

　そういやスライムさんも女子だった。いや、女子なのか？　つか、スライムに性別とかあるんだっけ？　前も同じような疑ぎ問もんを抱いだいたような気がする。

「まあ、いいんじゃね？　そんなことよりちゃんと神宮寺たちを撮さつ影えいしてくれよ」

「そっけないっすね!?」

「（だってスライムさん、身体からだに凹おう凸とつないし……全然色気ないもん）」

　ま、そのワンピースタイプの水着は可か愛わいいと思うし、本人にも似に合あってる。

「咲さく良らさん、休きゆう憩けいにしましょう。よこしまな視し線せんを感じるわ」

「……了りよう解かい」

　おれたちの存そん在ざいが気になるのか神宮寺たちが訓くん練れんを中ちゆう断だんした。

「ん？　なんだ、ウルフ軍ぐん団だんとゴーレムさんもいたのか」

　気配を感じ背後を見ると、おれたち以外にもギャラリーがいた。

　ワンコたちはお座すわりをしており、ゴーレムさんは偉えらそうに腕うで組ぐみをしている。

「次からは走り込みをメニューに組み込んで、ペンションから離はなれた場所で手合わせすることにしましょう。注目されるのは好きではないから」

　神しん宮ぐう寺じが竹刀しないを背せ中なかに担かついだ格かつ好こうでおれを睨にらみつける。

　そんなに見られるのが嫌いやなら水みず着ぎ姿すがたで訓くん練れんなんてするなよな。

「あら？　咲さく良らさん？」

「……お手」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「……可か愛わいい」

　動物好きなのか咲良さんが腰こしをかがめてウルフ軍ぐん団だんと戯たわむれていた。

「や、そいつら犬じゃねーから」

「……犬じゃない？」

　咲良さんが腰をかがめたままこっちを見た。

　あまり表情の変わらない人だけど、おれを見るその目は怪け訝げんであった。

　ま、そりゃそうだ。弟を懐かい柔じゆうされ人前でミラクル☆ハナポンというネット上の顔を暴ばく露ろされたわけだからな。普ふ通つうにおれのこと嫌きらってるだろ。

「こいつらはウルフだ、ウルフ。つか、お前らも律りち儀ぎにお手すんな」

「「「「「ウガァ……？」」」」」

　え、この人、何言ってんだろう、みたいな顔された。

　本人たちも犬としての生活に慣なれつつあるらしい。……いや、最初からこうだったか。

「そういえば咲良さん、成なる宮みや君に何か用があったんじゃない？」

「……うん」と咲良さんが頷うなずき、おれを横目で見る。「……セシリアさんが、時間があるときでいいからまた打ち合わせがしたいと」

「あー、はいはい」

「……伝えたから。…………お手」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「だからウルフ軍団で遊ぶなっての！」

　この人、だいぶ天然入ってるよな。天然でもロレッタみたいに素す直なおな子ならまだ扱あつかいやすいんだけども、咲良さんは心のうちが読みにくい。

「成宮君。セシリアとの打ち合わせって財ざい政せい再さい建けんについてのことよね？」

「ああ」

　ロレッタの提てい案あんにより商しよう魂こんたくましい聖せい女じよ様（元聖女だが）は、地ち下か迷めい宮きゆうの財政再建のアドバイザーに就しゆう任にんしたのだが、なぜかセシリアはおれを窓口役に指名した。理由を訊きくと「あなたなら話が早そうですし、いいアドバイスを頂いただけそうですから」とのことだった。

　正しい選択である。

　神宮寺を窓口にしたら口こう論ろんが絶たえないだろうからな。ロレッタは交こう渉しよう事ごととか絶ぜつ対たい苦にが手て。それに相手がセシリアだから、いいように扱われる可か能のう性せい大だ。

「くれぐれもセシリアの口車には乗らないように」

「わーってるって」とおれは適てき当とうに話を流し、「んじゃ、さっそくネットで打ち合わせしてくるわ。最近、収しゆう支しがプラスに傾かたむいたとはいえ、財ざい政せい再さい建けんは重じゆう要よう案あん件けんに違ちがいないだろうからな」

「そうね。……あ、そういえばロレッタは？」

「ペンションでシャワー浴あびてる」

「しばらく休ませてあげたほうがよさそう？」

「それもあるけど、今日はもう運動させること自体よしといたほうがいい」

「そ、わかったわ」と神しん宮ぐう寺じはおれに背せを向け、「咲さく良らさん、もう一勝負どう？」

「……あ、うん。いいけど」

　名残なごり惜おしそうにウルフたちから離れる咲良さん。ホントに好きなんだな、犬が……。

　…………や、繰くり返すが犬じゃないからな？
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　おれたちが滞たい在ざいしているペンションは日本人が思い浮うかべるそれとは大きく異ことなり、豪ごう邸ていのような佇たたずまいで内ない装そうも外装もお金がかかっていそうな造つくりをしている。もうね、巨きよ体たいのゴーレムさんが出入りできて寝ね泊とまりできる建物という時点で普ふ通つうの家じゃない。たとえるなら富ふ豪ごうの別べつ荘そうって感じ。

「いい部屋だよな……ここ」

　でもって二階の突つき当たりにあるのがおれに与えられた個こ室しつ。

　ベッドは無む駄だに豪ごう華かな天てん蓋がい付つきで、風ふ呂ろとトイレは別、専せん用ようの魔ま法ほう端たん末まつ（デスクトップＰＣみたいなの）が備そなえつけてあり、快かい適てきなネットライフを楽しめる。

「ここが自分の部屋だったらなぁ……」

　ふかふかのベッドで横になっていると、つい本音が漏もれた。

　朝、目が覚めたとき自分の部屋の狭せまさに落らく胆たんするんだよねぇ……。

　おっと、いけないいけない。打ち合わせするんだった。

　おれはコミュニケーションツールを立ち上げ、セシリアにコンタクトを取った。

「あー、もしもーし。セシリア、今、大だい丈じよう夫ぶだったか？」

『ごきげんよう、成なる宮みやさん。久ひさしぶりですわね』

「だな」

　画面に私し服ふく姿すがたのセシリアが映うつし出された。

　もう教会の人間ではないので服ふく装そうもそうだし、聖せい女じよ様と呼よぶのもおかしな話。

　おれは彼女のことを普通にセシリアと呼んでいる。

『華はなさん、そちらに来ていますわよね？』

「ああ、来てるよ。咲さく良らさんに伝言頼たのんでただろ？」

『メールを差し上げてもよかったんですけれど、華さんがリーサさんと約束しているということだったので、言こと伝づてを頼んだのです』

「あの人、おれのこと嫌きらってるっぽいから、今度からメールにしてくれ」

『ふふ、そういう話を聞いて、わたくしが素す直なおに「はい」と答えるとでも？』

「やっぱあんた性格悪いな」

『あなたほどではありませんわ』

　うむ。やはりこの人とは何か近いものを感じる。

『というわけで、まずは報ほう告こくから』

「テナントの件けんだよな？」

『ええ』

　ロレッタが亡なき父親から受け継ついだ資し産さんに雑ざつ居きよビルがある。

　全部で五棟むねあるのだが、最近は空あきテナントが目立っていたらしい。

　財ざい政せい再さい建けんのアドバイザーであるセシリアに最初に頼んだのがこの雑居ビルのテコ入れだ。

「えーと、雑ざつ貨か屋やと魔ま法ほう端たん末まつ専せん門もん店てんと、あともう一つなんだっけ……」

『ハンドメイドのアクセサリーショップですわ』

「それそれ。んでどんな調子？」

『今のところ概おおむね上手うまくいっておりますわね』

「おー、さすがだな」

『わたくしはたいしたことはしておりません。あなたの「人間界で品物を仕入れて、それを魔界で販はん売ばいしたらどうか」というアイデアを採さい用ようし、お店の選定をしただけですから』

「もともとのアイデアはおれたちを欺あざむくためにあんたがやった架か空くうの罠わなのお店『ギミックオアギミック』だし、ほぼあんたの功こう績せきだって」

　人間界で仕入れて、魔界で売る──

　要は魔界で高たか値ねで取引されているものを人間界で安く手に入れてるってこと。

　人間界と魔界は物流が断だん絶ぜつしているので、こうした方法で商売をしているのはたぶんおれたちだけだろう。そして、今のところこの方法でそれなりに儲もうけが出ている。

『意外に欲よくのない方ですわね。あ、そうそう。またそちらにいくつかアクセサリーのサンプルを送りますから、魔物のみなさんから感想をいただけません？』

「ああ、いいぜ。テナントがあるのは魔界だし、買うのも魔族だからな」

『ちなみにこういうアクセサリーがありますわ』

　セシリアがサンプルのペンダントや指ゆび輪わを画が面めん越ごしにおれに見せる。

　おれたちが文字や声のみのやり取りではなく、お互たがいの顔を見ながらコミュニケーションを取っているのはこのように商品を目で確かく認にんする必要があるからだ。

　……それに性格はともかくセシリアは美人だからな。目の保ほ養ようにもなって一石二鳥だ。

「へー、じゃあ売り上げは日に日に伸のびてるわけか」

『すでに収しゆう支しはプラスですけれど、まだまだ稼かせぎますわよ。ふふふっ』

「あんま無茶はしないでくれよ。強引な商売やってると、神しん宮ぐう寺じがキレるぞ」

『んー、やはりわたくしの最大の敵てきはリーサさんのようですわね……』

「敵は味方にありってか」

『……成なる宮みやさん』とここでセシリアが真面目な顔になり、『わたくしはあなたのことを高く評ひよう価かしていますのよ。なぜならあなたはわたくしに初めて土をつけた殿との方がたですから』

「ほう」

　そういや神宮寺が言ってたっけ。セシリアは興きよう味みのない男にはとことん冷たいって。

　でも彼女は窓口役におれを選んだ……。

　ってことは──

『どうです？　わたくしと組んで荒あら稼かせぎしません？　あなたとわたくしが組めば向かうところ敵なしですわ。人間界でも魔界でもトップに上り詰つめることができるに違ちがいありません』

「あー……それはロレッタたちのことを裏うら切ぎれってことだよな？」

『そういうことになりますわね。どうですか？　わたくしのパートナーになりません？』

「パートナーってのは……つまりエロいことなんでもありな関係ってことだよな？　だってパートナーだもんな。そういう意味だよな。ふむふむ。それはなかなか魅み力りよく的てきな──」

『今のお話はなかったことに』

「検けん討とうの余よ地ちなしかよ！」

『そもそも冗じよう談だんですから』

　にこやかな笑顔で言うセシリア。

　冗談に聞こえなかったんだが？

『成宮さんこそ、今の返しは冗談のつもりなのでしょう？』

「まあな。あんたと手を組む気はないし」

　誘ゆう惑わくされたら危あぶなかったが……。

『ですわよね。あなたの本命はロレッタさんか、リーサさんでしょうし』

「や、そういう話はしてないんだが」




「──なんの話？」




　突とつ然ぜん、ノックもせずに神宮寺が入ってきた。

　当たり前だが水みず着ぎ姿すがたではなくいつものメイド服姿だ。リゾート地に来てまでメイド服を着る必要はないが、もうこいつのこっちで普ふ段だん着ぎはこれで定着してしまった感がある。実はけっこう気に入ってんじゃねえの説まである。

『あら、噂うわさをすればリーサさんじゃありませんの。久ひさしぶりですわね』

「噂をすればってどういう意味よ？」

『ふふ、恋のお話ですわ』

「……はあ？」と神しん宮ぐう寺じがおれを見やり、「まさかセシリアとデキた？」

「んなわけあるか。冗じよう談だん半はん分ぶんで恋バナしてただけだ」

　適てき当とうに誤ご魔ま化かしてみたものの、神宮寺は余よ計けい怪け訝げんな顔をした。

　こいつが本命とか何言ってんだ、セシリアは。

　ロレッタならまだしも、こいつだけは絶ぜつ対たいにありえんぞ。

　性せい格かく的てきに合わないし。まあ面つらはいいがな、面は。

「打ち合わせしてたんじゃないの？」

「してたけど、もう終わったよ」

　おれがそう答えると、

『ああ、そうでしたわ。肝かん心じんなことをお伝えしていませんでした』

「ん、何？」

　再ふたたび画面に目を向けると、セシリアが書類のようなものを眺ながめながら、

『みなさんに協力していただきたいことがありますのよ』

「どんな案あん件けんだ？　当然、テナントがらみだよな？」

『もちろん』とセシリアが頷うなずき、『みなさんに力ちから添ぞえをいただきたいのは──料理です』
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　セシリアが言うには雑ざつ居きよビルの運うん営えいは概おおむね上手うまくいっているが、一つだけ問題があるという。と言うのも一部のテナントでアルハンブラ王国で人気の料理が食べられるお店を出したところ多くの魔物から不ふ評ひようを買ったらしい。他のお店とは違ちがって飲食店だけは経けい営えいが上手くいっていないようなのだ。

『魔物の味覚は我々人間とは異ことなるようなのです。……飲食業には手を出さない、という選せん択たく肢しもありますが、基き本ほん的てきなオペレーションができあがればチェーン展てん開かいが容よう易いなのが飲食業のいいところでもありますわ。ですから魔物の方々の口に合う料理をみなさんに考案していただきたいのです。わたくし、料理は専せん門もん外がいなものですから』

　そんなわけで──

　おれたちはキッチンに集まった。

　三つ星ホテルの厨ちゆう房ぼうかよ、ってくらい広さも道具もあるペンションの調理場である。

「……どうして私まで」

　メンバーの中には咲さく良らさんもいる。

　セシリアから『華はなさんは料理が得意ですから』と言われたからなのだが、本人は何も聞いていなかったようで、事情を説明すると「……はあ」と微び妙みような顔をされた。

「全員そろいましたね！」

　エプロン姿すがたのロレッタがみんなの前に立ち、笑顔を振ふりまく。

　ロレッタは張はり切っている様子。たぶん咲良さんと同じく料理が得意だからだろう。

　防ぼう衛えい後ごのティータイムのときによく手作りのお菓か子しを並ならべてくれるから、ロレッタの料理の腕うで前まえはだいたいわかっている。と言ってもお菓子以外は口にしたことないけど。

「えー、それでは、わたしのほうから魔ま界かいで暮くらす魔物のみなさんの味覚の特とく徴ちようについて簡かん単たんにお話しますね。そして、それを踏ふまえた上で料理を作ることにしましょう」

「オッケー。ロレッタ頼たのむ」

「はい！　えっと、結論から言ってしまいますと、大多数の魔物のみなさんは刺し激げきの強い味を求めています。もちろん種族にもよるのですが、雑ざつ居きよビルがある地域は刺激的な香こう辛しん料りようが自生するエリアですから、大昔から辛からい料理が主流となっています」

「自分は辛いの無理っす！　胃いの調子が悪くなるっす！」

「誰だれもスライムさん個こ人じんの意見は聞いてねーから。あー、でもスライムって水みず属ぞく性せいっぽいし、辛いのは苦手そうだよな」

「溶よう岩がん地ち帯たいを縄なわ張ばりとするスライムたちは大好物っすけどね」

「……どんなスライムよ」

　神しん宮ぐう寺じが呆あきれたように頰ほおをかく。

「おいおい、神宮寺？　炎ほのお属性のスライムなんてＲＰＧじゃ定番だろうが？　お前、ゲーム詳くわしいんだし、それくらい知ってんだろ？」

「ふん。ゲームと現実をごっちゃにしないでくれる？」

　そう言って神宮寺が三さん角かく巾きんで覆おおわれた黒くろ髪かみを横に振ふっておれから目をそらした。

　ん、やけに機き嫌げん悪わるいな。軽くツッコんだだけなのにこの態たい度どとは。

「──と、そんなわけですから辛さを全面に押おし出した料理がいいのではないかと。あ、だからといって甘あまいのがダメってことはないですよ？　要するに大事なのはインパクトであって、バランスを重視しても仕方がないということです。インパクトさえあれば甘くても辛くても塩辛くても、魔物のみなさんは満足してくださると思います！」

「なるほどねー。つーことは何を作るにしても極きよく端たんな味を目指せばいいわけだな」

「そういうことになります！　えーと、それから……」

　もう説明は終わりかなと思ったらロレッタが部屋の隅すみで待機しているウルフ軍ぐん団だんに駆かけ寄より、

「今回、味見は全てウルフのみなさんにお任まかせしたいと思っています。こう見えてウルフさんたちはグルメなのですよ。刺激的な味が好物という点でも審しん査さ員いんに適てきしていますし」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「任まかせろ、と言っているわ」

　唯ゆい一いつ、ウルフ語を理り解かいできる神しん宮ぐう寺じが気を利きかせて通つう訳やくしてくれた。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「え？　六人いるから二人一組、三組に分かれて料理対決を？」

　六人──

　おれ、ロレッタ、神宮寺、咲さく良らさん、スライムさん、ゴーレムさん。

　たしかにウルフたちを除のぞくと六人だな。人じゃないのも混まじってるが。

「いいですね！　料理対決のアイデア、採さい用ようしましょう！」

「だな。面おも白しろそうだし。ん、どうした、神宮寺？　浮うかない顔して？」

「……べ、別に……なんでもないわ……」

　なんだ？　さっきまでは機き嫌げん悪わるそうにしてたのに今度は弱気になって。

　こいつらしくないっていうか……うーん、どうしたんだ？







「よし、神宮寺。おれたちは日本が誇ほこるカレーライスを作るぞ。インドカレーとかタイカレーとかのほうが遥はるかに辛からいが、やっぱ日本人なら日本のカレーライスだろ！」

「……ええ」

「なんだよ、テンション低いな？　よし、お前は野菜を切れ。おれはスパイスを調合する」

「や、野菜を？」

「じゃがいも、にんじん、たまねぎ。とりあえずそこらへんだな」

　くじ引きの結果、おれのペアは神宮寺に。

　ロレッタは咲良さんと、あとはスライムさん＆ゴーレムさんの魔物ペアだ。

　神宮寺はなんでもできる万ばん能のう女子高生だからな。まあ悪くない組み合わせじゃね？

　おれも料理はそれなりにできるし。

「……きゃっ!?」

「ん？」

　スパイスを取りにいこうとしたそのとき背はい後ごから悲鳴が。

　振ふり返ると、じゃがいもを手に持った神宮寺の指から血が流れ出していた。

「おいおい、何やってんだよ……」

　おれは神宮寺に傷きず口ぐちを洗わせ、その間にロレッタを呼よびにいった。

　現実だったら手当が必要だがこの世界なら魔ま法ほうで簡かん単たんに治ち療りようできる。

「覇は王おう先生、気をつけてくださいね？」

「……ありがとう、ロレッタ」

　魔ま法ほうによる治ち療りようならば傷きず口ぐちが完全に塞ふさがるので問題なく作業を続けられる。

　これが現実だったら傷の大きさによっては即そくリタイアだからな。

「神しん宮ぐう寺じ、今度はしっかり頼たのむぜ」

「……無理」

「は？」

「……野菜の皮を剝むくなんて私には無理」

　神宮寺が涙なみだ目めになってる？　え、どういうこと？　たまねぎのせい……じゃないよな？　まだ切ってないし。

「無理ってなんだよ。お前、剣の扱あつかいとか得意じゃん」

「……だって私……料理なんてしたことないもの……」

「えー」

　マジかよ。万ばん能のう女子高生にもできないことがあったのか……。

「あれ？　ちょっと待てよ。お前、この間、一人暮ぐらししてるって言ってなかったか？　しかも自じ炊すいやってるみたいなことも……」

「……一人暮らしはしているけれど、自炊はしていないわ」

　つまり見み栄えを張はったわけか。こいつが噓うそをつくなんて珍めずらしいな。

「じゃあ食事はどうしてるんだ？」

「朝は抜ぬいているわ。お昼は学食とか購こう買ばいがあるし、夜は外で食べるかコンビニで……」

「お前、そんなんじゃいつか身体からだ壊こわすぞ？　栄えい養よう面めんに問題ありだろ」

「……だって料理って面めん倒どうくさいし」

　小学生が涙なみだ目めで不ふ貞て腐くされたみたいになってるぞ。こいつ本当に神しん宮ぐう寺じかよ。
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　実は家じゃ自じ堕だ落らくな生活を送っていたりすんのかな？

　だとしたら見てみたい気がする。こいつの一人暮ぐらしの実じつ態たいってヤツを。

　しかし──これはまた意外な一面だな。料理が苦手……というかやったことないとは。まあおれらの歳としだとやらないヤツのほうが大多数だろうけど。

「にしちゃ、お前、肌はだとか全然荒あれてないよな。むしろ綺き麗れいすぎてビビるわ」

「……えっ」

「えっ、じゃねーよ。自分の顔、鏡かがみで見たことないのかよ」

「……私よりも綺麗な女子なんていくらでもいるし……」

「肌の話な。顔の美び醜しゆうの話じゃないから。勘かん違ちがいすんなよ」

「そ、そんなことわかってるわよ……！」




　──トントントントントン！

　──ザクザクザクザクザク！




　そのときロレッタ＆咲さく良らさんのペアが料りよう理り漫まん画がも真っ青の包ほう丁ちようさばきを披ひ露ろうし、厨ちゆう房ぼう内の視し線せんが二人に集まった。

「な、なんだあれ……？　切った野菜がボウルの中に吸すい込こまれてる!?」

「卓たく越えつした包丁さばきね。二人ともすごいわ……」

「おれたち敗北濃のう厚こうじゃね？」

「……私の口からはなんとも言えないわ」

「あ、そういやスライムさんたちのほうは──……っ」

　もう一組の様子をうかがう。スライムさん＆ゴーレムさんの魔ま物ものペアである。

「ウホッ！　ウホッ！　ウッホ──ッ！」

「や、止めるっすよ、ゴーレム！　力ちから任まかせに切ればいいってもんじゃないっす！　ああああああー！　野菜が破は裂れつしたっす！　まな板が真っ二ぷたつにぃぃぃ！」

「ウホッ!?　ウホオオオオッ!?」

　何やってんだか……。

「あの二人には勝てそうな気がするわ」

「じゃないとまずいだろ」

　おれも神宮寺もロレッタの「先生」を名乗っているんだ。

　カッコ悪いところは見せられない。

「んじゃ、神しん宮ぐう寺じ。包ほう丁ちようを使うのは止めて、このピーラーを使え」

「何それ？」

「ピーラーも知らんのか。こうやって削けずるようにして皮を剝むくんだよ。簡かん単たんだろ？　これなら誤あやまって手を切ることもない」

「へえ、異い世せ界かいには便べん利りな道具があるのね」

「地球にもあるから」

　つーか、たぶんこれ地球から持ち込こまれたものだと思うぞ。

「ねえ、成なる宮みや君。たしかじゃがいもの芽めって食べられるんだっけ？」

「……食べられねーよ。ソラニンなんかの天然の毒どく素そが含ふくまれてるから、食べたらとんでもないことになる。酷ひどいときは死ぬ」

「ふーん」

「お前、前に雑ざつ学がく対決やったときファイアフレークの原産地知ってただろ？　なんでじゃがいもの芽のことは知らないんだよ？」

「あれはこっちの世界のネットの掲けい示じ板ばんでたまたま目にして得た知ち識しきだから」

「じゃあ、料理に関する知識は基き本ほん的てきにゼロに等しいわけか」

「そういうことになるわね」

　なんで偉えらそうに胸むねを張はるんだよ。開き直ったか？

「……と言うか、キミのほうこそどうなのよ？　料理できるの？」

「けっこう得意だぞ。母親を押おしのけて台所を占せん領りようすることがよくある。ちょうど夏休みにスパイスの調合にハマったから、カレーはバッチリだ」

「そ……そうなの」

「ま、とにかく今回はおれ主しゆ導どうでやらせてもらうぞ。わかったか、見習い料理人？」

「くっ……キミの命令に頷うなずくのは癪しやくだけれど……仕方ないわね……」

「当然だ。ほら、ボサッとしてないで皮むき」

「……了りよう解かい」

　こうして前ぜん途と多た難なんなカレー作りが始まった。







　一時間半後──

　三組とも料理が完成し、ウルフ軍ぐん団だんによる試食が始まった。

　おれたちのカレーライスは時間が経たっても温め直すことができるので、試食は最後ということになり、まずスライムさん＆ゴーレムさんのペアが作ったラーメンからとなった。

「お、意外にちゃんとしてる」

「ずいぶんとボリュームがあるのね。上に載のっているのは茹ゆで野菜にチャーシュー、刻きざみニンニクかしら？」

「全部食べたらお腹なかいっぱいになりそうです」

「……野菜の盛もり方がラーメン○郎そっくり」

　咲さく良らさんが率そつ直ちよくすぎる感想を漏もらす。

「インスパイアされたことは否いなめないっすけど、ちゃんとオリジナル要よう素そもあるっすよ！」

「インスパイアねぇ……」

　物は言いようだよな。このビジュアルは参考にしたってレベルじゃねえだろ。

　まあ東京でもこの手のボリューム系けいは増ふえつつあるけど。

「んで？　オリジナル要素ってのは？」

「それは食べてみてのお楽しみっす！」

「ウホッ！　ウホッ！　ウッホ──ッ！」

　ゴーレムさんが審しん査さ員いんである五匹ひきのウルフが座すわる席にラーメンを運ぶ。

「試食スタートですね」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　椅い子すの上でお座りをしているウルフたちが箸はしを握にぎった。

　って握れるのかよ……。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　さっそく山ほどの茹で野菜とチャーシューをかきこみ、太ふと麵めんを豪ごう快かいにすすり、そしてドンブリに口をつけてスープを味わい──

「「「「「ウガァー……」」」」」

　と次の瞬しゆん間かん、ワンコたちが渋しぶい顔をしながら箸を置いた。五匹全員がだ。

「うん？　どうしたのでしょうか？　ウルフのみなさん？」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「甘あまい、甘すぎる。これはどういうことだ、と怒おこっているわ」

　神しん宮ぐう寺じが即そく座ざに通訳してくれた。

「なんだって？　甘い？　ラーメンなのに？」

「──そうっす！　自分らが作ったラーメンのスープは豚とん骨こつがベースになっているっすけど、それ以上に砂さ糖とう、蜂はち蜜みつ、みりんがたっぷり入ってるっす！　さらに各種果物くだものをミキサーにかけてそれも混まぜたっす！　名づけて『豚骨スイーツ（笑）ラーメン』っす！」

「……うげ」

　完全にゲテモノラーメンじゃねえか。どういう神しん経けいしてんだ……。

「ウホッ！　ウホッ！　ウッホ──ッ！」

「えっと、麵はゴーレムさんの手打ちだそうです。そして麵にはウルフのみなさんの好物である魔まイチゴが練ねり込んであるとか……」

「もうラーメンじゃないだろ、それ」

「そんなことないっすよ！　だってラーメンには流りゆう儀ぎなど存そん在ざいしないっすから！　もし流儀があるとすればそれは自分の流儀だけっす！　ラーメンはアートっす！」

「「「「「ウガァー……」」」」」

「無む価か値ちなアート、ゴミはゴミ箱に、と言っているわ」

「ま、審しん査さ員いんがこう言ってるんだ。考えを改めたほうがいいと思うぞ？」

　こうしてスライムさん＆ゴーレムさんペアが作ったラーメンは不ふ評ひように終わった。







　二組目は料理上手なロレッタ＆咲さく良らさんのペア。

「配はい膳ぜん完かん了りようです！　ウルフのみなさん、召めし上がってください！」

「……ワンコさん、どうぞ」

　おおおおおお──

　テーブルの上に料理が並ならぶと、その場にいた全員から歓かん声せいやため息が漏もれた。

　大きな皿に載のせられた多種多様な料理はどれも色鮮あざやかで、ただ見ているだけで食しよく欲よくが湧わいてくる。それほど見事な盛もりつけであった。完全にプロの仕事である。

「見た感じ中ちゆう華かっぽいな」

「……四し川せん料理」

　咲良さんが小声でつぶやく。

「ほー、四川料理か。そういや麻婆豆腐マーボードーフがあるな」

「激げき辛から料理と言えばしせんりょうり？　だとサクラさんが言うので、魔界の香こう辛しん料りようを使って代表的な料理を作ってみたのです」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　お、ウルフたちのテンションが上がってる。

　料理上手な二人が作った激辛料理となればそりゃ期待も膨ふくらむってもんだ。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　麻婆豆腐マーボードーフ──

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　担たん々たん麵めん──

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　回鍋肉ホイコーロ──

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　その他もろもろ──

　ウルフたちは瞬またたく間に料理を平らげてしまった。

　く、こんな豪ごう華かな食事にありつけるなんて羨うらやましい限かぎりだ。

　おれも一いつ緒しよに食べたかったなぁ。

「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」

　うんうん。みんな満足げな顔をしているな──

　いや？　一匹ぴきだけ難むずかしい顔をしていないか？　そういや今の咆ほう哮こうも四匹分だけだった気がする。

「ウガウガウガ、ウッガッガ、ウッガ──────ッ！」

　その難しい顔のウルフが不満のありそうな咆哮を上げた。

　神しん宮ぐう寺じに通つう訳やくを求めると、

「この料理を作ったのは誰だれだー！　と言っているわ」

「どこの美食家だよ」

　とりあえずツッコミを入れておいた。

　と──

　ロレッタがそわそわしながら、

「アルジャーノンさん、わたしたちの料理に何か問題が……？」

　と一匹のウルフに向かってお伺うかがいを立てた。

「アルジャーノン？　誰だそれ？」

「真ん中の席に座ってるウルフの名前っす。知らなかったんすかぁ？」

「……初耳なんだが」

　スライムさんが言うには五匹のウルフにはそれぞれちゃんと名前があるらしい。

　よく考えてみると当たり前の話である。

　今まで五匹セットで捉とらえてたからなぁ……。

　だっていつも一緒にいるし、咆哮とかも声がそろってるし。

「左から順にレオナルド、ラファエロ、アルジャーノン、ジョナサン、ギルバートっす」

「なんでみんなそんなカッコいい名前なんだよ……」

　日本人の感性からすると欧おう米べい風ふうの名前はどれもカッコよく感じられるから不思議である。

　魔ま界かいの、しかもワンコっぽいウルフたちになぜそんな名前をつけたのかは謎なぞだが……。

「アルジャーノンさん、教えてください！　わたしたちの料理の欠点を！」

　ロレッタが再さい度ど問いかけると、

「ウガウガウガ！　ウガアアアアアアアア!!　ウガウガウガ──」

　アルジャーノンが待っていましたとばかりに咆哮を上げた。

　同時に神宮寺による通訳が始まり、

「どの料理も美味おいしい。美味しいけれども、一つ一つの食材や香こう辛しん料りように目を向けると、これらがどれも高こう級きゆう食材、希き少しよう価か値ちの高い香辛料であることがわかる。そしてアドバイザー、セシリアからの要望はチェーン展てん開かいが可か能のうな飲食店の開業、それに適てきした料理の開発なのだから、原げん価かの計算も考こう慮りよすべきである。また食材の中に一年を通して安あん定てい供きよう給きゆうを受けることが難むずかしいものが散見される。お二人の料理の腕うではたしかだと思うが、経けい営えいという観点からこれらの料理を見ると問題点があまりにも多く、これらの料理をお客に提てい供きようするのは難しいのではないか？」

　……もっともな意見である。

　というか、アルジャーノン。お前、何者だよ？

「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」

「自分たちもそう思っていたところだ、と他の四匹ひきが見み栄えを張はっているわ」

「何？　アルジャーノンって料理通なの？」

「あ、はい。アルジャーノンさんは新しん進しん気き鋭えいの料りよう理り評ひよう論ろん家かなのですよ」

「料理評論家？　マジで？」

「アルジャーノンさんが運営しているブログは今や魔ま界かいで絶ぜつ大だいな影えい響きよう力りよくを持っていて、取り上げられたお店はどこも成せい功こうしているらしいです。えっと、たしか……」

　ロレッタが携けい帯たい型がたの魔法端たん末まつを操そう作さし、アルジャーノンが評論を載のせている『至し高こうのオリーブオイル』というブログをおれたちに見せてくれた。

「……これは」

　エプロン姿すがたのアルジャーノンが二足歩行で立ち、左の前足でフライパンを、右の前足でオリーブオイルの入った小こ瓶びんを握にぎっている画像がブログの背はい景けい画が像ぞうとして使われていた。キッチンカウンターに背せ中なかから寄よりかかっており、いかにも気取ったポーズで立っている。コラ画像かよ。シュールすぎだ。

「じゃあ、自分らの『豚とん骨こつスイーツ（笑）ラーメン』もアルジャーノンが宣せん伝でんすればバカ売れ間ま違ちがいないっす！　飲食業界の王になれるっす！」

「ウガウガウガウガ！　ウッガッガー！　ウッガッガー！」

「ブログの信用に関わるから、本当に美味おいしい料理しか取り上げない、と言っているわ」

「そんなーっす!?」

　や、当たり前だろうが。不正な手しゆ段だんで儲もうけようとか考えんなよ、スライムさん。

「ウッガッガー！　ウッガッガー！」

「ともかく二人の料理ではお店は開けない、と言っているわ」

「原価の計算は想定外でした……」

「……ワンコさん、厳きびしい」

　採さい用よう間ま違ちがいなしと思われた二人の料理だが、アルジャーノンから手厳しいダメ出しを受ける結果に。まさか味以外の観点から評価が下るとは思わなかった。

　こりゃ、おれと神しん宮ぐう寺じのカレーライスも不ふ評ひようを買いそうだな。

　そもそも出来に自信ないし……。







　ところが──

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　予想とは裏うら腹はらにおれ＆神しん宮ぐう寺じが作ったカレーライスは大だい絶ぜつ賛さんの嵐あらしであった。

　アルジャーノンを含ふくめた五匹ひき全員がおかわりを求めたほどで……。

「ウッガッガー！　ウッガッガー！」

「ルーは真っ赤で地じ獄ごくの溶よう岩がんのようで、メチャクチャ辛からいけれど癖くせになりそうな味」

　料りよう理り評ひよう論ろん家か、アルジャーノンの言葉を神宮寺が通つう訳やくする。

「……マジかよ」

　本当はもっと辛さを抑おさえるつもりだったんだが……。

　何を思ったのか神宮寺が「スパイス、残ってるじゃない」と別に残したわけではなく余あまっただけだというのにおれの了りよう承しようも得ずに勝手に鍋なべに放り込んでしまったのだ。その後、あーあと思いながら試しにルーを舐なめてみたところ悶もん絶ぜつするほどの辛さに仕上がっており、その時点でおれは勝負を投げていた。

　しかし、蓋ふたを開けてみれば──

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　この通り。ウルフたちにはこれくらいの辛さでちょうどいいらしい。マジかよ……。

「ウッガッガー！　ウッガッガー！」

「野菜がゴロゴロしているのがいい。大きさは不ふ揃ぞろいだけど、それがいいアクセントになっている……」

　それは──

　料理の心得がない神宮寺が適てき当とうに野菜を切ったからだ。

「ウッガッガー！　ウッガッガー！」

「じゃがいもが煮にえすぎておらず、適度に食感が残っているのもポイント……」

　それも──

　神宮寺が野菜を切るのに手間取って煮に込こみ時間が足りていないがゆえ。

「ウッガッガー！　ウッガッガー！」

「食材の安あん定てい供きよう給きゆうが望める安価なものばかりだからバカ売れ間ま違ちがいなし……」

　通つう訳やくを続ける神宮寺だが、その顔は引きつっていた。

「アルジャーノンさんのお墨すみ付つきです！　これは売れますよ！」

「お店ができたらブログで取り上げるっすよ！」

「ウッガッガー！　ウッガッガー！」

　たぶん、もちろん、と言っているのだろう。

　アルジャーノンは咆ほう哮こうを上げながらその場でくるっと宙ちゆう返がえりを披ひ露ろうした。

　一方の神しん宮ぐう寺じは──

「…………屈くつ辱じよくなんだけど」

　と肩かたを落としていた。

　失敗から生まれた意図しない勝利だから素す直なおに喜べないのだろう。

　いや、それどころか落ち込んでいる様子。

「まあまあ、神宮寺。勝てば官軍って言葉があるじゃないか」

「…………はぁ」

　もはやため息しか出ないようである。







　翌よく日じつの夜──

　ペンションに移い動どうするとロレッタが笑顔で駆かけ寄よってきて、

「サトル先生！　昨日の『激げき辛からレッドカレー』、早くも大人気ですよ！」

「え？　もうお店、開いたの？」

「いえ」とロレッタが首を振ふり、「街角で道行く人に試食してもらったのですよ」

「そしたら好こう評ひようだったわけかー」

「好評も好評！　どこのお店に行けば食べられるのか？　という質しつ問もんが殺さつ到とうしたそうです！」

「そりゃよかった」

　瓢ひよう簞たんから駒こまというか棚たなからぼた餅もちというか、まあ意味合ってるか知らんが、思わぬ形で評価されちまったなあ。こりゃ神宮寺がさらに落ち込むんじゃないのか？

「お店も近いうちに開店させましょう！」

「ああ」

　まずはセシリアと連れん絡らくを取って打ち合わせからだな。

「アルジャーノンさんも、ブログにアップする文章を準じゆん備び中ちゆうです！」

「ホントだ……」

　部屋の隅すみで魔ま法ほう端たん末まつ付ふ属ぞくのコンソールを叩たたくアルジャーノンの姿すがたがあった。

　そのでかいサングラスはなんだよ？　業界人ぶってるのか？

　しかし、意外な才さい能のうだよな。今まで五匹ひきセットで捉とらえていたが、こいつらにも一匹一匹、個こ性せいがあるんだな。まあ他の四匹にアルジャーノンほどの才能があるとは限かぎらないが。

「アルジャーノンが上手うまくやってくれれば全てのテナントが埋うまるんじゃない？」

「はい！」

　ロレッタは元気よく頷うなずいたあと、ふふふ、と魔ま王おうの娘むすめらしく邪じや悪あくな笑みを浮うかべた。

　といっても子供が浮うかべるような微笑ほほえましさを含ふくんだ笑みだ。

「どうした、ロレッタ？」

「あ、えっとですね、まだまだ財ざい政せい難なんを脱だつしたとは言えませんが、明るい展てん望ぼうが見えてきたなーと思うのですよ」

「たしかに。一時期に比くらべればそうだね」

「この先、少しずつ少しずつお金を貯ためていって……いずれは──ふふ」

　またロレッタが微び笑しようを浮かべた。

　なんだろ？　何か買いたいものがあるのかな？

「とゆーわけで、サトル先生！　そろそろ考えるべきときかもしれません！」

「ん、何を？」

　おれが率そつ直ちよくな疑ぎ問もんを投げると、

「それはもちろん──新しいダンジョンの建けん設せつ……についてです！」

　とロレッタは将しよう来らいの夢ゆめを語る幼おさない子供のように目を輝かがやかせた。

　新しいダンジョンの建設──

　それを聞いておれは疑問に思った。

　そもそもダンジョンってどうやって作るのだろうか、と。













　　　　　ＣＡＳＥ３　理想のダンジョンのお値段







　風ふ呂ろには入った、歯も磨みがいた、あとは床とこにつくだけ──

　時じ刻こくは午後十一時四十五分。

　おれは静せい寂じやくに包まれた成なる宮みや家の薄うす暗ぐらい廊ろう下かを歩き自室に向かっていた。

　手には台所から取ってきたお菓か子しの袋ふくろがある。

　ロレッタへのお土産みやげだ。いつもお茶をごちそうになっているので、いつごろからかこうやって寝ねる前に食べ物を用意するようになったのだ。今日はポテチである。

「そういや初めてのお土産もポテチだったなー」

　そのころはまだロレッタにいちいち持ち込むものを指定して、移い動どうしてもらっていた。だけど同じ手続きを何度も踏ふむのは面めん倒どうだし、せっかくのお土産なのに「○○移動して」と渡わたす前からネタばらしするのはあまりにも無ぶ粋すい。

　だからおれはロレッタに、寝る際さいに「手に持つ」だけで持ち込こみが可か能のうになるような魔ま法ほうをかけてもらった。これによって現実から異い世せ界かいに、また異世界から現実に、手軽にものを移動できるようになった。まああまり大きなものは無理らしいが。

「んー……もう寝ねてんのか？」

　妹の部屋の前を通りかかったおれは一いつ旦たん立ち止まって耳をすませた。

　反はん抗こう期き真まっ只ただ中なかの妹とはもう長い間、会話らしい会話をしていない。

「最近……やけに静かなんだよな」

　妹の部屋からはなんの物音も聴きこえなかった。

　ロレッタに夢ゆめ召しよう喚かんされる以前のおれは夜よ更ふかしの常じよう連れんだったが、あちらですごすための時間を確かく保ほするため早く寝るようになってからは妹よりも先に床とこにつくようになっていた。

　のだが──

　ここのところ妹も眠ねむりにつくのが早いようなのだ。

　どういう気まぐれだろうか？

「にしてもついに合宿最終日か……。長かったような短かったような……」

　おれは妹の部屋を静かに横切ると、隣となりにある自室の扉とびらを開いた。

　その後、床につくと数分と経たたず意い識しきが遠のき──

　ロレッタが待つリゾート地のペンションに飛んだ。







　異世界に到とう着ちやくし、ペンション内を移動してリビングに向かうと、

「サトル先生！　いらっしゃいです！」

　ロレッタが笑顔で迎むかえてくれた。

　リビングには他にもスライムさん、ウルフ軍ぐん団だん、そしてゴーレムさんもいた。

　神しん宮ぐう寺じはまだ来ていなかった。

「ん、みんなして何見てんの？」

　ロレッタたちはテーブルの上に置かれた魔法の鏡かがみの前に座すわっていた。

　角度的に画面が見えなかったのでおれはみんなの側に移動し、

「うん？　ダンジョンドットコム？」

「今、一番人気のあるダンジョン建けん設せつ会がい社しやが運うん営えいしているサイトっすよー」

「へえ、専門の業者がいるんだ」

　ま、そりゃそうか。地下迷宮のメンテナンスだって業ぎよう者しや任まかせだし。

「じゃあ、新しいダンジョンを建設するとなったら、この会社に頼たのむことになるのか」

「第一候こう補ほはそうですね。他にも建設会社はありますが、業界のシェアはここがナンバー１ですし、地下迷宮を作ったのもこの会社ですから」

「代々お世話になってる会社なんだ」

「そうですね。社長さんとも面めん識しきがありますし」

　ロレッタが言いながらコンソールを操そう作さする。

「ん、やけにでかいフォントだな。これなんて書いてあるの？」

　相変わらず文字が読めないおれは画面に表ひよう示じされた三つの単語を指差した。

「低てい価か格かく、標ひよう準じゆん価格、高価格です。このページで価格帯別の商品を検けん索さくすることができるのですよ。新商品が追加されたと聞いて久しぶりにサイトを覗のぞいてみたのです」

「商品以外にも新機能が追加されたという話っす」とスライムさんが補ほ足そくする。「なんでも好きなようにダンジョンをシミュレートできるとか。面白そうじゃないっすか？」

「おー、そりゃワクワクするなー」

「……何がワクワクするの？」

　突とつ然ぜん誰だれかに肩かたを叩たたかれた──

　振ふり返るとそこには、

「うおっ、お前かよ、神しん宮ぐう寺じ。……突然、肩を叩くな。音も気配もなく現れやがって」

「キミが鈍どん感かんすぎるだけなんじゃない？」

　神宮寺はそう皮肉を言うと、みんなに挨あい拶さつをしつつ、おれの隣となりの椅い子すに腰こしを下ろし、

「ロレッタ、もしかして新しいダンジョンを購こう入にゆうするつもりなの？」

「んー、今すぐに、と思っているわけではありませんが、計画だけは練ねっておきたくて」

「セシリアの協力もあって新事業のほうはどれも順調だけど、ダンジョンを買うとなると、頭金だけでもそうとうな金きん額がくになりそうだなぁ」

「そうなのですよ。まとまったお金が必要になるわけで……」

　一番の問題はそこだろうな。

　たとえ買えるだけの蓄たくわえがあったとしても慎しん重ちようにことを進める必要があるけど。

「とにかく新商品を見てみましょう」

　ロレッタが再ふたたびコンソールを操作し、高価格商品の一いち覧らんを画面に表示させた。

「おー？」

　サムネイル付きで表示された一覧には、浮ふ遊ゆうダンジョン、海上ダンジョン、海底ダンジョンと見るからに高価なものから東京タワー、スカイツリーのパクリだとひと目でわかる異文化を参考にして作ったと思おぼしきこの世界の文明にそぐわないダンジョンなども見受けられた。

「えーとぉ、この浮遊ダンジョンの価格は一、十、百、千、万…………三百億デモン!?」

「高いなー」

「高いわね」

「高いっす！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「ウホッ！　ウホッ！」

　みんな一いつ斉せいに同じようなことを口にした。

　たぶんウルフ軍ぐん団だんとゴーレムさんも同意見だろう。

「浮ふ遊ゆうダンジョン……わたしの理想の一つなのですが」

「同感だな。まさにラスダンって感じだよ。空に浮うかぶダンジョンってのは」

「そうかしら？　私はこっちの海底ダンジョンのほうがらしいと思うけれど？」

「いやいや。海底ダンジョンは物語の中ちゆう盤ばんくらいに出てくる、古いにしえの昔に滅ほろんだ古代文明って感じじゃね？」

「海上ダンジョンも捨すてがたいっす！」

　みんな好き勝手に自分の理想のダンジョンについて語り出した。

　各おの々おのの理想だから意見は嚙かみ合わないが……それもまたよし。

　いいよなー、こういうの。

　家選びとか車選びとか、学生のおれにはさすがにそういう高こう額がくな商品を購こう入にゆうした経けい験けんはないけれど、たとえば親が知り合いの結けつ婚こん式しきに出たときにもらってくる引き出物のカタログとか、ああいうのおれ大好き。カタログギフトってヤツだな。たくさんある商品の中から好きなものを選ぶ喜び……。まあ三百億デモンはさすがに手が出せないが、こういうのは商品を選んでいるときが一番楽しいからな。

「さすがに現時点での購入は不ふ可か能のうですが、将しよう来らいのことを考えて、理想のダンジョンをシミュレートしてみませんか？」

「さっきスライムさん言っていた新機能のことね」と神しん宮ぐう寺じ。

「はい。まずはベースとなるダンジョンを選びます。んー、わたしの独どく断だんと偏へん見けんで、今回は浮遊ダンジョンにしてみますね。それで──次にオプションを選んでいきます」

「へー、いろいろあるなー。よし、この際さい、予算のことは考えず、各自、欲ほしいオプションを追加していくことにすっか」

「そうしましょう！」

「じゃあ、まずおれから。……んー、これだな。この『属ぞく性せいコントロール装そう置ち』ってヤツ」

「あ、これは便べん利りそうですね。階かい層そうごとに属性を切り替かえて、炎ほのおのダンジョン、氷のダンジョンなどを任にん意いに生み出す。地ち下か迷めい宮きゆうとは違ちがって任意というところがポイントですね。ではポチッと追加です！」

「はいはい！　今度は自分の番っす！」

　スライムさんが美少女の姿すがたからスライムに戻もどり、ロレッタの肩かたの上に乗る。

　そして、落ち着きなくぴょんぴょん飛び跳はねながら、

「これっす！　屋上に設置するタイプの流れるプールのセット！」

「せめて防ぼう衛えいと関係のあるオプションにしろよ……」

「関係あるっす！　自分、水属性っすからプールがあれば強くなれるっす！　あとプールを粘ねん液えきまみれにしてそれを屋上からダンジョン内部に流し込こめばネバネバネバのベトベトっす！」

「えー……っ」

　そんな浮ふ遊ゆうダンジョン嫌いやだぞ。下手へたすりゃ地上に粘ねん液えきを撒まき散らすことになるじゃんか。

　イメージ悪すぎ。人間たちにキモがられること必ひつ至しだ。

「まあまあ、サトル先生。今回はお遊びのようなものですから。というわけで追加です！」

　ロレッタがスライムさんの要望である『流れるプールセット』をカートに入れる。

「ウホッ！　ウホッ！　ウッホオオオオッ！」

「へ？　ゴーレムさん、漫まん画が制せい作さくルームが欲ほしいのですか……？」

「完全に趣しゆ味みじゃねえか」

「んー、浮遊ダンジョンにも地ち下か迷めい宮きゆうと同じように住じゆう居きよのスペースがありますし、趣味に類るいするオプションでもいいのでは？　それに雇こ用よう主ぬしであるわたしとしても、今後はもっと福ふく利り厚こう生せいに力を入れるべきだと思っていましたし」

「福利厚生……」と神しん宮ぐう寺じが腕うでを組み、「一流を目指すなら必要なことかもしれないわね。日本の会社の中にも社内にお洒落しやれなカフェがあったり、働く女性のための託たく児じ所しよがあったり、福利厚生に力を入れている会社があるし」

「そりゃ儲もうかってるところはな。っていうか社員が『あれくれこれくれ』ってねだるのはダメだろ」

「ま、ね」

「そのあたりはおいおい考えるとして、『漫画制作ルーム』を追加……っと！」

　んー、ロレッタは身内に甘あまいところがあるからなー。

　魔物たちに利用されないように神宮寺としっかり連れん携けいを取ったほうがいいな。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　お次はウルフ軍ぐん団だんの要望──

「この『パーソナル浮遊装置』を使ってウルフ空くう挺てい部ぶ隊たいを作りたい、と言っているわ」

「なんだ、その『パーソナル浮遊装置』ってのは？　まさか空飛べるの？」

「みたいです……。ただし十時間の魔ま力りよく充じゆう電でんで空を飛べるのは十分程てい度どのようです」

　どうやらプロペラがついた装置を背せ負おって飛行するらしい。

　これをワンコどもが使うとなると──間ま抜ぬけな絵え面づらしか思い浮うかばない。

「たった十分か。だとすると奇き襲しゆうくらいにしか使えなさそうだな。つーか、このオプションつけるくらいだったら空を飛べる魔物を雇やとったほうがお得じゃないのか？」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「空挺部隊は男のロマン──だと言っているわ」

「……んー、それはわからないでもないが」

「まあまあ、サトル先生。今回はお遊びですから」と言ってロレッタがパーソナル浮遊装置をカートに追加する。「あとはわたしと覇は王おう先生ですね。覇王先生、お先にどうぞ！」

「わ、私？」

　何も考えていなかったのか、神しん宮ぐう寺じはきょとんとしていた。

「神宮寺。エロゲー一年分とか、そういうのは止めろよ？」

「そんなの選ぶわけないでしょう!?　だ、だいたい……そんなのオプションの項こう目もくにあるわけないし……」

「あるっすよ？」

「あるのかよ!?」「あるの!?」

　二人して驚おどろく。

「自分で言っておいてなんだがそのオプションはダンジョンとなんの関係もないだろ!?」

「あ……その隣となりにある端たん末まつ」

　神宮寺が指で示しめしたのは『高こう性せい能のう魔ま法ほう端たん末まつ』なるもの。

　どうやらいつも防ぼう衛えい中ちゆうに使っている監かん視し用ようの端末と基き本ほん的てきには同じものらしい。だがハイスペックモデルのようで敵てきの細かな情報を表ひよう示じできるようになっているようだ。

「……私はこれで」

「悪くない選せん択たくだが、面おも白しろみがまったくないな」

「面白みなんて必要ないから」

　神宮寺がやれやれといった表情でおれから目をそらす。

「残るはロレッタっすねー」

「わたしはこの……えーと、これです。『空中庭園』が欲ほしいです。ハーブの栽さい培ばいがしたくて」

「いつも淹いれてくれるハーブティーの材料？」

「それもありますが、罠わなに使う毒草なども栽培できるので」

「……同じ庭園で口に入れられるものとそうでないものを栽培するのはどうかな」

　そのうち間ま違ちがって防衛後のハーブティーに毒草が混こん入にゆうしちゃうんじゃね？

「さて、おいくらでしょうか──」

　浮遊ダンジョンをベースに好き勝手にオプションを追加した結果……。




　浮ふ遊ゆうダンジョン──三百億デモン。

　属ぞく性せいコントロール装置──十二億デモン。

　流れるプールセット──二億デモン。

　漫まん画が制せい作さくルーム──五千万デモン。

　パーソナル浮遊装そう置ち（五組）──五兆デモン。

　高性能魔法端末──一億デモン。

　屋上庭園──三億デモン。

　合計──五兆三百十八億五千万デモン。




「『パーソナル浮ふ遊ゆう装そう置ち』だけ高すぎだろ!?　一個こ、一兆デモンもするのかよ!?」

「浮遊ダンジョンが安く感じられます……」

「どちらにしろ今の私たちには夢ゆめのまた夢ね」

「そうですね。現在のわたしたちでも購こう入にゆう可か能のうなダンジョンと言ったら……」

　ロレッタが『低てい価か格かく帯たい商しよう品ひん』をクリックし、商品と値ね段だんを見み比くらべる。

「はぅー。この『お試しダンジョン』という初心者向けのダンジョンしか買えません……」

「自分で設せつ置ちするんだ、これ」

「しかも、紙でできているので雨風を凌しのぐことができません」

「学生レベルの工作じゃない……」

「これはさすがにないっす！　人間たちにナメられるっす！」

　もうすでに十分ナメられているような気がするが……。

　まあそれは言わないでおくか。







　その後──

　合宿の締しめくくりということで実じつ際さいにダンジョン建設会社を訪ほう問もんすることに。

　と言うのもロレッタが、

「やはり実物を見たほうがいいと思うのです。ネットで画が像ぞうや値段だけ見ても、実際のダンジョンの雰ふん囲い気きとか、強度とか、そういうのはわからないですし」

　と言い出したからだ。

　これには誰だれもが納なつ得とくした。

　大手の建設会社とはいっても自じ堕だ落らくな住人が多い魔ま界かいの会社だし、投とう資し詐さ欺ぎに引っかかったスライムさんの例もある。それにダンジョンは安い買い物ではない。

　おれの親父も言ってたなー。家ってのは三回くらい建ててようやく納得のいく出来に仕上がるものだと。まあ親父も誰かの受け売りを口にしただけっぽいが。普ふ通つうの会社員が一度の人生で購入できる家の数なんてどう頑がん張ばっても一いつ軒けんだけだろうし。

　と、そんなわけで──

　おれたちはロレッタの魔法でダンジョンドットコムを運うん営えいする建設会社に飛んだ。

　……のだが……。

「覇は王おう先生！　前から敵てきが！」

「ロレッタ、後ろに退いて！　ゴーレムさん、ウルフ軍ぐん団だん、仕し留とめるわよ！」

「ウホッ！　ウホッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　聖せい剣けんデュランダルをかまえた神しん宮ぐう寺じと左右に展てん開かいしたゴーレムさん＆ウルフ軍ぐん団だんが目の前の金きん属ぞく生せい命めい体たいに向かって攻こう撃げきを加える。

「プププピー……ッ!?」

　妙みような悲鳴を奏かなでながらその金属生命体は砕くだけ散った。

「……ちょっとどういうことよ。敵てきがいるなんて聞いていないわよ？」

　神宮寺が鞘さやに剣をしまいながらおれたちを見回す。

「あ、あはは……。ここの社長さんは悪ノリがすぎることで有名ですからね……」

「悪ノリってレベルじゃねえぞ」

　おれは前方に伸びる通つう路ろを眺ながめながらため息をついた。

　ここは建けん設せつ会がい社しやが展てん示じしているモデルルームならぬモデルダンジョン──

　ロレッタの顔見知りだという社長が言うには「見事最後の扉とびらを抜ぬけたお客様にはダンジョンに追加するオプションを全品一割わり引びきでご提てい供きようさせていただきます！」とのことで、現げん在ざいキャンペーン期間中らしい。しかも、この割引は今後十年にわたって有ゆう効こうだというので……。

「ただ複ふく雑ざつな迷めい路ろを抜けるだけのダンジョンかと思ったら、まさか敵がいるなんてね。武ぶ器きを携けい帯たいしていてよかったわ」

「今の金属の敵、口から炎ほのお吐はいてたんだが？　客を殺す気か？」

「でも動きはトロかったっすよ。たぶんあれは魔法の力で動かしている金属生命体っす。そんなに複雑な動きはできないっすよ。雑魚ざこっす、雑魚」

「金属生命体はまだまだ発展途と上じようの技ぎ術じゆつですからね。おそらく進路上の敵を攻こう撃げきしろ、といった簡かん単たんな命令しかインプットされていないはずです」

「へー」

　地球で言うところのロボットみたいなものかな？

　そういやビジュアルもロボットちっくだった気がする。

　ま、ともかく二人がそう言うんだったら過か剰じように心配しなくてもよさそうだな。

　こっちには数百人の敵を一人で無む双そうできる神宮寺もいることだし。

　ゴーレムさんとウルフ軍団もいるしな。

　さすがにこの戦力で誰だれかがやられるようなことは──

「……って、待てよ？　今、死んだらどうなるんだ？」

「うん？　サトル先生、どういう意味です？」

「だって『祭さい壇だん』はアップグレード中だろ？　ちゃんと機能するの？」

「えーと……それは……たぶん大だい丈じよう夫ぶなのではないかと……」

「自信なさげね」

「もしかして自分ら生命の危き機きっすか!?」

「いやいや……モデルダンジョンだし、さすがに客の安あん全ぜん対たい策さくくらいは……」




「プププピー！　プププピー！」




「くっ、また来たわね！　キモい鳴き声の金きん属ぞく生せい命めい体たい！」

「覇は王おうっち！　とっとと破は壊かいするっす！　自分、死にたくないっす！」

「もう……だらしないわね！」

　神しん宮ぐう寺じが再ふたたび交戦に入る。

　といってもほんの数秒で二体とも撃げき破はしてしまったが。

「ら、楽勝っすね！　覇王っちがいれば自分らの人生は安あん泰たいっす！」

　神宮寺の余よ裕ゆうある戦いぶりに安あん堵どしたのかスライムさんがホッと胸むねをなで下ろす。

　ま、たしかにこれなら楽々突とつ破ぱできそうだな……。

「ふーっす。これを使うべきシチュエーションかと思ったっすけど、必要なさそうっすね」

「ん？　これとはなんです、スライムさん？」

「これっすよ、これ。この前、サトルっちと覇王っちが使ったペンダントっす」

　スライムさんの道どう具ぐ袋ぶくろから出てきたのは──スレイブペンダント。

　主しゆ従じゆう関かん係けいのある二人が身につけ、『主』のペンダントと『従』のペンダントに分かれるそれはお互たがいが一いつ定てい距きよ離り離はなれると『従』が『主』のいる位置にワープする特性がある。つまりご主人様からは逃にげられない、ということだ。

「このペンダントを覇王っちに渡わたしておけば、たとえトラブルが起きて離れ離れになったとしても瞬しゆん時じにワープできるっす！　覇王っちに守ってもらえるっす！」

「なるほど。そういう使い方もあるか」

「まー、今回は必要ないと思うっすけどー」

「ってか、それロレッタの私物じゃなかったっけ？」

「ですです。スライムさんが貸かしてほしいと言うので」と頷うなずくロレッタ。「と言いましても、もともとは父のものですけどね」

「へえー？　そうだったんすかぁ？」

「父の遺い品ひんの中では圧あつ倒とう的てきに扱あつかいにくい、使いどころが限げん定ていされたマジックアイテムなのですよね。わたしもついこの間まで存そん在ざいを忘わすれていましたし」

「そういやよく見ると作りが細かいよな、そのペンダント。実は高こう価かなものだったりする？」

「あ、そう言えば生前、父が『膨ぼう大だいな魔ま力りよくを内ない包ほうした特別なアクセサリーだから売り払はらったりしないでね』と言っていました。ただ父はよく贋がん作さくをつかまされていたようなので、これもちゃんと鑑かん定ていしてみないことには価値あるものなのかはわからないです。父は気に入ったものはなんでもかんでも『特別なものだから』と言う人だったので」

「おいおい……ロレッタ。そんなこと言ったらスライムさんが質しちに入れるぞ」

「安心してほしいっす！　さっきも言ったっすけど、スレイブペンダントは自分の命を救うかもしれない大事なアイテムっす！　肌はだ身み離はなさず持ってるっすよ！」

　そう言って腰こしの道どう具ぐ袋ぶくろにスレイブペンダントをしまうスライムさん。

　その様子を横目で見ながら神しん宮ぐう寺じが、

「相変わらず他た力りき本ほん願がんね……」

「自分、戦せん闘とう要よう員いんじゃないっすから！」

「神宮寺～。おれのこともちゃんと守ってくれよ～」

「……気色の悪い声を発しないで」

　しかし、まああれだ。おれと神宮寺は『祭さい壇だん』の効こう果かが及およばない場所で死んでも、実じつ際さいの死に繫つながるわけじゃないんだよな。夢ゆめ召しよう喚かんが解かい除じよされるだけ。この場合の解除とは目を覚ますって意味ではなく完全に夢召喚の効果が失われるってことで、ロレッタから聞いた話では夢召喚は一人の人間に対して一生に一度しかかけることができない特別な魔ま法ほうだという話だから、死は避さけることができるけど、その一方でロレッタたちがいるこの世界への渡と航こうが不ふ可か能のうになってしまう。あまり想そう像ぞうしたくないことだけど、念頭に置いておくべき知ち識しきではある。今回は大だい丈じよう夫ぶだと思うが、おれもスライムさんみたいに万が一のことを考えてなんらかの策さくを練ねっておいたほうがいいかもしれない。

「んー、分かれ道ですね」

「どっちに進もうか？」

　道は左右に分かれている。

　どちらも一本道で同じような通路がまっすぐ伸びている以外の特とく徴ちようはない。

「あ、また敵てきが来たっすよ！」

　左右から二体ずつ、先ほどの金きん属ぞく生せい命めい体たいがノロノロ歩いてきた。

「私が右をやるわ！　左は任まかせたわよ！」

「ウホッ！　ウッホ──ッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　右に神宮寺が、左にゴーレムさんとウルフ軍ぐん団だんが散る。

「プププピ──ッ!?」

　メイド姿すがたの神宮寺が振ふるった豪ごう快かいな薙なぎ払はらいにより右の二体を早々に撃げき破は。

　一方、左の通路では──

　いつものようになんの工夫もなく突つっ込こむ両者の姿が。

　もっとも敵は一定のパターンでしか行動できない金属生命体である。

　正面から突っ込んでも問題はないと思うが……。

　しかし──

　ここでウルフ軍団が思わぬ行動に出た。

　たぶんおれたちにいいところを見せようと思ったのだろう。以前、咲さく良らさんに敗れたときに見せた『フォーメーションペンタゴン』を披ひ露ろうした。

「「「「「ウガアアアアアアアアアアアアアアア──ッ！」」」」」

　敵てきを囲むようにして四方八方に散るウルフたち。

　ところが──

「ウガアアアアアアアア!?」

　通路の奥おく側がわに散った一匹のウルフが体たい勢せいを崩くずした。

「床ゆかが凹へこんでる？　もしかして罠わなか何かを踏ふんだんじゃ？」

　そんな推すい測そくをおれが口にした直後のことだった。

「は？」「へ？」

　おれとロレッタが立っている場所に異い変へんが起きた。

　あろうことか突とつ然ぜん、床が抜ぬけ落ちたのだ。

「ひいいいいいいい!?」「きゃああああああ!?」

　重力には逆さからえずおれたちはそのまま落下した。
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「ぷはっ！」「ふぃー！」

　落下した先には水が溜たまっていた。

　そのおかげで怪け我がだけはせずにすんだが……。

「ロレッタ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「うー、ずぶ濡ぬれです……」

「おれもだよ」

　お互たがい全身ずぶ濡れ。とんだ災さい難なんである。

「まいったな。裸はだかになるわけにもいかないし──って、ロレッタ!?　何してんの!?」

「はい？」

　とロレッタが大だい胆たんにもボタンを外し、服を脱ぬごうとしていた。

『濡れたままでは気持ちが悪いですから、裸になります！　サトル先生も早く！　ひと目を気にすることなく全ぜん裸らを晒さらす……最高に気持ちがいいですよ！』

　……などといった性せい癖へきを満たすための行こう為いではなく、

「じゃーん！　実は下に水着を着ていたのです！」

「や、やっぱり……。そうじゃないかと思ったんだよ……」

　内心でドキドキしながらロレッタの水みず着ぎ姿すがたを見つめる。

「最近、よく湖で泳ぐので、こうして服の下に水着を着き込こむ習しゆう慣かんができてしまいまして」

「へえ──」

　って、スクール水着!?　しかも最近の学校で使われているスクール水着とはデザインが違ちがうような……。もしかして旧スクール水着ってヤツか？　しかし、なんでこんなマニアックな水着を？　もしかしてスライムさんがどこからか入手したのか？
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「うー、こういう場所で水着だけになるのはやっぱりちょっと恥はずかしいです……」

「だよね。早いところこのモデルダンジョンから脱だつ出しゆつしないと」

　おれはシャツを絞しぼりながらふと上を見上げた。

　すると天てん井じようはどこもふさがっており、穴あならしい穴は見当たらないではないか。

「ん……どうなっての？　おれたちどこから落ちてきたんだ？」

「元に戻もどってます……？」

「まずいな。これじゃあ神しん宮ぐう寺じたちと合流できねぇぞ」

　まだ穴が空あいたままなら上に引き上げてもらっていたんだが。

「とりあえず魔ま法ほう端たん末まつで連れん絡らくを取ってみますね」

「そっか。その手があったか」

「えーと……たしかポケットの中に……」

　ロレッタが先ほどまで着ていた衣服から魔ま法ほう端たん末まつを取り出す。

　ところが──

「あ、あれ？　画面が真っ暗ですよ……？」

「さっき水の中に落ちたから故こ障しようしたんじゃね？」

「うー、ありえる話です……。魔法端末は水に極端に弱い構こう造ぞうですから」

「となると、自力で脱出するしかないか」

「だ、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「……最さい善ぜんを尽つくすしかないな」

　目の前には上と同じく通路が伸びている。

　背はい後ごに道はない。今しがた着水した水場があるだけだ。

　どうやら前に進むしかないようである。

「よし、念のために……」

　おれは腰こしに差している魔ま剣けんを引き抜ぬいた。

　用心のため携けい帯たいしていたのだ。

「が、頑がん張ばりましょう」

　ロレッタも所持していた魔法の杖つえを手にした。普ふ段だん着ぎにこれなら魔法使いっぽく見えるが今はスクール水着を着用しているので違い和わ感かんありありである。

「先に進もう」

「はい！」

　武ぶ器きを出したまま歩く。もちろん周囲を警けい戒かいしながらだ。さっきの金きん属ぞく生せい命めい体たいが襲おそってきたら、今度はおれたちだけで対たい処しよしなきゃなんねぇからな……。

　しかし、二人だけでプププピーとか言いながら襲ってくるあの間ま抜ぬけ面づらをやれるのか？

　一番の不安の種はそれだったが……しかし、そのような心配は杞き憂ゆうに終わった。

　なぜなら──

「またパズルか。こりゃ謎なぞ解ときルート確かく定ていだな」

「そのようですね」

　おれたちの前に立ちはだかるのは知ち恵えが必要な謎解きばかりで一向に例の金属生命体は出現しなかった。たぶん上が戦せん闘とうを主体としたルートだったんだろうな。

「よし、解とけたよ」

「さすがサトル先生！　たった十秒で解くとは！」

「……はは、まあね」

　苦笑いで答えるおれ。

　日本のゲームからパクったパズルだってことは黙だまっておこう……。まあ難むずかしいパズルではないからたとえ初見だったとしても問題なかったと思うけど。

「……ん、この段だん差さは」

　パズルを解といて先に進むと、今度は目の前にそそり立つ壁かべが。

「乗り越こえるのは難むずかしそうですね」

「よっ！　ほっ！　ぬおっ！」

　助走をつけてのジャンプを何度も試みるが上にはまったく届とどかない。

　目の前に現れた段差は自分らが立っている場所から見てバスケットのリングほどの高さはありそうだった。ダンクができるくらいの身長か跳ちよう躍やく力りよくがあれば届きそうだけど……。

「ロレッタ……おれが四つん這ばいになるからその上に乗る感じで」

「え、えー。サトル先生の上に乗るのですか？」

「遠えん慮りよはいらないよ」と言っておれは段差の前で四つん這いになる。「ほら、乗って」

「で、では……失礼して」

　こんなとき某ぼう動画サイトだったらコメントが「ありがとうございます！」であふれかえるだろうなー、とか思いながらおれは背せ中なかの上にロレッタが乗るのを待つ。

「……お、おぅ……」

　もっと軽いかと思ったが、これは意外にも……。だがこのくらいなら問題なく支ささえられる。

「どう、ロレッタ？　届きそう？」

「……ちょ、ちょっと厳きびしいかもです」

「無理か。じゃあ次は肩かた車ぐるまだな」

　じゃないかと思ったんだ。おれがジャンプしても届かないわけだからな。

　と、そんなわけで──

「……よっと！」

「わ、わー、高いですー……っ」

　ロレッタがふらふらと前後に揺ゆれる。

「ちょー、ロレッタ、落ち着いてー」

「は、はひ……っ」

　おれの頭を必死につかみ落ちないようバランスを取るロレッタ。前後に揺れる度におれの頭の上にロレッタの豊満な胸むねが乗ったり降おりたりするのは仕方のないことである。

「うー、うー……っ」

「大だい丈じよう夫ぶ。おれがしっかり支ささえているから」

　そう言ってロレッタの足をよりがっちり抱かかえる。

　弾だん力りよくのある太ふと股ももがおれの肩の上でプルプルと震ふるえるのがわかった。

「も、もう平気です……。あとは段差の上に──」

　おれが目の前の壁にぶつかるくらい接せつ近きんすると、上のロレッタもそれに合わせて段差に引っかかるように前ぜん傾けい姿し勢せいになった。

「よし！」

　上手うまく乗り移うつれたみたいだな。

　あー、よかったよかった……。ってロレッタだけ上ってどうすんだよ？　おれは？　おれはどうやって上にいくの？　ロレッタの腕わん力りよくではおれを上に引っ張ぱり上げるのは不ふ可か能のうだと思うし。んー、どうするよ……。

「サトル先生！　上に縄なわ梯ばし子ごがあります！」

「縄梯子？」

「はい！　ここにこうして括くくりつければ……。どうぞ、サトル先生！」

「おお……！」

　絶ぜつ対たいに上れないと思っていたから縄梯子が蜘蛛くもの糸みたいに思えた。

「ふー、なんとかなったなー」

「これで先に進めますね」

「だね」とおれは頷うなずき、「しっかし……このダンジョン、本ほん格かく的てきすぎない？」

「たしかにモデルダンジョンとは思えない完成度の高さです。ですが、今の段差みたいに仲間同士で協力し合う必要のある仕し掛かけというのは面おも白しろいですね。参考になります」

「ああ。こういうアイデアはおれたち使ったことなかったね。機会があったら、おれたちもやってみよう。協力ミッション的なのを。……あ、逆ぎやくにさ？　冒ぼう険けん者しや同士で争わせる、競きそわせるようなギミックってのはどう？」

「さすがサトル先生！　素す晴ばらしいアイデア！」

「何かと応おう用ようが利きくアイデアだよ、これ」

「では地ち下か迷めい宮きゆうのメンテナンスが終わったら、じっくり考えてみることにしましょう！」

「だね。そうしよ、そうしよ」

「それでは──冒険の続きです！」

「おー！」

　戦せん闘とうが一切ない謎なぞ解とき主体のダンジョンというのはおれとロレッタ好みの構こう成せいである。

　もちろん突とつ破ぱする側の心理としてだ。

　作る側に立った場合は違ちがう。おれは魔ま物ものだけ、罠わなだけ、という配置は絶ぜつ対たいにしない。どちらか一方に偏かたよるとおれたちのように「謎解きが得意なタイプ」にも、神しん宮ぐう寺じたちのように「戦闘が得意なタイプ（神宮寺はどっちも得意だが）」にも楽をさせてしまう。両方を同時にぶつけたほうが敵てきに与あたえるプレッシャーはやはり大きいのだ。バリエーションで勝負するのがダンジョン防ぼう衛えいの基き本ほんと言える。

　たった一つ苦手なものがあったために撤てつ退たいせざるを得なくなる……。

　防衛側としてはそういうのが理想だ。

　もちろん強い魔ま物ものを雇やとったり、質しつの高い罠わなを作ること、が前ぜん提ていとしてあるけれど。

「うー、また肩かた車ぐるまです……？」

「……それしかないかな」

　その後は肩車、また肩車、さらに肩車、と協力プレイをこれでもかと押おしつけてきた。

　極めつけが順番通りに踏ふんでいく必要がある床ゆかスイッチ──

　しかも一度踏んだスイッチは踏みっぱなしにしなければならなくて……。

「ひゃんっ!?　サトル先生、そんなところ触さわっちゃダメです!?」

「や、でも……こうしないと届とどかないし……」

　碁ご盤ばんの目状じように並ならぶ床スイッチは全部で八つあり、両手両足を駆く使しして全押しを目指さなければならなかった。押おす順番は作さく為いに満ちていて、お互たがいの身体からだが接せつ触しよくするのは当然として、大事なところに触ふれそうになるシチュエーションがてんこ盛もりだった。

「えー！　次は青いスイッチです!?　む、無理ですよ、届きません！」

「頑がん張ばれ……ロレッタ！　最後の一つだ……！　それを押せば扉とびらが開くはずだから！」

　励はげまましの言葉を送る現在のおれはロレッタの太ふと股ももの間に頭がおさまっている状じよう態たいである。

　早くこの太股から解放されたい……。

　そう願ってやまないわけだが果たして信じてもらえるだろうか？

　それにしても──

　一体どこのどいつだよ、こんなけしからん謎なぞ解ときを用意したヤツは。

　多少の微びエロ展てん開かいなら許きよ容ようできるけど、これは正直あとで気まずくなるパターンですよ？

　こういうのはもっとさりげない塩あん梅ばいでお願いしたい。

　──と思う今日このごろなのだが、果たして信じてもらえるだろうか？







「……はぁ……はぁ……とても疲つかれました……」

「おれもだよ」

　肉体的にも精せい神しん的てきにも疲れ果てた。

　これ以上、まだ何かあるってことになったらロレッタがぶっ倒たおれかねないぞ。

　内心で心配しながら開いた扉とびらを抜ぬける。

　すると──




「おめでとうございます！　お客様で百組目のカップルです！」




　パン！　パン！　とクラッカーを鳴らしながらおれたちを祝しゆく福ふくしたのは黒いスーツを着たオークと思おぼしき緑色の魔物だった。背せ中なかに棍こん棒ぼうのようなものを背負っているが、そこにはツッコまないでおいた。その代わり、

「百組目のカップル？　どういうことだ？」

「あれ？　お客さん、ご存ぞんじなかったんですか？　このモデルダンジョンには戦せん闘とう主しゆ体たいの通つう常じようコースと、恋人と愛を育はぐくむことを目的としたカップルコースの二つがあるんですよ。お二人が通ってきたルートがまさにそのカップルコースでして」

「……カップルコース」

　ああ、納なつ得とく──

　だからああも身体からだを密みつ着ちやくさせる必要に迫せまられたわけだ。

「カ、カップル？　わたしとサトル先生が……カップル……？」

「おやおや。可か愛わいいカノジョさんですね。顔、真っ赤になってますよ？」

「わわわ、わたしごときがサトル先生のカノジョだなんて……！」

　ごときってのは卑ひ下げしすぎだと思うが、ロレッタらしい慌あわてっぷりである。

「いやー、本当に可愛いですねー」と言いながらオークがおれに顔を寄よせ、「（お客さん、もしかしてロリコンっすか？　スク水着せるとかマニアックっすね！　ふひひっ）」

「……こいつ」

　客に向かって言うことかよ。これだから下げ賤せんなオークは（偏へん見けん）。

「にしても……なんでモデルダンジョンにカップルコースなんてあるんだ？」

「それはもちろん一人でも多くのお客様にダンジョンを身近に感じてもらいたいからですよ。お客様はご存じないかと思いますが、このカップルコース、デートスポットとして雑ざつ誌しで取り上げられましてね、日に日にお客様が増ふえているんですよ。また当社ではマイホームならぬマイダンジョンをカップルの方におすすめしておりまして──……」

「……そっすか」

　話が長くなりそうだったのでおれは早々に会話を打ち切った。

「というわけで、これ記念品です。受け取ってください」

「……どうも」

　オークがでかい手で差し出してきた小さな袋ふくろをおれは受け取る。

　百組目のカップルとか言ってたからその記念だろう。

「中には私の顔をかたどったメダルが入っています」

「もうちょっとマシなものにしろよ！」

　思わず放り投げそうになったが寸すんでのところで思い留とどまった。

　ただでもらったものだし、このオークにしても悪気なさそうだからな……。
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　ペンションに戻もどると、ロレッタにメンテナンス会社から連れん絡らくがあり、あと数時間で全ての作業が完かん了りようし、中に入ることができるようになるとのことだった。

　リゾート地ですごす最後の時間に何をするのか──

　みんなで話し合った結果、水着に着き替がえ、湖で泳ぐことになった。

　もう飽あきるくらい泳いではいるのだが、全員で一いつ緒しよに泳いで遊んだことは一度もなかった、ということにロレッタが気づいたのだ。

「せっかくリゾート地に来たんですし、最後くらいみんなで楽しみましょう！」

　そう言ってスクール水着姿すがた（着替えずにそのまま戻ってきたのだ）のロレッタが一足先にペンションの外に飛び出した。

　おれたちも水着に着替えるとすぐにロレッタのあとを追った。

　美少女たちの水着姿を堪たん能のうできるとあっておれのテンションは急きゆう上じよう昇しよう。

　合宿の最後にご褒ほう美びが待っていた！　と意い気き揚よう々ようとペンションを出たのだが……。

「──ん、ロレッタ？　その人は？」

　外に出たところ、ロレッタは湖には行かず、一人の少女と向き合っていた。

　ロレッタと同じく小こ柄がらで──だが温和なロレッタとは違ちがい冷たい目をしている。

　オッドアイというヤツだろうか、左右で目の色が違う。

「ユニスさん、お久ひさしぶりです！　こんなところで会うなんて奇き遇ぐうですね？」

　知り合いなのか、ロレッタが笑顔でその少女に駆かけ寄よる。

　と──

「あれ？　そういえば今は学校の時間では？」

「学校なら辞やめました」

　ユニスと呼よばれた少女が抑よく揚ようのない声で言った。

「へ？　辞めた？　どうして……？」

「あなたに勝つためです」

「勝つ？　わたしに？」

「……そう、私は──」

　ユニスが長い髪かみをかき上げながらロレッタに告げた。

「──私はあなたに代わって魔ま族ぞくを統すべる王になり、そして人間の世界を征せい服ふくする！」

　それはロレッタに対する宣せん戦せん布ふ告こくであった。

　人間に対しても同じ意味合いである。

「ど、どういうこと……です？　ユニスさん？」

　ロレッタの疑ぎ問もんは当然おれたちにも言えることだった。

「……いきなりなんだ？」

「彼女、ロレッタの知り合いみたいだけれど……見た感じ友好的な相手ではなさそうね」

「そうだな」

　神しん宮ぐう寺じの意見におれは頷うなずきを返す。

　見るからに敵てき意い丸出しだもんな。

　ロレッタを見る目も、言葉も、言動の全てがそうであると言える。

　だが──

　このユニスという少女を見るロレッタの目には……。

　戸と惑まどいが浮うかんでいる。

　久ひさしぶりですね、とか言ってたし、もともと仲の悪い相手ではなかったのか？

　会話から察するに同じ学校に通っていたクラスメイトっぽいが……。

「ユニスさん？　一体何があったのですか？」

「…………っ」

「たしかにユニスさんは在ざい学がく中ちゆう、よくわたしに勝負事を持ちかけてきていましたけど、わたしに代わって魔ま族ぞくの王になるとか、人間の世界を征せい服ふくする、というのは……本気なのですか？」

「……えっ……と……それは……」

　ユニスが懐ふところから手帳のようなものを取り出した。

　パラパラとページをめくっている。

　そして、

「……私はあなたに……勝つためならなんでもします」

　とまるで予あらかじめ用意しておいた台本を読むように手帳をチラ見しながらの発言。

　なんだかたどたどしいな……。実は口くち下手べたなのか？

「ロレッタ。私はあなたに代わって魔族の王になり、そして人間の世界を征服します！」

　それさっき言ったから。

「そのために学校を辞やめたというのですか……？」

「……あ、いや、辞めたわけではなく……休学しただけと言うか……」

　また手帳をチラ見するユニス。どうやらただセリフを口にするだけなら大だい丈じよう夫ぶっぽいけど、質しつ問もんされると途と端たんに対たい応おうが鈍にぶくなるようだ。アドリブが利きかないんだな。

「……学校を辞めたのは……いや、休学したのは……あなたに勝つためで、それで……」

　さっきからループしてないか？

　なんだか頼たよりない子だな──




「ユニス！　あんた、口下手なんだから無理しないの！」




　そのときペンションの裏うら手てから別の少女が飛び出してきた。

　内向的なユニスとは異ことなり、こちらはいかにも活発そうな女の子だった。

　服ふく装そうは薄うす手でのカラフルなパーカーにショートパンツの組み合わせ。

　栗色のポニーテールが背せ中なかで揺ゆれている。

「あんたがロレッタね？」

　その活発そうな少女がロレッタに向かって睨にらみを利きかせた。

「え……えっと？」

「ユニスの家か系けいはね、大昔に魔ま王おう一族に大おお恥はじをかかされたことがあるの。ユニスの一族はそのことをずっと根に持っていて、いつか魔王一族に取って代わるために、何世代にもわたって『魔界ナンバー２』の座ざに甘あまんじ、陰かげでコソコソ財を積み上げてきたのよ！　そして、今……この瞬しゆん間かんからナンバー１になるための反はん撃げきが始まる……これはそのための宣せん戦せん布ふ告こくよ！」

「え？　え？　え？」

「私はユニスの相あい棒ぼう──いえ、友達！　私は必ずユニスをナンバー１にしてみせる！　そのためならなんだってやってやるんだから！　覚えておきなさい！」

　一方的にまくし立てるパーカー少女──

　その顔を見た瞬しゆん間かん、おれの頭の中で軽い混こん乱らんが起きた。

　と同時に……。




「……な、なんでお前が……ここにいるんだよ!?」




　見覚えのありすぎる少女を目の前にし、おれはそう叫さけばずにはいられなかった。

「へ？　サトル先生のお知り合いなのですか？」

「ちょっと待って……。ここでキミの知り合いに会うということは……」

　勘かんのいい神しん宮ぐう寺じは突とつ然ぜん現あらわれたパーカー少女の正体にいち早く気づいたようだった。

　このユニスという女の子に夢ゆめ召しよう喚かんされた地球人ではないか、と言いたのだろう。

　その予想は合っている。

　だけど──

　おれとこいつの関係性まではわかるまい。

「あまり紹しよう介かいしたくないんだが──」

　とはいえ言わなきゃ始まらない。

　仕方ないな……。

「こいつは──成なる宮みや雫しずく。苗みよう字じでわかるだろ？　おれの妹だよ」
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　　　　　ＣＡＳＥ４　真・ラストダンジョン！







　十日ぶりに戻もどってきた地ち下か迷めい宮きゆう──

　だがゆっくりする暇ひまもなく、おれたちは緊きん急きゆう会かい議ぎに臨のぞんだ。議題はもちろんロレッタの元クラスメイトであるユニスと、彼女が夢召喚したに違ちがいないおれの妹のことである。

　あのあと──

　ユニスと雫はおれたちに宣せん戦せん布ふ告こくすると、その後は一切の話を受けつけず、長ちよう距きよ離り移い動どう魔ま法ほうの『プーラ』でさっさと帰ってしまった。ちょうど同じころ、メンテナンスが終わったとの報ほう告こくを受け、おれたちは釈しやく然ぜんとしない気持ちのままリゾート地をあとにすることになった。

「──……と、わたしとユニスさんの関係はそのような感じです」

「うーん。根深いものがありそうだなぁ」

　おれの推すい測そく通どおり、二人は同じ学校のクラスメイトで、ロレッタは魔ま界かいのトップに君くん臨りんする魔王の娘として、ユニスは魔界でも有数のエリート悪魔貴き族ぞくとして有名だったらしい。

　現げん在ざいの魔界は二人のような人型の知ち的てき階かい層そうが支し配はいしており、ロレッタが通っていた学校はそういう育ちのいい魔ま族ぞくが通う学校だそうだ。そして──ユニスは魔界のトップに君くん臨りんするロレッタ一族のことを快こころよく思っていなかった……というのは先ほど雫しずくが、

「ユニスの家か系けいはね、大昔に魔王一族に大おお恥はじをかかされたことがあるの。ユニスの一族はそのことをずっと根に持っていて、いつか魔王一族に取って代わるために、何世代にもわたって『魔界ナンバー２』の座ざに甘あまんじ、陰かげでコソコソ財ざいを積み上げてきたのよ！」

　と言っていたからまず間ま違ちがいないだろう。

　当のロレッタはそういった事情を知らなかったようだが、聞けば在ざい学がく中ちゆう、ユニスにことある度たびに勝負を吹ふっかけられていたらしい。

　が──

　どうもロレッタは「受けて立ちます！」と正々堂々とした勝負を好むことから、ユニスの敵てき意いに気づいていなかったようなのだ……。

　ロレッタらしいエピソードである。

「それにしてもサクラさんの次はサトル先生の妹さん……ビックリです」

「や、そう驚おどろくことでもないぞ、ロレッタ」とおれはロレッタが淹いれてくれたハーブティーを飲みつつ自分の見けん解かいを述のべる。「神しん宮ぐう寺じ、おれ、咲さく良らさん、でもってうちの妹の雫。これまでまったくの他人が夢ゆめ召しよう喚かんされたことはない」

「夢召喚は召喚者の願望を叶かなえる効こう果かがあって、私の苦手な相手としてキミや咲良さんが、そしてキミに対して妹さんが召喚された……ということよね？」

　向かいのソファーに座すわる神宮寺が優ゆう等とう生せいらしくおれの考えを読んだ。

　……そう。

　だから雫が夢召喚されたのは偶ぐう然ぜんではなく必然なのだ。

　というか、もっと早く気づくべきだった。夢召喚の性質からいって自分と親しい人間、顔見知りが敵てきになる可か能のう性せいは十分にあったわけで。しかも最近、雫はおれより就しゆう寝しん時じ間かんがずっと早かった。こういうことが起こるかもしれない──という想定くらいはしておくべきだった。

「んー？　ってことは、サトルっち、妹に弱いってことっすかー？」とスライムさん。

「………………あー……」

　おれは反はん論ろんできず固まってしまった。図星だったのだ。

「キミの妹さんの噂うわさは聞き及およんでいるわ。中等部の有名人だから」

「有名かぁ？」

　雫は鹿か子し前まえ学がく園えんの中等部に通っている。

　おれも神宮寺も高校からの編へん入にゆう組ぐみなので一つ年下の雫と同じ校こう舎しやですごしたことはない。

　だが神宮寺は雫の存在を知っていたらしい。面めん識しきはなさそうだが。

「成せい績せきに偏かたよりはあるものの、理数系の科目は断だんトツ。プログラミングの全国大会で内ない閣かく総そう理り大だい臣じん賞しようを受賞したと聞いているわ」

「まあ成なる宮みや家の名に恥はじない程てい度どの才さい能のうは有しているな」

「……どの口が言うわけ？」

　神しん宮ぐう寺じが呆あきれたような目でおれを見る。直後、「サトル先生だって素す晴ばらしい才能をお持ちですよ！」とロレッタがフォローしてくれた。ロレッタ、マジ天使。

「でも、私の想そう像ぞうとはだいぶ違ちがっていたわ。理数系けいに強いと聞いていたからてっきり口数の多い成宮君とは違って、内向的な性せい格かくかと思っていたから」

「あいつは無む駄だにアクティブだよ」

　雫しずくはぶっきら棒ぼうだが、面めん倒どう見みがいいので友達に頼たよりにされている……らしい。というのは知り合い伝いに聞いた話で、本人から知り得た情報ではない。

　明るく快かい活かつで、クラスの中心人物である一方、オタク気き質しつなところがあり──そういう意味では神宮寺にタイプが似にているかもしれない。

「そして、キミの苦手な相手、と」

「そうなのですか？」

「……まあ」とおれは表情を歪ゆがめ、「苦手っつーか……ここ最近、まともに口利きいてない」

「あまり仲よしではないということです……？」

「だね……」

　雫は反はん抗こう期き真まっ只ただ中なか。友達は多く、外そと面づらもいいが、身内に対してはメッチャ冷たい。とりわけおれに対しては汚お物ぶつを見るような目で「……キモい」とか言う。しかも、こっちが話しかけても無む視しする癖くせに、自分の要求だけは一方的に突つきつけてくる。

「……とにかく、あっちが何を企たくらんでるのかわからない以上、ラスダンの防ぼう衛えい網もうを強化しておくのが何よりも先決だと思う。備そなえあれば憂うれいなしって言うしな」

「成宮君、なんとか妹さんを説得できないかしら？　バカなことはやめなさい、って」

「……言われなくてもそうするつもりだ」

　だが上手うまくいく保ほ証しようはどこにもない。つか、無理っぽい気がしている……。

　………………はぁ。気が重い。

　敵てき対たいするなら神宮寺のほうがよほどマシ──

　そう思えるほど、おれは近ごろの雫が苦手なのだった。
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「おい、雫。待てよ」

　おれは朝の通学路をセーラー服姿すがたで歩く妹の背せ中なかに呼よびかける。

「…………」

　だが無視である。最近は家でもこの調子。

「……お、おーい、雫しずくさーん？」

　おれは歩調を上げ、振ふり返りもしない雫の前に回り込こむ。

　すると──

「……もう……なーにぃ？」

　面めん倒どうくさそうに足を止め、頭を搔かきながらおれを見み据すえた。

「冷静に話し合おう」

「はぁ？　話し合うことなんてなんもないしー」

「あるだろうが！　超ちよう大事な話が！」

　本当は朝食のときに話を聞くつもりだったんだが……。

　朝起きたら飯も食わずに出ていこうとしてたからな、こいつ。

　おれの追つい及きゆうを振り切るつもりだったのは明白だ。

　……くそ、腹はら減へった。

「……もぐもぐ」

「なっ、ホットサンドだと？　どこに隠かくし持ってやがった？」

「……もぐもぐ」

「なんて行ぎよう儀ぎの悪いヤツだ。おれにもよこせ！」

「やだよー」

　雫は器用におれの猛もう攻こうをかわしつつ、ホットサンドを口に運ぶ。

「……もうホットサンドはいい。それより宣せん戦せん布ふ告こくの件けんだ。詳しよう細さいプリーズ」

「………………もぐもぐ……もごっ」

　雫はホットサンドを食べ終えると今度はトートバッグの中からペットボトルを取り出した。

　しかもおれが冷れい蔵ぞう庫この奥おくに隠しておいたミルクティーを。

「お前、ふざけんなよ」

「………………ごくごく……」

　ミルクティーを飲みながら雫が冷笑を浮うかべる。

　こいつ性格悪すぎ！　一体、誰だれに似にたんだ？　おれか？　……ああ、おれだな。

「お前、あのユニスって子を手伝ってるんだよな？」

「………………」

「おれたちのことはどこまで知ってる？」

「………………」

「ユニスって子、魔ま界かいでは知らない者がいないくらい有名な貴き族ぞくなんだってな」

「………………」

　ダメだ。応おう答とうがない。完全におれの声をシャットアウトしてやがる。

　こんなんどうやって説得すりゃいいんだよ？

　昔は──小学生のころは可か愛わいい妹だったんだけどな。いつもおれの後ろに引っついてきて、「お兄ちゃんがやるならあたしも！」が口くち癖ぐせだった。真似まねっ子だったよなぁ。

「雫しずく、会話しようぜ。会話のキャッチボール……」

「…………」

「あ、ほら、お前の好きなＢＬ同どう人じん誌し買ってやるから」

「…………え」

　ＢＬ同人誌という言葉に一いつ瞬しゆん、反はん応のうした雫だったが、

「って、なんで私の趣しゆ味み知ってんのよ!?」

　とものすごい勢いきおいでおれのほうを振ふり返った。

「だいぶ前のことだが、リビングのテーブルの上に置きっぱなしになってたことがあってな。親父に見つかるとまずいと思って、お前の部屋に移い動どうしといたが。感謝しろよ？」

「……だ、誰だれが感かん謝しやなんて！」

　雫はおれを非ひ難なんするような目で睨にらみつけると、そっぽを向いてしまった。

　うーん。咲さく良らさんの弟のたけしみたいにもので釣つれるかと思ったんだが。

　雫には通用しないみたいだ。

　つか、趣味を暴ばく露ろされて怒いかりが先に立ったっぽいな。ま、当然か……。

　その後の雫は頑かたくなだった。何を言っても聞く耳持たず──

　こうして時間だけがすぎていき、そうこうしているうちに学校が見えてきた。

「なあ、雫──」

「……兄あに貴き」

　校門の前まで来てようやく雫が口を開いた。

　こちらを振ふり返り、真しん剣けんな眼まな差ざしで告げる。

「私、兄貴には……ぜっっっったい負けないからっ。身内だからとか家族だからとか、そんなの関係ない。私は兄貴に勝つ。そして、必ずユニスをナンバー１にしてみせる。だから兄貴もそのつもりで」

「お前、本気で言ってんのか？」

「当たり前じゃん」

　雫は潑はつ剌らつとした声で答えると、高等部の校門を通りすぎ、なだらかな坂を登り始めた。

　中等部と高等部は隣となり合っているが校門の場所は異ことなるのだ。

「あっちは戦う気満々か。こりゃ一ひと筋すじ縄なわじゃいかねぇな……」

　にしても──

　ユニスをナンバー１にするって具体的にどうするつもりなんだろうか？
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　その日の夜──

「つーわけで、説得は失敗。愚ぐ妹まいが迷めい惑わくをかけて申し訳わけない」

　おれはみんなに頭を下げた。

　今後のことを思うと、今から謝あやまっておいたほうがいい、という判はん断だんである。

「サトルっち、監かん禁きんっす、監禁！　実の妹だろうとなんだろうと容よう赦しやしちゃダメっす！」

「あっちで監禁したって寝ねたらこっち来るじゃん。つか、そんなことしたらおれ捕つかまる。日本はこっちと違ちがって法ほう律りつが厳きびしいんだから」

「成なる宮みや君ならやりかねないけれど……」

「やらねーよ！」

　ったくおれをなんだと思ってるんだ、こいつは。

「まあ説得は続けるよ。あと説得以外に何かいい手がないか併あわせて考えてみるつもりだ」

「わたしもメールを送ってユニスさんを説得してみるつもりです」

　温和なロレッタらしい対応である。まあ相手はクラスメイトだもんな。

　おれと雫しずくの関係とある意味では同じだ。見知った相手と敵てき対たいするのは気分的によくないし。

「ロレッタはあの子と争う気はないのね？」

「んー……正々堂々とした勝負なら受けて立ってもいいのですが、ユニスさんは人間の世界を征せい服ふくすると言っていました」

「ああ。ロレッタは世界征服なんて望んでいないものな」

「はいです」とロレッタが小さく頷うなずき、「ユニスさんが人間のみなさんを巻まき込こんででも、わたしに勝とうと思っているのなら、その考えを改めてもらいたいのです」

「よく言った。おれはロレッタを支し持じするぞ」

「偉えらいわ、ロレッタ」

　なでなで──

　おれと神しん宮ぐう寺じは二人してロレッタの頭をなでた。

「覇は王おうっちとサトルっち、愛まな娘むすめを慈いつくしむ夫婦みたいっすねー」

「誰だれと誰が夫婦だって？」「気色の悪いこと言わないでくれる？」

「ほら。息だってピッタリっす」

「あのな……」

　おれと神宮寺の息が合うのは中心にロレッタがいるときだけだからな？

　つまりこいつとかろうじて仲よくできているのは全てロレッタのおかげなのだ。

「そういや、あれ？　もしかして今日は訪ほう問もん者しやなし？」

　おれは地ち下か迷めい宮きゆうの見取り図が表ひよう示じされている魔ま法ほうの鏡かがみを見ながら言った。冒ぼう険けん者しやが内部にいるのなら赤い点で示しめされるはずなのだが、画面には味方の魔物と罠わなの表示しか見当たらない。

「そのようです」

「昨日までずっとメンテやってたもんな」

「一いち応おう、ブログに『地下迷宮復ふつ活かつ！』の記事をアップしたのですが、昨日の今日ですからまだ十分に周知できていないようですね」

「ブログなんてやってたんだ」

「あ、はい。『本日の地下迷宮』というブログ名で。内部情報をリークするわけにはいきませんのでウルフさんたちの顔芸やゴーレムさんの描かいた絵をアップロードしたり、基き本ほん的てきに当たり障さわりのない情報を小出しにしているだけの地味なブログですけれど」

「……うーん。もはやなんのブログだかわかんねぇな」

　つーか、ここの常じよう連れんたちはチェックしてないんじゃないのか？

「それじゃー、自分が街に出向いてそれとなく情報を流してくるっすよー」

「んまあ、のんびりすごせるのならそれはそれでいい気がするが」

「ですが締しまりのない生活を送っていると、いざというときに防ぼう衛えいに失敗してしまうかもです」

「たしかに」と神しん宮ぐう寺じが頷うなずく。

「この先、どんどんダンジョンを増ふやしていくつもりですし、それを思うと、やはり最さい低てい限げんのアピールは必要だと思うのです。たとえば砂さ漠ばくのど真ん中とか、海底とか、普ふ通つうダンジョンは人ひと気けのない場所に作るものですから、なんの宣せん伝でんもなしだと、下手へたをすれば何百年も人間のみなさんに気づいてもらえない可か能のう性せいがあります」

「でも、あからさまな宣伝はどうかと思うなぁ。もしやるなら海底のダンジョンに『伝説の武ぶ器き』が眠ねむっている、っていう情報をそれとなく流すとか、そういう感じにしないと」

「ですね！　それはその通りだと思います！」

「ま、なんにしろ今日は防衛に励はげまなくてもいいみたいね」

「ちょっと早いですがお茶の時間にしましょうか」

　本日の来らい訪ほう者しやはゼロ──

　その理由は昨日までメンテナンスを行っていたから。

　このときは誰もがそう思っていた……。

　しかし──







　二日、三日と時間がすぎても一向に冒険者たちは姿すがたを見せなかった。

「どういうことでしょう……？」

「うーん」

　さっぱりわからん。どうなってんだ？

　せっかく昨日で中間テストも終わって、これで現げん実じつでも新しい罠わなのアイデアを練ねる時間が確かく保ほできる、と喜んでたのに。閑かん古こ鳥どりが鳴いてんじゃ腕うでの振ふるいようがないぞ。

「長いこと地ち下か迷めい宮きゆうを閉しめていたから人間のみなさんに忘わすれられてしまったです……？」

「でもスライムさんがそれとなく情報を流してくれてるんだろ？　酒場とかで」

「はい。三日前からそうしてもらっています」

「それで……一人も来ないというのはやっぱり変よね」

　向かいのソファーにロレッタと並ならんで腰こしかけている神しん宮ぐう寺じが左右の足を組み直す。

　熟じゆつ考こうしているようだが頭ず脳のう明めい晰せきな神宮寺にも答えは見み出いだせないようだ。




「大変っす！　大変っすよ──っ！」




　スライムさんが玉ぎよく座ざの間に飛び込こんできたのはそんなときだった。

「どうしました、スライムさん？　そんなに慌あわてて？」

「城しろっす！　地下迷宮の近所にでっかい城が建ってるっす！」

「なんだって？」

「えーと、地下迷宮の入り口の監かん視しカメラは──」

　スライムさんがコンソールを操そう作さし、魔ま法ほうの鏡かがみに地上の様子を映うつし出す。

「角度が悪いっす……もっと南側に向けて……この角度っす！」

「わっ！」「おお？」「これは……」

　画面に映し出された『巨大な城』としか形けい容ようしようがない建けん造ぞう物ぶつを見たおれたちは三者三様のリアクションを示しめした。驚おどろいたという意味ではみんな一いつ緒しよである。

「近所にこんなお城ができていたなんてまったく気づきませんでした……」

「おれら基き本ほん、外に出ないからな。つか、おれ地上が……地下迷宮の周辺の地形がどうなっているのかすら知らなかったぞ。街に行くときは魔法で飛んでいくし」

「スライムさんはどうやってこの城のことを知ったの？」

　神宮寺が訊きく。もっともな質しつ問もんだ。スライムさんにしたって街に偵てい察さつに行くときは使い捨すての魔法の書を使っているから地上の様子は把は握あくしていないはずだ。

「街でこんなビラが配られていたっす！」

　そう言ってスライムさんが差し出したビラにはこんなことが書かれていた。




『地下迷宮なんて時代遅おくれ！　真のラストダンジョンはこちら！　総そう工こう費ひ一千億デモンを費ついやした地上五十階建ての豪ごう華か仕し様よう！　その名も「ユニス城」！　今、五階のボスを倒たおすと伝説の武ぶ器きが手に入るキャンペーンを実じつ施し中ちゆう！　※止とどめを刺さした冒ぼう険けん者しやの方のみが入手できます。ボスは一日五体のみとさせていただきます。ご了りよう承しようください』




　ユニス城じよう──

　あからさますぎて推すい測そくするまでもなかった。

「あいつらの仕し業わざか！」

「地上五十階建て……。高こう層そうビル並なみの高さね」

「はえー。一千億デモンもするお城しろ、すごいです」

　ロレッタが口をポカーンと開けて魔ま法ほうの鏡かがみに映うつし出されたユニス城を眺ながめる。

「感心してる場合じゃないっす！　あっちは金にものを言わせてキャンペーンを打ちまくって地ち下か迷めい宮きゆうから冒ぼう険けん者しやを根こそぎ奪うばうつもりっす！　自分らも対たい抗こう策さくを練ねるっすよ！」

「いやー、しばらくこのままでいいんじゃね？　おれら貧びん乏ぼうだし。冒険者が来るとそれだけでお金が減へるだろ？　防ぼう衛えい費ひとかで。セシリアのおかげで収しゆう支しは大おお幅はばにプラスになったけど、資し金きん難なんが解かい消しようされたわけじゃない」

「つまり今は貯ちよ蓄ちくに専せん念ねんしようってこと？」と神しん宮ぐう寺じ。

「そういうこと」

「サトル先生、ダメですよ！　一いつ刻こくも早く手を打たなければ！」

「……お？」

　どうしたんだろう？　温おん厚こうなロレッタがこんなに憤ふん慨がいするなんて。

　たしかに雫しずくたちのやり方は褒ほめられたものではないけれど──

「ロレッタ、手を打つって具体的にどうすんの？」

「えっと……えっと、お客を奪うばい返します！」

　奪い返すって──

　わざわざ冒険者を地下迷宮に招まねき入れる必要はないと思うんだがなぁ。

「ちょっと補ほ足そくするっす！」とここで魔ま法ほう端たん末まつで情報を集めていたスライムさんが、「あっちはかなりえげつないキャンペーンを打ってるみたいっす！　このビラには書いてないっすけど、人間を堕だ落らくに誘いざなうキャンペーンが目め白じろ押おしっす！　宝たから箱ばこの中身がとにかく豪ごう華かなんすよ！　五階のボスを倒たおすと伝説の武ぶ器きが手に入るっていうキャンペーンだって、ボスと言いつつ、身動き一つしない銅どう像ぞうを破は壊かいするだけの簡かん単たんなお仕事っす！　なんの苦く労ろうもせずに利り益えきが得られる仕組みになってるっすよ、あのユニス城じようは！」

「……バラマキってヤツか。そりゃ冒険者が殺さつ到とうするわけだ」

「でもそんなお城なら遅おそかれ早かれ誰だれかが攻こう略りやくしてしまうんじゃない？」

　神宮寺の鋭するどい意見──

　だがスライムさんによると、ユニス城はある階かい層そうから攻略が難むずかしくなるらしい。

　まだ詳くわしい情報は仕入れていないとのことだが……。

「とにかくあちらは冒ぼう険けん者しやに甘あまい汁しるを吸すわせているのね。主に低てい階かい層そうで」

「でもって上の階層は防ぼう衛えいが厚あついと」

「たぶんほとんどの冒険者は低階層だけで満足してるっす。上に行くのは一部のベテランや正せい義ぎ感かんの強い冒険者だけっすよ」

「ふ、不健全です。とっても不健全です……！」

　自分の理り念ねんと相あい反はんするユニス城じようの運うん営えい方ほう針しんにロレッタが唇くちびるをとがらせる。

「にしても……いつの間にあんな巨きよ大だいな城しろを？」

「工事に着手したのは地ち下か迷めい宮きゆうがメンテナンスに入った直後っす！　建けん設せつ業ぎよう者しやから聞いた話っすから、これは間ま違ちがいないっす！」

「たった十日であのお城を建てたのですか!?」

　ロレッタの驚おどろきはおれたちの驚きでもあった。

　噓うそだろ……。そんな短期間で建てられるものなのかよ。地上五十階建てだろ？

「ユニス一族は金持ちっす！　きっとそうとうな人員を費ついやしたに違いないっす！」

「だろうな」

　でも、十日はいくらなんでも早すぎないか？

　地球と同じ感覚で語るべきことではないのかもしれないけどさ……。

「み、みなさん、こうしてはいられません！　至し急きゆう、作戦会議を開きましょう！　お題は『ユニス城からお客を奪うばい返すためにはどうしたらいいか？』です！」

「や、だから冒険者はお客じゃないから」

　んー、ロレッタはどうしてもユニス城から冒険者を奪い返したいみたいだな。

　不健全だからってのは……まあわかるけど、ただ今のところこちらに不ふ利り益えきは生じていないわけで。つか、雫しずくたちは何がしたいんだ？　大金叩はたいて城建てて、冒険者を誘い込んで甘い汁を吸わせて……。人間たちを堕だ落らくさせるのが目的なのか？

「サトル先生！　作戦会議を！」

「ん、ああ。まあロレッタがそこまで言うなら、ちょっと対たい抗こう策さくを考えてみようか」

　個こ人じん的てきにはもう少し様子見したいところだけど──

　うちの愚ぐ妹まいが異い世せ界かいの人々に迷めい惑わくをかけているのは事実だからな。

　現実での説得と並へい行こうして、こちらでもぼちぼち仕し掛かけていくとしよう。

「わたしたちにお金はありません……。ですが！　ダンジョン運うん営えいならこちらのほうが先せん輩ぱいです！　何かいい手があるはずですよ！」

「だな。ノウハウはあるもんな」

　こういうときは慌あわてず騒さわがず過か去この事例を参考に。

　ふむ。過去の事例と言ったら……。

「……そうか」

　雫しずくのこの金にものを言わせた冒ぼう険けん者しやの囲い込こみは、以前、教会が駆かけ出しの冒険者向けに販はん売ばいした『スターターパック』や、神しん宮ぐう寺じを悪者に仕立てあげて冒険者を先せん導どうした一連の強引な手法に通ずるものがある。

　となれば──

　あの件けんから学んだことを活いかすことができれば今回もあるいは……。
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　翌よく日じつの日曜日──

「…………ダメだ」

　おれは自室で頭を抱かかえていた。

　ユニス城じように対たい抗こうする手しゆ段だんは過か去この事例から学べるはず。

　そう思ったのだが、昨日の会議中は建けん設せつ的てきな意見が何一つとして出てこなかった。

　そして今も……。

「そうだよ。今回は教会のときと違ちがって、攻せめ込まれているわけじゃないんだ……」

　セシリアと対立したときは、あちらの仕し掛かけに対して地ち下か迷めい宮きゆうで何かが起きる、というシンプルな構こう図ずだったから、こちらも罠わなを張はったり、神宮寺を出動させたり、と教会側の打つ手に即そく座ざに対たい応おうすることができ、またあちらの作戦に影えい響きようを与あたえることができた。

　しかし──

　今回の騒さわぎは地下迷宮ではなくユニス城で起きているのだ。

　つまりおれたちは蚊帳かやの外。

　舞ぶ台たいの上ではなく、観客席に座すわっているのだ。

　だから──

「冒険者を振ふり向かせるためには……」

　あちらと同じ手を使うしかない。積極的に宣せん伝でんを打ち、冒険者が喜ぶようなお得なキャンペーンを行い、冒険者をラスダンに呼よび込むしか──

「いや、それはダメだ……」

　ロレッタが望んでいるのは魔ま族ぞくと人間の健全な対立関係。

　ダンジョン運うん営えいは商売ではないのだ。

　教会や雫たちの考えはロレッタの理想と真っ向から対立するもの。

　ミイラ取りがミイラになってはいけない。

　でも……どうするよ？

　──ガチャ。

「ん、雫か？」

　隣となりの部屋の扉とびらが開く音がした。

　おれは寝ね転ころがっていたベッドから勢いきおいをつけて起き上がる。

　まったく妙みような話だ。異い世せ界かいで敵てき対たいしている相手と、こうして同じ家で暮くらしているなんて。

　だからってスライムさんが言ってたみたいに雫しずくを拉ら致ち監かん禁きんするわけにはいかねーけど。

　さすがのおれも犯はん罪ざいに手を染そめるつもりはない。

　でも──

　上手うまくやれば手の内くらい探さぐれるかもしれない。

　それにちょうど雫に訊きいてみたいことがあったし……。

「んじゃ、ちょっくら偵てい察さつにいってみますかねぇ」







「雫」

　おれは台所で牛乳パックをラッパ飲みしている雫に声をかけた。

　が、案の定、無む視しである。

　早くも挫くじけそう……。いや、頑がん張ばれおれ。これもロレッタのためなんだから。

「お前、金にものを言わせてやりたい放題やってるみたいだな」

「…………ふぅ」

　雫は空になった牛乳パックをゴミ箱に放った。

「正直お手上げだ。今のところこちらに対たい抗こう策さくはない。はっきり言って無策だ。……ただ、一つ疑ぎ問もんがあるんだが──お前、なんのためにこんなことやってんだ？」

「…………んー？」

　ようやく雫がおれの呼よびかけに応おうじた。

「お前、ユニスを一番にしたいんだろ。あんな城しろ作ってなんの意味がある？　冒ぼう険けん者しやがたくさん集まるダンジョンを作ったから魔ま界かいナンバー１だとでもいいたいのか？」

「兄あに貴き、何言ってんの？」

「いや、至し極ごくまっとうな質しつ問もんだと思うんだが……」

　どうも話が嚙かみ合っていないな。

「あのさ、そもそも魔界って世せ襲しゆう制せいだろ？　たとえ客観的に見て一番になれたとしても、ロレッタが魔界を背負しよって立つ人物だってことは揺ゆるがないんじゃねーの？」

「…………ぷ」

　あ、鼻で笑われた。おれなんか変なこと言った？

「なんだよ、その訳わけ知しり顔」

「……兄貴ってホント無知だね。少しは勉強したら？」

　雫は、無知は罪つみだとでも言いたげな顔でおれをあざ笑った。

　寝ねている間にバリカンで髪かみの毛全部刈かってやろうか──と思う程てい度どには憎にくたらしかったが、怒いかりをぶつけるよりも先に確かく認にんするべきことがあった。

「雫しずく。お前、何か知ってるのか？」

「…………別にぃ」

　と言いながらおれに背せを向ける雫。

「ちょ、ちょっと待てよ！」

　おれは咄とつ嗟さに雫の背中に手を伸のばしていた。

「……きゃっ!?」

「んあ？」

　おれとしてはパーカーのフードをつかんだつもりだったのだが──

「変なところ引っ張ぱるな！　変へん態たい！」

「ごがっ!?」

　……どうやらブラの紐ひもまで一いつ緒しよに引っ張っていたらしい。

　容よう赦しやなくぶん殴なぐられた。

「バカ兄あに貴き……。あとで覚えておきなよ……」

　はああああー。思春期の妹ってホント面めん倒どうくせぇ。

　まあ思春期じゃなくてもブラの紐はあかんかったな……。

　結局、「少しは勉強したら？」という雫の言葉の真意を知ることはできず──

　解かい答とうを得るためには夜を待つ必要があった。
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　待ちに待った夜──

　おれは全員がそろうのを待ってからロレッタに昼間のことを伝えた。

　なぜ雫はおれの話を聞いて鼻で笑ったのだろうか、と。

　すると、

「じ、実を言いますと魔界のトップは世せ襲しゆう制せいではありません……」

「──え？　そうなの？」

「誰だれも魔ま王おうになりたがらないからいつの間にかわたしの家か系けいが魔王の称しよう号ごうを継けい承しようするのが通例になってしまっただけなのですよ。もう何百年もそうなので……」

「自分、知らなかったっす！」

「ウホッ？」「「「「「ウガァー？」」」」」

　どうやら魔界の住人たちさえ知らないレアな情報だったようだ。

「具体的にはどういう手順を踏ふむの？」

　神しん宮ぐう寺じの質しつ問もん。魔ま王おうになるためにはどうしたらいいのかってことだろう。

「えっとですね、魔界の最高議会である魔議会で承しよう認にんされる必要があるのですが、誰だれでも立りつ候こう補ほできるわけではありません。条じよう件けんとして『人間界に拠きよ点てんを設もうけること』、『その拠点が人間にとって脅きよう威いであること』の二つが挙あげられます」

「なるほど。だからあんな城しろを建てたのね」

「だと思います」

　……ってことは、ロレッタが焦あせったように「お客を奪うばい返しましょう！」って言ってたのも同じ理由からか。あちらが魔王になるための手順を踏ふんでいるのに気づいて……。

「あれ？　その二つの条件を満たせば、ってことは、ロレッタは以前から魔王になる資し格かくを有していたってことだよな？　どうして今まで魔議会の承認を得ようとしなかったんだ？」

　忘わすれがちだが現げん在ざいのロレッタの肩かた書がきは魔王ではなく悪魔神官見習いである。

　他の称しよう号ごうがどうやって得られるものなのかはわからないが、少なくとも魔王の称号は先ほどの二つの条件を満たし、魔議会に認みとめられれば獲かく得とくできるものらしい。

「だって、わたし、まだまだ未み熟じゆくですし……それに父もご先せん祖ぞ様たちも、魔王の称号を得るのはダンジョン運うん営えいを三年以上経けい験けんしてから、と決めていたようですから」

「三年以上ってのがリアルだな。でもわからないでもない」

「もっと勉強して、一人で防ぼう衛えいできるようになったら、と個こ人じん的てきには考えています」

「でもロレッター。あっちは近々、魔議会の承認を受けるつもりなんじゃないっすかー？」

「……うーん、その可か能のう性せいはたしかに……」

「ん、ちょい待ち」とおれは会話に割わり込こみ、「ロレッタとユニスが魔議会とやらに同時に魔王になるための申しん請せい手続きを行ったらどうなるんだ？　選せん挙きよとかになるの？」

「そうですね。といっても国民投票みたいに大げさなものではなく、魔議会の議員さんたちによる投票のみですが」

「……面めん倒どうなことにならなければいいのだけれど」

　神宮寺が憂ゆう鬱うつそうな顔で嘆たん息そくする。

　こらこら、ロレッタの前でため息なんてつくな。

「成なる宮みや君、妹さんの説得は進んでいる？」

「正直言って厳きびしい」

「でしょうね」とまたもため息をつく神宮寺。「ロレッタのほうは？」

「えっと、わたしも穏おん便びんに解かい決けつできないものか、と思って何度かユニスさんにメールを送ったのですが、『実力行使』とか『先手必勝』とか『温おん故こ知ち新しん』といった四よん文も字じ熟じゆく語ごが返ってくるだけで、取り合ってくれないのですよ……」

「前の二つはわからないでもないけど、温故知新って何が言いたいんだ」

　日本の四文字熟語が浸しん透とうしているのも謎なぞだが。

「ともかく、これ以上、後ご手てに回るわけにはいかない。ユニスが魔ま議ぎ会かいの承しよう認にんを──となったらロレッタも名乗りを上げなきゃだし、今から対たい策さくを練ねっておかないと」

「選せん挙きよ対策ということになるわね」と神しん宮ぐう寺じ。

「つっても、選挙なんて経けい験けんないからなぁ」

　──ピロピロリーン。

「あ……噂うわさをすればユニスさんからメールが……っ」

「もしかしてまた四よん文も字じ熟じゆく語ごでも返ってきた？」

「いえ…………これは──っ」

　ロレッタが魔ま法ほう端たん末まつを覗のぞいた瞬しゆん間かん──

　──ピピピピピピピッ！

　メールの着信音とは別の耳みみ障ざわりな音があたりに響ひびいた。

　最初はロレッタの魔法端末から流れる音だと思ったのだが。

「ん、なんだこの音。一向に止まる気配が……」

「サトル先生？　どうかされましたか？」

「や、なんかピピピって音が……って、みんな聴きこえてない？」

　──ピピピピピピピッ！

　耳元で響くけたたましい音。

　どう考えても目覚ましの類たぐいである。

「……これ、もしかして……現実の音が……流れ込こんで──……ッ」

　意い識しきが遠のいたかと思いきや──







　その直後、現実で覚かく醒せいを果たした。

「……うるせえええええ！」

　おれは布ふ団とんを足で蹴けり上げ、飛び起きた。

　さらに電気の紐ひもを引っ張ぱって部屋に明かりを点つける。

　──ピピピピピピピッ！

「くそ、どこだ？　どこからだ？」

　鳴っているのは枕まくら元もとの目覚ましではない。

　仕し掛かけた覚えのない目覚ましが鳴っているのだ。

　…………間ま違ちがいなく雫しずくの仕し業わざ。

　しかも──

　この目覚まし攻こう撃げきは以前おれもやったことがある。

　咲さく良らさんを会かい談だんの場から離り脱だつさせるため、弟のたけしに目覚ましの設せつ置ちを頼たのんだアレだ。

　──ピピピピピピピッ！

「…………あいつ、おれと同じ手を！　クソが！」

　説得ですむならそれが一番いいと思っていたが……。

　もう止めだ、止め。

　雫しずくにはお仕置きが必要だ。

　キツイキツイお灸きゆうをすえてやらなければ──

「って、目覚ましどこだよ!?　マジで!?」

　このあと──

　おれは明け方近くまで音の発はつ生せい源げんの捜そう索さくに励はげむことになった。

　雫が仕し掛かけたのはスマホサイズの液えき晶しよう付き携けい帯たい端たん末まつで、音は端末にインストールされた目覚ましアプリによるものだった。しかも、目覚ましを止めるためには四桁けたのパスワードを打ち込こまなくてはならず──当然、パスワードなんて知るわけないから困こん惑わくした。ぶっ壊こわして止めることも検けん討とうしたが、直後に電源を切ればいいことに気づき、ことなきを得た。

　ちなみに雫は部屋にいなかった。また我わが家は防ぼう音おんが無む駄だに効いているのと、目覚まし音が小さかったことから（おれには耳みみ障ざわりだったし、目を覚ますには十分な音量だったが）一階で寝ねている両親が目を覚ますことはなかった。

　見つかった携帯端末は全部で七個こ──

　アホかと思う。

　過か去こに自分も同じ手を使ったとはいえ、不ふ快かいなものは不快である。

「……許ゆるさん。雫、許さんぞ。今に見ていろ……」

　眠たい目を擦こすりながら頭をフル回転させる。

　異い世せ界かいを巻まき込んだ雫との戦い──

　無駄にスケールの大きい兄妹きようだい喧げん嘩かが今始まろうとしていた。
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　夜が明け──

　おれは神しん宮ぐう寺じからのメールで、ユニスが魔ま議ぎ会かいに魔王承しよう認にんの申しん請せい書しよを提てい出しゆつしたことを知った。どうやらおれが落ちる直前にユニスから届とどいたメールの内ない容ようがそれだったらしい。

　これを受け、ロレッタも同様の申請書を提出。

　候こう補ほ者しやが二名になったことから、魔議会は選せん挙きよの準じゆん備びに入った。







　同じ日の放課後──屋上にて。

「じゃあ、やっぱり部屋に目覚まし時計が？」

「や、あれはたぶん中古で手に入れた携けい帯たい端たん末まつに自作のアプリをインストールしたものだ。目覚ましアプリなんて珍めずらしくないけど、よく調べたら『ゴミ兄あに貴き専せん用よう目覚まし』ってアプリ名だったし、どう考えても自作」

「……才さい能のうの無む駄だ遣づかいとはこのことね」

　神しん宮ぐう寺じが風になびくスカートを手で押おさえながらため息をつく。こいつ、昨日からため息続きだな。

「妹さん、昨日は自じ宅たくにいなかったのよね？」

「昼間はいたんだが、どうやら夕食後に都内で大学生やってるイトコの姉ちゃんとこに転がり込こんだみたいだ。去年、地方から上京して今一人暮ぐらしやってるイトコがいてな。昔から仲いいんだよ、雫しずくとは」

「今後の拠きよ点てんというわけね」

「……見事に異い世せ界かいでも現実でも先手を打たれちまった」




　──バカ兄貴……。あとで覚えておきなよ……。




　一昨日おとといの出来事がふと脳のう裏りをよぎった。

　まさか雫のヤツ、ブラの紐ひもを引っ張ぱられたからこのタイミングで魔ま議ぎ会かいに申しん請せい書しよを？

　ついでにおれへの嫌いやがらせにアラームを？

　……だとしたら気短すぎだろ。

　まあ魔議会への申請書は遅おそかれ早かれって感じだったが。

「成なる宮みや君。相手が妹さんだからって今まで手を抜ぬいていたんじゃないでしょうね？」

「なんだと？」

「ふふ、それとも妹さんのほうがキミより有能ってことかしら？」

「兄より優すぐれた妹などいないわ、ボケ！」

「そうは言うけど、いつものキミならとっくに妹さんの弱みにつけ込んで、片かたをつけているころだと思うのだけれど？」

「…………一いち応おう、身内だし、説得できるならそのほうがいいと思ったんだよ……」

「本当に苦手なのね、妹さんが。昔から仲が悪いの？」

「昔はメッチャ仲よかったよ。でも……最近は」

「思春期特有の家族に対する嫌けん悪お感かんかしら」

「ま、そんなところだろう」

「それにしても妹さんにも困こまったものね……。お金の力にものを言わせて好き放題……」

「神宮寺的に、あいつのやり方どう思う？」

　ため息をつく神しん宮ぐう寺じにおれは問いかけた。

「はっきり言って危き険けんな舵かじ取とりだと思うわ。城しろの建けん設せつにしても、防ぼう衛えいのやり方にしても、魔ま議ぎ会かいへの申しん請せいのタイミングにしても──何もかもが急すぎるわ。地じ盤ばんというものは、もっと時間をかけて固めていくべきよ」

「おれもそう思う。……暴ぼう走そうがすぎる。誰だれかがあいつを止めないと、今に大変なことになる。冒ぼう険けん者しやに甘あまい汁しるを吸すわせる雫しずくのやり方は危険極まりない。つか、伝説の武ぶ器きなんて無む闇やみに与あたえんなーっての。……敵てきを強化してどうすんだよ」

「キミの言う通りよ」と神宮寺が頷うなずき、「ようやく目が覚めたみたいね？」

「……雫が仕し掛かけた目覚ましのお陰かげかな」

　まったく、やりたい放題やってくれる──

　あいつの──雫の異い世せ界かいでのやり方は絶ぜつ対たいに間ま違ちがっている。

　正さなければならない。

　おれにはその義ぎ務むがある。だっておれはあいつの兄だから、家族だから。

「目指すべき方向性は決まったな」

「そうね」と神宮寺が相あい槌づちを打ち、「夢ゆめ召しよう喚かんが召喚者の願望を叶かなえる効果があるとは言え、咲さく良らさんを召喚したセシリアには勝てたわけだから、今回の戦いだって覆くつがえせるはずよ。その方法を一いつ緒しよに考えましょう。私も、自分にできることならなんだってするから」

「………………ほう」

　今、なんでもするって言ったね？　言ったよね？　神宮寺生徒会長様？

「じゃあ、さっそく手伝ってもらおうかな」

「手伝い？」

「まあ……手伝いというか、提てい案あんというか……お願い？　みたいな……」

「なんなの？　もったいぶらずに言ってみなさいよ」

　神宮寺がそう促うながしてきたので、おれは控ひかえ目にこちらの要望を告げた。




「その、今日から──お前のマンションに泊とめてくれ！」




「…………は、はぁ!?」

　おれの突とつ拍ぴよう子しもない提案に神宮寺は目を丸くし、声をひっくり返して仰ぎよう天てんした。
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「……たしかに……たしかに自じ宅たくを空あけている妹さんが、キミの知らぬ間に自宅に戻もどってまた目覚ましを仕掛けたり、他の方法で睡すい眠みんを妨ぼう害がいする可か能のう性せいは否ひ定ていできないわけで、そう考えると妹さんと決着がつくまで家に帰らないほうが無ぶ難なんなのかもしれないわ。でも、だからといってどうして私の家なの？　まあ……異い世せ界かいの事情を知らない友達の家に泊とまったら、夜よ更ふかししてしまうかもしれないし、そうなると一人暮ぐらしをしている私のところに転がり込こむのが理想だという成なる宮みや君の言い分は間ま違ちがっていないけれど──だからといって……っ」

「と言いつつ、マンションに案内してくれる神しん宮ぐう寺じであった」

「……………………不本意ながらね」

　駅から十分ほど歩いただろうか。

　神宮寺が暮らすマンションは高級住宅街にあるらしく、先ほどから高そうな家やマンションばかりが目につく。道も広いし、メッチャ静か。閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいってヤツだな。

「神宮寺？　まだ歩くのか？」

「……着いたわ。ここよ」

　そう言って神宮寺が立ち止まり、目の前の建物を見上げた。

「お、おお！　すげぇ高そうだな！　家や賃ちんいくら？」

　目の前にそびえ立つ高こう層そうマンションはユニス城じようほどではなかったが、この住宅街の中では一番目立つ物ぶつ件けんだった。高校生が一人で暮らすようなマンションではない。

「成宮君、我が家には様々なルールがあります」

「お、おぉ……？　なんだいきなり？」

「かろうじて同どう居きよは許ゆるすけれど、一いつ緒しよに住むからにはキミにも我わが家のルールに従したがってもらうから、そのつもりで。厳きびしくいくわよ」

「わーってるよ。居い候そうろうらしく謙けん虚きよに振ふる舞まうって」

　検けん討とうの余よ地ちなどなく却きやつ下かされると思っていたから、提てい案あんが通っただけでも奇き跡せきだ。

　まあ散々悩なやんだ末の結けつ論ろんだったけど。十分くらいずーっと唸うなってたし。

「さっそくだけど成宮君？　しばらくそこのコンビニで時間を潰つぶしてくれないかしら？」

「ん？　それも神宮寺家の厳げん格かくなルールってヤツか？」

「…………そうではないけれど……と、とにかく！　しばらく待っていなさい！」

　言うだけ言うと神宮寺はマンションの中に入っていった。

　あー、部屋の中、散らかってんのかな？　や、まあ散らかってなくても最さい低てい限げんの掃そう除じくらいするか。人を泊めるわけだし。おれに見られたくないものとかもあるだろうしな。







　神宮寺の部屋は十五階にあった。しかも角部屋である。

「ど、どうぞ」

「……お、お邪じや魔ましまーす」

　神宮寺に促うながされ、部屋の中に足を踏ふみ入れる。

　女の子の部屋──しかも一人暮ぐらしをしている女子の部屋に上がるのなんて生まれて初めてのことだからさすがのおれも緊きん張ちようした。つか、神しん宮ぐう寺じも顔強こわ張ばってるし。

「トイレとバスルームがそこの扉とびらで、廊ろう下かを進んだ先がリビングよ。ダイニングとキッチンは繫つながっていて、あともう一つ部屋があるのだけれど……そこは私の寝しん室しつだから絶ぜつ対たいに入らないように。まあ鍵かぎがかかっているから勝手に入ることはできないけれど」

「……心得た」

　なるほどな。見られたくないものは全部その寝室とやらに隠かくしてあるんだな。となると物色するためにはベランダ伝いに──って何考えてんだ？　んなことしたら追い出されるぞ？

「ここがリビングよ」

「おお、けっこう広いな」

「寝ねるときはそこのソファーを使って。毛もう布ふや布ふ団とんは用意してあるから」

「いいソファーじゃん。これなら問題なく眠ねむれるぞ」

　と言いつつ、勝手にソファーに腰こしを下ろす。そして部屋の中を見回した。

　カーテンの色は意外なことにピンクで女の子らしさ全開。家具や電でん化か製せい品ひんなどはどれもいいものを使っているようで、さすが金持ちのお嬢じよう様さまといったところ。

　また優ゆう等とう生せいらしく部屋には無む駄だなものが一切なく、モデルルームのように整っていた。

　だが──

　よく見回すと壁かべにポスターが貼はってあった形けい跡せきが残っていたり（壁かべの色が微び妙みように違ちがう）、テーブルの下に少しよう年ねん漫まん画が雑ざつ誌しが転がっていたり（たぶん見落としたのだろう）、神宮寺の普ふ段だんの部屋の様子を示しめす片へん鱗りんがそこかしこに残されていた。

　ふむ。いつもはもっと散らかってるのかもしれないな。

　実は私生活は超ちよう絶ぜつだらしなくて、部屋の中ではいつも下した着ぎ姿すがたでぐーたらやってるとかだと面おも白しろいんだが……まあさすがにそれはないか。

「さて、成なる宮みや君」

「ん？」

「くつろいでいる暇ひまはないわよ。キミにはこれから夕飯まで勉強してもらいます」

「…………は、はあ？　なぜそうなる？」

「居い候そうろうは口答えしない。我わが家のルールに従ってもらいます」

「や、でも、中間テスト終わったばっかだぞ？　つか、なんだよ、そのルール」

「テストが終わった今だからこそ勉強するのよ。この機会に習しゆう慣かんづけなさい」

「…………く、やけに都合よくことが運ぶと思ったら」

　神宮寺の厚意で住まわせてもらっているわけだから強く反対できん。

「それも苦手な数学……」

　おれはソファーの背せもたれに寄よりかかったままテーブルの上の問題集を睨にらむ。

「ひとまずこの問題集を……そうね。今日は五ページまで進めて。その間、私は買い物にいってくるから」

「買い物？」

「着き替がえは持ってきているみたいだけれど、その……しばらく一いつ緒しよに住むわけだから、必要なものを買いそろえなければならないでしょう？」

「たしかに」

「近所にスーパーとドラッグストアがあるからそこに行ってくるわ。キミは私がお店に着くまでに必要なものをメールに書いて送って」

「オッケー。了りよう解かいした」

「あとさっきも言ったけれど、寝しん室しつは鍵かぎがかかっているから中には入れないわよ」

「え、何？　もしかしておれ信用されてない？」

「当たり前でしょう？」

　神しん宮ぐう寺じが制せい服ふく姿すがたのまま高こう価かそうなショルダーバッグを肩かたに背せ負おう。

「じゃ、行ってくるわ」

「あ、そういやメシはどうすんの？　コンビニ？」

「食事に関してはなんの心配もいらないわ」

「ん？　どういうことだ？」

　意味がわからなかったのでそう訊きき返すと、

「私が作るということよ」

　と言って神宮寺は不ふ敵てきな笑みを浮うかべた。

　え、作るって。だってお前の料理、アレだろ？　食えんの？







　──トントントントン。

　小気味いい包ほう丁ちようの音がキッチンに響ひびく。

　真新しいまな板に新品の包丁を叩たたきつけているのはこの家の主である神宮寺理り沙さ。

「……お前、どうなってんのその包丁さばき？」

「なんのことかしら」

　神宮寺はそう言いながらなおも包丁で食材を切る。

　包丁、まな板、エプロン、と全てが真新しく、最近購こう入にゆうしたのは明白だった。

　こいつ……そうとう練習したな。

　この間の料理対決がよほど悔くやしかったと見える。

　しかし、あれから一週間も経たってないってのになんて上達の早さだよ。

　まぁ、とりあえずメシマズの心配はなさそうだな。よかった、よかった。

「勉強は？　終わったの？」

「ああ。今日の分はな」

「そう……」

「何か手伝おうか？」

「いえ、いいわ。あとは煮に込こむだけだし。リビングでテレビでも見ていなさい」

「……へーい」

　おれはリビングに引き返し、言われた通りにテレビを点つけた。

　適てき当とうにニュースでも見ることにする。

　右上に表ひよう示じされた時じ刻こくを見るとすでに六時半を回っていた。

「ふわぁ……やべ、眠ねむくなってきた」

　テレビをぼーっと眺ながめていると急に眠気が襲おそってきた。

　ああ、そういや雫しずくのせいで寝ね不ぶ足そくなんだった。

「……マジねみぃ」

　真夜中に目覚ましで起こされてから一いつ睡すいもできなかったからなぁ。

　あとちょっとで七時か──

　まだ寝るには早い時間だけど……でも、寝不足なんだから仕方ない。

「…………この匂においは……カレー……かな……」

　お腹なかが減へっていないわけではなかったが、今は食しよく欲よくよりも睡眠欲のほうが優ゆう先せん度どは高かった。

　結果──

　──ぐー。

　おれは瞬またたく間まに眠りに落ちた。

「ちょ、ちょっと何寝てるのよ!?　もうすぐカレーできるのに！」

　遠くで神しん宮ぐう寺じが騒さわぐ声が聞こえたが、すぐに聞こえなくなった。







　早朝の異い世せ界かい──

　おれが玉ぎよく座ざの間に降おり立ったとき、ロレッタたちはまだ床とこの中にいたようで、玉座の間は静せい寂じやくに包まれていた。

「……あー、変な時間に寝ちゃったよ」

　ってか、神宮寺に悪いことしたな。せっかく料理作ってくれてたのに。

　でも、まあ寝不足だってことは伝えてあったし、察してくれるだろう。

「にしても早く来すぎたな……。ま、いいか。やることはいくらでもある」

　おれはキャビネットから紙とペンを取り出し、雫たちに対たい抗こうするためのアイデアを文章にまとめ始めた。

　一枚まい、二枚、三枚と紙を消費していると──

「はれ？　サトル先生？」

　とパジャマ姿のロレッタが玉ぎよく座ざの間に姿すがたを現し、続いてスライムさん、ゴーレムさん、ウルフ軍ぐん団だんといつものメンバーが集まってきた。

　その後、みんなで朝食を、ということでロレッタが手料理を振ふる舞まってくれた。

　異い世せ界かいにいる自分は仮かりの肉体なので、別に食べ物を口に入れる必要はないのだが、ロレッタが作る料理は美味おいしく、ついつい食べてしまうのだった。

「サトル先生！　食後にハーブティーとクッキーをどうぞ！」

「おー、サンキュ」

　うめー、うめー。

　ロレッタが淹いれるお茶はマジ美味い。クッキーもおれ好みで甘あまさ控ひかえめだし。

　異世界の住人たちと優ゆう雅がな時間をすごしていると、




「………………」




　場の賑にぎやかさに反する暗い顔の女が玉座の間に降こう臨りんした。

「あれ？　覇は王おう先生も今日は早いですね？　いらっしゃいですー」

　ロレッタが神しん宮ぐう寺じを明るい声で迎むかえるが、当の神宮寺からは返事がなかった。

　どうも様子が変だな。さっきから無言で俯うつむいたままだし。

　ってかロレッタが言うようにまだ寝ねるには早いはずで。

「神宮寺、どうした？　急用か？（ボリボリ）」

　クッキーを食べながらお伺うかがいを立てると、神宮寺がキッとおれを睨にらみつけ、

「……………………っ」

　じりじりとにじり寄よってきた。

「お、おい、神宮寺。殺気立ってどうした？　あ、ほら、クッキーでも食って落ち着けよ。これロレッタの手作りだぞ？　美味いぞ？」

「……………………っ！」

「や、だから無言で近づいてくんなし!?　え、何？　もしかしてあれ？　あの日か？」

「………………キミって人は……っ！」

　おれの冗じよう談だんにならない冗談を受け、神宮寺がカッと目を見開いた。

　その上、拳こぶしを振ふり上げ、

「ひ、ひぇ！　鬼おにの形相!?」

　悲鳴を上げるおれをよそに神宮寺がさらに接せつ近きんしてきて……。

　そして──

「…………この鈍どん感かん男おとこ！」

　──ゴツ！

　頭のてっぺんに強きよう烈れつな痛いたみが走った。

「いってえええええええええええええええええええええ!?」

　ハンマーで殴なぐられたかのような衝しよう撃げき──

　もちろんそれは比ひ喩ゆで実じつ際さいに頭に落ちたのは神しん宮ぐう寺じのゲンコツ。

「サトル先生……痛いたそうですぅ……」

「どうせサトルっちが覇は王おうっちを怒おこらせるようなことをしたんっす。自じ業ごう自じ得とくっす」

「そうなのですか……？」

　いやいやいや──

　こっちは睡すい眠みん不ぶ足そくだったんだぞ？　この仕打ちはないだろ？

「おい……神宮寺」

「ふんっ」

　結局、神宮寺の機き嫌げんがその日のうちに直ることはなかった。

　どうやら神宮寺にとって同どう居きよの件けんはおれが思う以上の葛かつ藤とうを引き起こしていたらしい。

　明日以い降こうが思いやられる一ひと幕まくであった。













　　　　　ＣＡＳＥ５　最強の守護神







　数日後──地ち下か迷めい宮きゆうの玉ぎよく座ざの間にて。

「……へ？　ユニス城じように乗り込むのですか？」

「ああ、もうそれしかないと思うんだ」

　おれの提てい案あんに驚おどろいたのはロレッタだけではなかった。

「どういうつもり、成なる宮みや君？」と神宮寺が疑ぎ問もんをぶつけてきた。「今は選せん挙きよ対たい策さくに力を入れるべきときなのに。選挙までもう一週間しかないのよ？」

「そ、そうですよ、サトル先生。選挙に勝たないと……この地下迷宮はユニスさんのものになってしまうのですよ？」

　そう──

　魔ま王おうという肩かた書がきには絶ぜつ大だいな権力がある。

　人間の世界にあるダンジョンは全て魔王の管かん理り下かに置かれることになるのだ。

　ユニスが魔王になれば当然この地下迷宮は没ぼつ収しゆうされるだろう。そうしたらロレッタは路ろ頭とうに迷まようことになる。慣なれ親しんだ──生まれ育ったダンジョンを奪うばわれてしまうのだ。

　父親から受け継ついだ意い志しは砕くだかれ、世界競きよう合ごうというロレッタの目標も潰ついえてしまう。

　選せん挙きよの結果次し第だいでは何もかも失ってしまうのだ……。

「選挙が大事なのはわかってる。でも、スライムさんが言うにはユニス側に不ふ穏おんな動きがあるらしくて、まともな選挙は期待できなさそうなんだよ。そうだろ、スライムさん？」

「その通りっす！　ユニスはその豊ほう富ふな資し金きん力りよくを生かして魔ま議ぎ会かいの議員たちの票ひようを買ばい収しゆうするつもりっす！　ぶっちゃけこちらに投票で勝ち目はないっす！」

「買収？」と神しん宮ぐう寺じが眉まゆをひそめ、「公こう職しよく選せん挙きよ法ほう違い反はんじゃないの？」

「魔界では買収なんて日にち常じよう茶さ飯はん事じっす！　金持ってるヤツが一番偉えらいっす！」

「残念ながら……そうなのですよ。票をお金で買っても誰だれも咎とがめないと思います」

　汚お職しよくまみれの魔議会──

　まあ不思議でもなんでもない。だって魔界だし。

「それで？　ユニス城じように乗り込こむ、という言葉の真意は？」

　神宮寺の問いかけに対し、おれはニヤリと笑みを浮うかべ、

「投票では勝ち目がない。……ならやることは一つ──妨ぼう害がい工こう作さくだ」

「妨害工作？」

　要約しすぎたのか、おれの言葉に今度はロレッタが疑ぎ問もんの声を上げた。

「魔王に立りつ候こう補ほするためには人間界に拠きよ点てんが必要だって、この前、言ってたよね？」

「あ、はい。候補者が乱らん立りつしないように、という措そ置ちですね」

「つまりおれが言いたいのはこういうこと。魔王に立候補するためには人間界に拠点が必要──だったらユニスの立候補が無む効こうになるように、おれたちでユニス城を攻こう略りやくしてしまえばいい」

「なるほどです！」

「……やっぱりそういうこと」

　神宮寺は薄うす々うす気づいていたようだな。

「妨害工作としてはこれ以上のものはないっす！」

「成なる宮みや君？　乗り込むのはいいとして、具体的な作戦行動は考えてあるの？」

「ふふん。おれを誰だと思っている？　当然、考えてあるさ」

　こうして、ユニス城攻略大作戦──その作戦会議が始まった。
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　ユニス城、最上階──

　地上百五十メートルの高さにある通つう称しよう『天空の間』。

　室内には無数の魔ま法ほう端たん末まつが並ならんでおり、ガラスが張はられていない一番奥おくの壁かべには百五十インチを超こえる大きさの魔ま法ほうの鏡かがみが二つ、横に並ならぶようにかかっている。

「雫しずく、大変です」

　部屋の中央、革かわ張ばりの椅い子すに座すわる長い髪かみの女の子──ユニスが口を開いたとき、私は新しいキャンペーンのネタを考えていた。

「ん、どうしたのユニス？」

「見てください」

　そう言ってユニスが指差したのは天空の間の奥おくに並ぶ二つの大きな魔法の鏡。左にはこのユニス城の見取り図が表ひよう示じされており、右には監かん視し用ようのカメラが捉とらえた映えい像ぞうが流れている。

「サイトの告知では五階と十階のボスを倒たおすと、レアなアイテムがもらえる、となっていたはずなのに、どういうわけか冒ぼう険けん者しやたちがさらに上を目指していて……」

「何これ？　もう二十階まで上がってきてるじゃん」

「一いち応おう……二十階、二十五階とバイトの魔ま物ものたちを待機させていますが……」

「この数はまずいなー。ってか、どうなってんのこれ？」

「わかりません……」

　ユニス城は一階、五階、十階、十五階と一階刻きざみではなく、一定の階かい層そうごとにフロアが作られており、間の階層は存在しない。

　カタログにはちゃんと一階ごとにフロアが用意されていると書いてあるが、五十階層分の戦せん闘とう要よう員いんを用意できるほど魔界に有用な人材がいなかったことや、地ち下か迷めい宮きゆうの面々に気づかれないように城しろを作る必要があったため突とつ貫かん工こう事じにならざるを得なかった、という二つの理由によりこうした構こう造ぞうになった。

　決してケチったわけではない。資し金きんは豊ほう富ふにあるのだ。

「とりあえず待機させてる魔物を大だい至し急きゆう、下に送ることにします」

「そっちは任まかせた。私は例の切り札を四十階に移い動どうさせておくから」

「……アレを使うのですか？」

「うん。これが兄あに貴きたちの作戦のうちだとしたら、そう簡かん単たんには追い返せないだろうし」

「随ずい分ぶんとお兄さんを警けい戒かいしているのですね」

「まーね。お兄ちゃ……兄貴は油ゆ断だんのならない男だし」

「今、お兄ちゃんって言いかけました？」

「き、気のせい、気のせいー……」

　私は適てき当とうに誤ご魔ま化かしつつ、手元のコンソールを操そう作さする。

　兄のことを兄貴と呼よぶようになったのはいつごろからだろうか。

　私は、昔はお兄ちゃん子だった。いつも後ろからついて回っていた。

　兄貴は小さいころから無茶をする人で、それは高校生になった今でも変わっていない。

　正直、ありえないと思う。あの歳としになっても子供のころとなんら変わらぬスタンスで、自由に生きるなんて、常じよう人じんには真似まねのできないことだ。

　現実でも、異い世せ界かいでも、兄あに貴きは自分の気持ちに噓うそをつかない。

　どんな手を使ってでも目的を達成しようとする。

　一方の私は……。

　あのとき大切な友達を守ることができなかった。

　兄貴を反はん面めん教きよう師しにして、まっとうな方法で解かい決けつを図ろうとし、そして失敗した。

　でも──

　今度は失敗しない。

　必ずユニスを一流の魔ま王おうに……。

　そして、「どうだ！」と胸むねを張はって兄貴に言ってやるんだ。

　自分だって兄貴みたいに誰だれかを救うことができるんだって。
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「スライムさん、そっちはどうだ？」

『順調っすー。もうまもなく二十五階に到とう達たつするっすよー』

「おっし。んじゃ戦力的に厳きびしくなってきたら、無理せずおれたちと合流だ！」

『了りよう解かいっすー』

　──ブツ。

　通話が途と切ぎれたのを確かく認にんすると、おれはロレッタに魔ま法ほう端たん末まつを返した。

「ここまでは予定通りだな」

「さすがサトル先生です！　キャンペーンをまさかこのような形で利用するとは！」

「……もう二度と、キミとは敵てき対たいしたくないわ」

「へっへっへ、褒ほめるな褒めるな」

「褒めていないのだけれど……」

　仮か面めんの中でため息をつくのがわかった。

　暗あん黒こく騎き士しシングージに扮ふんした神しん宮ぐう寺じは厳いかつい鎧よろいに身を包つつんでいる。

　おれとロレッタはいつもと同じ格かつ好こうである。

　……と、言うのも──

　今、おれたちはユニス城じようの五階、上に続く階かい段だんの前に立っている。

　周囲に敵てきはいない。ユニス側が配置した魔物も、ここを訪おとずれているはずの冒ぼう険けん者しやもだ。

　この城ではスライムさんが手に入れたビラが示しめすように様々なキャンペーンが打たれており、最近は日ひ替がわりでその内ない容ようが微び妙みように変わっていた。

　本日のレア報ほう酬しゆうは五階と十階のボスが落とすことになっているのだが、すでに五階も十階のボスも殺さつ到とうした冒ぼう険けん者しやの手によって『祭さい壇だん』送りになっている。

　もちろんこれはいつも通り。冒険者たちはユニス側が仕し掛かけたキャンペーンに従したがって場内をうろつくので五階と十階の一日限げん定てい五体のボスがすでにいないのは当然と言える。

　だが──

　冒険者たちは十階より上の、スライムさんの報ほう告こくでは二十五階に到達していると言う。

　十五階、二十階と攻こう略りやくし、さらに上を目指しているのである。

　それはなぜか？

「サトル先生、見てください！　私たちが作ったサイトが大手ギルドの掲けい示じ板ばんで話題になっているようで、アクセス数がぐーんと伸のびています！」

「いいね、いいねー」

　ユニス城じように乗り込こんで最上階を制せい圧あつしてしまおう──

　おれが打ち立てた作戦はそんなシンプルなもので言ってしまえば実力行使である。

　本当は正しよう面めん突とつ破ぱではなく、空から攻せめ入ったり、夜や襲しゆうを仕し掛かけたり、と搦からめ手てでユニス城を落とすつもりだったのだが、ユニス城には強固は障しよう壁へきが張はり巡めぐらされていて、空からの侵しん入にゆうは事実上不ふ可か能のうであり、また夜になると地ち下か迷めい宮きゆうと同じように入り口の扉とびらは閉とざされてしまう。お金をかけているだけあってセキュリティ対たい策さくは万全なのである。

　侵入ルートは一階の正門のみ。それ以外の入り口は今のところ見つかっていない。

　そんなわけで正面突破を強しいられたわけだが──

　しかし、普ふ通つうに攻めこんでは面おも白しろく……いや、面めん倒どうくさい。

　だから敵が運営するユニス城の公式サイトにそっくりのページを作り、偽にせのキャンペーンを打つことにした。そして多くの冒険者が利用する大手の掲示板にこの偽サイトに繫つながるリンクを張はりまくる。いずれは雫しずくたちにもバレるだろうし、冒険者たちも遅おそかれ早かれこれが偽サイトだと気づくだろうが、今日中に城を制圧してしまえば何も問題はない。

　ちなみにおれたちが打った本日のキャンペーンの内容は──

『四十五階のボスを倒たおすと、素す敵てきな別べつ荘そうが手に入る！　※先着一名様のみ』

　こんな感じである。

　ついこの間まで宿しゆく泊はくしていた魔界のペンションの外観を撮さつ影えいしてサイトに掲けい載さいし、これを別荘としているのだが、もちろんこんな豪ごう華かな報ほう酬しゆうが実じつ際さいにあるわけではない。

　そんなわけで、先行している冒険者たちについては四十五階に到達する前に全ぜん滅めつさせる予定だ。噓のキャンペーンだってバレたら、連中、最上階を目指すかもしれないからな。お灸きゆうを据すえるとは言ったが、雫たちが危き険けんな目に遭あうのはおれの本意ではない。

　というわけで──

「急いでスライムさんを追いかけよう。早いところ冒険者たちを背はい後ごから闇やみ討うちしねえと」

「……ホント、キミって外道よね」

「ですが冒ぼう険けん者しやのみなさんの活かつ躍やくのおかげで、ここまでほとんど戦わずにすんでいます。罠わなも作動ずみのものがほとんどで、警けい戒かいする必要はないですし」

「欲よくに目がくらんで罠にハマった人間も多いみたいだが、そうとうな数の冒険者が別べつ荘そう目当てに殺さつ到とうしたっぽいからなー。いやー、楽ちん、楽ちん」

「ともかく上に向かいましょう」

「おおー」「はい！」

　おれたち三人は階かい段だんを使って上の階を目指す。

　ロレッタがスタミナアップのバフをかけてくれているので疲ひ労ろう感かんはさほどない。

　とはいえ五十階建ての城しろだからな……。

　全力で駆かけ上がっても最上階まで数十分はかかるだろう。

　てっぺんは五十階。この城はだいたい五階間かん隔かくでフロアが作られているから四十五階まで攻こう略りやくできればあとは最上階を残すのみ。そこまで上がることができればあとはおれたちだけでもなんとかなる──と思う。

「うん？　スライムさんから連れん絡らくです？」

　階段を上りつつ、ロレッタが魔ま法ほう端たん末まつを耳に当てる。

「え？　四十階に強きよう敵てきが出現？　冒険者のみなさんが返り討ちに!?　わ、わかりました！　大だい至し急きゆう、駆けつけます！　スライムさんは下の階に退たい避ひを！」

　ロレッタは早々に通話を終わらせると、

「サ、サトル先生……覇は王おう先生、大変です！」

　と両手をバタバタさせながらその場で激はげしく足あし踏ぶみをした。

　謎なぞのリアクションだが、慌あわてているのだけはわかった。

「四十階に得体の知れない敵が出現したとのことです！　約二十名いた人間のみなさんはほとんど一いつ瞬しゆんで全ぜん滅めつしてしまったと、スライムさんが！」

「一瞬で？　マジ？」

「得体の知れない敵って……一体どんな敵なの？」

「ん、んーと、スライムさんが言うには全身が金きん属ぞくのようなもので覆おおわれた怪かい物ぶつだ、と」

「それってこの間、ダンジョンドットコムのモデルダンジョンで戦った、『ピピピプー！』とか叫さけんでた、あの金属生命体じゃねーの？」

「いえ……人間のみなさんが全滅するほどの敵です。単たん純じゆんな命令しか遂すい行こうできない金属生命体にそれほどの力があるとは思えません。おそらく別物でしょう」

「つまりロレッタもスライムさんも知らない未知の魔物ってことだよな？」

「……かもです」

　突とつ然ぜん現れた正体不明の魔物──

　きっとユニスと雫しずくの差し金だろう。というかそれ以外に考えられない。

　ま、そう簡かん単たんに攻こう略りやくさせてはくれないよな。

「神しん宮ぐう寺じ、強きよう敵てきの出現だ。喜べ」

「人を戦せん闘とう狂きようみたいに言わないで。全然嬉うれしくない展てん開かいよ」




「ウホッ！　ウホッ！」「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」




　二十五階に続く階かい段だんを駆かけ上がると、その上で見み慣なれた魔ま物ものたちが待っていた。

　ゴーレムさんとウルフ軍ぐん団だんだ。

　おれたち三人は冒ぼう険けん者しやたちと鉢はち合あわせても問題ないが、見るからに魔物であるゴーレムさんたちはそうもいかない。だから今まで別行動を取っていたのだ。

　理由はもう一つあり……。

「みなさん、お仕事ご苦く労ろうさまです」

　ロレッタがねぎらいの言葉をかける。

　ゴーレムさんたちにはある任にん務むを与あたえていた。それは魔物であることを生かし、ユニス側が配置した魔物を闇やみ討うちすること。それが別行動を取っていたもう一つの理由である。

　今回の作戦では人型であること、魔物であること、を最さい大だい限げん利用している。

　スライムさんが見み張はっていた冒険者たちだって本当は神宮寺が始末する予定だったしな。

「では急いでスライムさんと合流しましょう！」

「だな！」

　ここまでは何事もなく上手うまくいったが──

　果たしてあちらが用意した未知の魔物に太刀たち打うちできるだろうか？

　今回はいつもと勝手が違ちがう。

　おれたちがやっているのは防ぼう衛えいではない。まったくの逆ぎやく。攻せめ側なのだ。

　いつか神宮寺を透とう明めい化かしたゴーレムマシーンで捕とらえたように、初しよ見けん殺ごろしのあれこれを用意するのはこちらではなく、あちら側なのだ。







「……こいつが例の金きん属ぞくを身にまとった魔物？」

　四十階に続く階段の途と中ちゆうでスライムさんと合流し、その上にある四十階を訪おとずれたおれたちを待ち受けていたのは、報ほう告こくにあった通りの未知の魔物だった。

　いや、こいつは魔物というか──

「なんかロボットっぽいフォルムだな……」

「たしかに。全身金属の塊かたまりみたいだし、魔物というよりは機械ね」

　見た目の印象はさっき話に出た『ピピピプー』に近いが、デカさは段違いだった。

「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！」

　謎なぞの金きん属ぞく生せい命めい体たいが不気味な咆ほう哮こうを上げた。

　ゴーレムさんの倍はありそうな巨きよ体たいは、階かい段だんを塞ふさぐようにして立っている。

　人型のロボットっぽいそいつは右手で巨大な斧おのをかまえていた。

　ボディはダークレッド。

　表面に浮うき上がった血けつ管かんを連想させる禍まが々まがしい模も様ようがいたるところに入っている。

「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！」

　先に動き出したのは金属生命体のほうで──

「来るわよ！」

　それを見て神しん宮ぐう寺じが聖せい剣けんデュランダルを手に前に飛び出す。

　ゴーレムさんとウルフ軍ぐん団だんもあとに続く。

「はああああああああ！」

　一いつ刀とう両りよう断だん──

　神宮寺は壁かべを使って上空に高々と飛び上がり、金属生命体の頭に聖剣を振ふり下ろす。

「わー！」「おおー」「覇は王おうっち、すごいっす！」

　いきなり勝負が決まるか、と期待するおれたちだったが……。

　──ガキーンッ！

　金属生命体は神宮寺の必殺の一いち撃げきを受けても平然としていた。

　というか頭部には傷きず一つついていなかった。

「おいおい、なんて硬かたさだよ……」

「マジっすか!?　聖剣デュランダルは伝説の武ぶ器きっす！　並なみの金属なんて、むしろ逆ぎやくに切り裂さいてしまうはずっすよ!?」

　武器マニアのスライムさんが驚きよう愕がくしつつ、聖剣デュランダルの特性を語る。

　並みの金属なんて、むしろ切り裂いてしまう──

　ってことはあの金属生命体を覆おおっている金属は普ふ通つうではない？

「ウホッ!?　ウホッー!?」

「「「「「ウガアアアアアアアア!?」」」」」

　ゴーレムさんとウルフ軍団が合宿中に編あみ出した必殺フォーメーション──

　一体＋五匹ひきが放つ『フォーメーションヘキサゴン』が発動と同時に崩ほう壊かいした。

　金属生命体が振り回した斧がクリーンヒットしたのだ。

　結果──

「……ウホッ……ウホッ……」

「「「「「ウガァー……」」」」」

　たった一撃でゴーレムさんたちは『祭さい壇だん』送りになってしまった。

「ああ……ゴーレムさんとウルフのみなさんが……」

「こう言っちゃあなんだけど、『祭さい壇だん』をアップグレードしててホントよかったな……」

「同意っす！　というか、そうじゃなかったら自分、こんな危き険けんなところ来てないっす！」

　スライムさんが正直な感想を漏もらす。

　おれ、ロレッタ、スライムさんは本来、戦せん闘とう要よう員いんではない。

　アップグレードにより『祭壇』の効こう果か範はん囲いが地ち下か迷めい宮きゆうの外に及およんでいなければ、こうしてユニス城じように乗り込こむことはできなかっただろう。

「ここでやられても命を奪うばわれるわけじゃないが……。でも偽にせサイトのこともあるし、できれば一発で攻こう略りやくしたかったんだけど……そう簡かん単たんにはいかねーか、ちっ」

　この階層まで楽に上がってこられたのは言うまでもなく欲よくに目がくらんだ冒ぼう険けん者しやの進しん撃げきがあってのことだ。偽サイトが上手うまく機能した結果でもある。だがその偽サイトが公式サイトではないことがバレたら今回と同じ作戦はもう使えない。また別の手を考える必要が出てくるわけだ。だからこの目の前の敵をなんとか撃げき破はしたいのだが──

「くっ……っ」

　神しん宮ぐう寺じが再さい度ど攻撃を仕し掛かけた。

　だが──

　──ガキーンッ！

　腕うで、胴どう、足、と様々な部位を攻撃するがやはりダメージは与あたえられない。

「弱点ないのかよ、あのデカブツ……」

「サトル先生……どうしましょう？」

「……ん、んー」

　なんの考えも浮うかばない。

　つか、聖剣を弾くほど硬かたいボディとかどうしろってんだよ。

　たいていの武ぶ器きは通用しないってことだろ？

「ふっふっふ、ここは自分の出番っすね！」

「スライムさん、何か妙みよう案あんが？」

「あるっす！」

　そう言ってスライムさんが道どう具ぐ袋ぶくろから栄養ドリンクのようなものを取り出した。

「それは？」

「懸けん賞しようで当てた魔ま力りよく増ぞう幅ふく剤ざいっす！　これがあれば──自分でも……っ」

　スライムさんはおれの疑ぎ問もんに答えると、グビグビっと魔力増強剤を飲み干ほし、

「最強の氷魔法──パギャルコが唱となえられるっす──っ！」

　右手を前に突つき出した。

　すると──

　凄すさまじい氷の嵐あらしが手のひらから発生し、金きん属ぞく生せい命めい体たいに襲おそいかかった。

「す、すげぇ……」

　魔ま力りよく増ぞう幅ふく剤ざいでドーピングしているとはいえ、これほどスケールのでかい魔法をスライムさんが使えるとは。今までこの世界で体たい験けんした魔法の中で一番派は手でで破は壊かい力りよくがありそうだ。

「素す晴ばらしいです、スライムさん！」

「……やるじゃない」

　ロレッタが飛び上がって喜び、神しん宮ぐう寺じもスライムさんの攻こう撃げきに目を見み張はる。

　これは勝ったな。いくらなんでもこの魔法を受けて無事だとは──




「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！」




「は？」「へ？」「生きてる……」「そんなぁーっす!?」

　金属生命体は先ほどと同じ場所、つまり階かい段だんの前に立っていた。

　損そん傷しようなどは見られない。ピンピンしている。

　ボディに大量の氷の粒つぶが付着していたが咆ほう哮こう一つでそれらを振ふるい落としてしまった。

「剣も魔法も効きかないなんて……どうなっているのよ」

「え？　剣も魔法も効かない？」

　唸うなる神宮寺の声を聞いておれはピンときた。

　もしかしてこの敵って──

「物理攻撃、魔法攻撃を無効化するボディ……」

「サトル先生？」

「ロレッタ……あの敵の身体を覆おおっている金属ってもしかしてディアブロストーンを精せい錬れんして作ったものなんじゃない？」

「あっ……」

　ロレッタも気づいたようだ。

　おれを夢ゆめ召しよう喚かんする以前、ロレッタは冒ぼう険けん者しやの襲しゆう撃げきから地ち下か迷めい宮きゆうを守るため玉ぎよく座ざの間に続く通路にあらゆる物理攻撃、魔法攻撃を防ふせぐディアブロドアを設せつ置ちしていた。おれは実物を見たことがないのだが、あの禍まが々まがしい真っ赤なボディはどう見ても魔界原産の金属だ。




『ご明察』




　そのときどこからともなく声が聞こえてきた──

「この声は……雫しずくか」

『私だけじゃないよ。ユニスもいるし』

　再ふたたび声が聞こえてきたかと思えば、天てん井じようから巨きよ大だいスクリーンが降おりてきた。

　スクリーンにはパーカーをかぶった雫しずくと、派は手でなドレスを身にまとったユニスの姿すがたが。

『お察しの通り、そのデカブツちゃんは魔ま界かい最さい強きようの鉱こう石せき、ディアブロストーンを精せい錬れんして作った鎧よろいを身にまとっているから、あらゆる物ぶつ理り攻こう撃げき、魔法攻撃を防ふせぐの』

「やっぱりか……」

『金きん属ぞくの精錬、加工、鎧のデザインとユニスが全部やってくれたんだよねぇ』

　軽いノリで解かい説せつする雫。

　おれと一対一だと口数少ないけど、本来の雫は饒じよう舌ぜつなのだ。

『うちのユニスは天才だから』

「ほえー」

　こんなときだと言うのに感心するロレッタ。

　素す直なおすぎるだろ……。

『ちなみにそのデカブツちゃんの正せい式しき名めい称しようは『ガーディアン』って言うの。伝説の金属生命体で……えーっと、なんていう本だったっけ……あれ。ねえ、ユニス』

『魔ま界かい創そう世せい日につ記き』

『そう、それそれ』

「…………ガーディアン……魔界創世日記……。ま、まさか……？」

「ん、ロレッタ？　何か知ってるのか？」

「は、はい……」とロレッタは緊きん張ちようした面おも持もちで口を開く。「ガーディアンはシズクさんがおっしゃられたように伝説の金属生命体で……数万年前に魔界で勃ぼつ発ぱつした第一次魔界大戦で活かつ躍やくした恐おそろしい兵器……と魔界創世日記には書かれています。ただ……現在の魔法科学を駆く使ししても再さい現げんは不ふ可か能のうと言われていて……伝説の中にだけ残る究きゆう極きよくの兵器とされているのです」

　ロレッタが言うには過か去こに幾いく人にんもの魔族がガーディアンの製せい作さくを試みたものの全て失敗に終わっているとのこと。現在の魔法科学では『ピピピプー』程てい度どが関の山で、あれは見回り用の金属生命体であって戦せん闘とう要よう員いんとしては心もとない性能──だってのはこの間、戦って実感したところだ。

『長年の研究の成果……と言いたいところですが、そのガーディアンは私一人では生み出したわけではありません……』

　ユニスがスクリーン越ごしにおれたちに語り出した。

　目はこっちを向いていないが。

『ボディは私が作りました。ですが……肝かん心じんのガーディアンの頭ず脳のうを作ったのは雫』

『二人で力を合わせて作ったのさ！』

　雫がドヤ顔でピースする。

　うわぁ、ムカつく顔ー。腹はらパンしてやりたい。

『いやー、大変だったよ。大昔の文ぶん献けんを読み解といて、最新の魔ま法ほう言げん語ごで再さい現げんできないかあれこれ試してみて。苦く悩のうの連続だったよ、完成に至いたるまで』

「……最新の魔法言語ということは『Ｍ＋＋』ですか？」

『お、詳しいね。そうだよ』

　そういやロレッタも魔法ネットワークの超ちよう難むずかしい資し格かく持ってるんだったな。

　じゃあ、雫しずくはロレッタの上をいったってことか？

「プログラミングのコンテストで内ない閣かく総そう理り大だい臣じん賞しようを受賞するだけのことはあるわね……」

「マジかよ、あいつ……」

　過か去こに誰だれもなしえなかった伝説の金きん属ぞく生せい命めい体たいの再現に成功するとは──

　我わが妹ながら末すえ恐おそろしい。

『えー、ちなみに、現在、新たな金属生命体を開発中です。あ、せっかくだから軽くプレゼンしちゃおう』

　プレゼンとか言っているが自じ慢まんしたいだけだろう。

　こういうところは中学生って感じだよな……。

『第二弾だんはディアブロゴーレム！』

『ボディは仮かりのもの……です』

　スクリーンに映うつし出されたのはゴーレムさんそっくりの金属生命体だった。

　ただガーディアンと同じボディだから見た目は禍まが々まがしい。

「……ん？　得とく意い技わざはウホウホパンチ？　趣しゆ味みはＢＬ同人あさり……だと？」

「まんまうちのゴーレムっす！」

　まあＢＬ好きのゴーレムなんてそうそういないだろうからな。

　モデルはゴーレムさんで間ま違ちがいなさそうだ。

『第三弾はこちら！　その名もディアブロウルフ軍ぐん団だん！』

「まんますぎるわー！　少しはパクリを隠かくす努力しろ！」

　五匹ひきセットってのがもうそのままだ。

『兄あに貴きの妄もう言げんは放っておいて、第四弾！　ディアブロスライム！』

「あ、スライムさんそっくりです」

「ロレッタ……。スライムはだいたいああいう見た目じゃない？」

『得意技はパギャルコ。でもＭＰが足りないから使えません。お茶目です』

『だね。お茶目だね』

「なんだか複ふく雑ざつな気分っす！　褒ほめられた気がしないっす！」

「……そこ再現する必要あんのかよ」

　あいつらただ面白がってるだけだろ……。

　この調子だとディアブロ神しん宮ぐう寺じとか出てくるんじゃないのか？

『というわけで、プレゼンはおしまい！』

『雫しずくどうします？　ガーディアンの例の魔ま法ほう、試してみますか？』

『そだね。適てき当とうに戦わせても勝てると思うけど、実戦は初めてだし、試しとこう』

　再ふたたび画面上には二人の姿すがたが映うつし出された。

　何やら相そう談だんしているようだが──

『ガーディアン！　侵しん入にゆう者しやを排はい除じよして！　ペラゾーマ……じゃなくてペラキャノン発動！』

　ペラゾーマ──

　この世界における最強の炎魔法だ。

　スライムさんが先ほど唱となえたパギャルコとは真ま逆ぎやくの性せい質しつを持った炎属性の魔法である。

　ペラキャノンと言い直したのが気になるが……。

「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！」

　ガーディアンの胸きよう部ぶがガシャンガシャンと音を立てて左右に開いた。

　中から出てきたのは細長い五つの砲ほう。

「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ──ッ！」

　一ひと際きわ長いガーディアンの咆ほう哮こう──

　その直後、五つの砲から炎の塊かたまりが次々と発はつ射しやされた。

「みんな……避よけろ！」

　おれはロレッタを抱だきかかえて部屋の隅すみのほうに転がった。

　しかし──

『無む駄だ無駄無駄！　ガーディアンのペラキャノンは、ペラゾーマ五つ分の威い力りよくを誇ほこる！』

　雫の勝ち誇った声がスクリーンから聞こえた。

「…………くっ……」

「……サトル先生……っ」

　勝負は一いつ瞬しゆん──

　おれたちは痛いたみを感じる暇ひまもなく黒くろ焦こげの消し炭ずみになってしまった。

　そうして……。




「うおっ……」「きゃっ」「ちょっと……」「痛いっす！」




　地ち下か迷めい宮きゆうで復ふつ活かつを果たしたおれたち四人は『祭さい壇だん』から順に転げ落ちた。

　しかも、最初に死んだのはおれだったようで、

「…………お、重いから……みんなどいてくれぇ……」

　女子三人にもみくちゃにされてしまった。

　ロレッタの胸むねと神しん宮ぐう寺じのお尻しりが目の前にあったものの──

　さすがのおれもムフフと楽しむ余よ裕ゆうなどない。

「……ハァ……死ぬかと思った」

「さっき死んだっす！」

「……や、そうだけど、なんか一いつ瞬しゆんで黒くろ焦こげにされたから死んだって感じしないし」

　むしろ女子三人に押おし潰つぶされた状じよう態たいのほうがよほど苦しかった。

　それにしても──

「…………ガーディアンか」

　雫しずくの勝ち誇ほこった顔が脳のう裏りにちらつく。

　ボディをユニスが、頭ず脳のうを雫が……。

　それぞれの得意分野を生かして作り上げた伝説の金きん属ぞく生せい命めい体たい。

　まさかあんな切り札を持っていたとは。

　あれを排はい除じよしないことには雫たちの元にはたどり着けない。

　ユニス城を攻こう略りやくしたとは言えない──

「……ったく、どうすりゃいいんだよ……あんなの……」

　途と方ほうに暮くれるおれたちであった。
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「神しん宮ぐう寺じ、しょうゆ取ってくれ」

「はい」

「サンキュ」

　おれはしょうゆ差しを受け取ると、サンマにちょろちょろとしょうゆをかけた。

「お、このサンマ、脂あぶらが乗ってて美味うまいなー」

「やっぱり秋と言ったらサンマよね」

「焼き加か減げんもちょうどいいし」

「適てき度どに焦こげ目をつけるのがポイントよ」

「味み噌そ汁しるもうめー！」

「本当？」

「ジャガイモの味噌汁っておれ食べたことなかったけど、いけるなー」

「実は私も初めてなの。レシピを見て作ったから。でも、よく考えてみると豚とん汁じるなんかには根菜をたくさん入れるし、合わないわけがないのよね」

「ああ、たしかに」

「明日は何を作ろうかしら……」

「肉がいい」

「んー、じゃあトンカツとか？」

「それ採さい用よう！　ついでにチキンカツも作ってくれ！　カツ祭りじゃー！」

「ちょっと……喜びすぎでしょう」

「や、だってお前の作るメシ、マジ美味うまいし」

「……え、そう？」

「噓うそなんてつくかよ」

「…………あ、ありがとう」

　箸はしを持ったままうつむく神しん宮ぐう寺じ。

　エプロンをつけたまま箸を握にぎる、その姿すがたは新しん婚こんの若わか妻づまっぽい初うい々ういしさがある。

「じゃ、じゃあ、せっかくだからスーパーではなく、お肉屋さんでトンカツとチキンカツ用のいいお肉を買って……ねえ、成なる宮みや君？　明日の放課後って空あいてる？　空いてるなら一いつ緒しよに商店街に立ち寄よって」

　とそこまで言って神宮寺は我われに返ったようで、




「………………って、なんなのよ、この茶番は！」
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　ダン！　とダイニングテーブルを拳こぶしで叩たたいた。

　まるで同どう棲せい中ちゆうのカップルであるかのように食しよく卓たくを囲んでいるおれと神しん宮ぐう寺じ──

　同どう居きよ生せい活かつ四日目の夜である。

「神宮寺、メシは静かに食うもんだぞ。突とつ然ぜん、吠ほえんな。ウルフ軍ぐん団だんかよ。あとテーブル叩くの止めろ」

「……キミ、たった数日で馴な染じみすぎじゃない？」

「あー？」

「つられる私も私だけれど……。ううっ……何よこの甘あまい新婚生活みたいなの……」

「なあ、神宮寺。だいぶ寒くなってきたし、鍋なべやろうぜ、鍋」

「……ユニス城じようは攻こう略りやくできないし……同棲生活は終わらないし……」

「おい、聞いてんのか？」

「ああもう！　うるさいわね！」

「って、だからテーブル叩くなよ！　味み噌そ汁しるがこぼれたぞ！」

「知らないわよ！」

　神宮寺は今にも右手の箸をおれの目に突つき刺さしそうなほど殺さつ気き立っていた。

　怒おこった顔も可か愛わいいよ、なんて言うヤツがいるが、こいつの怒った顔はマジ恐こわい。思わずひれ伏ふしそうになるほどだ。でも今回、おれは何も悪くない。……悪くないよな？

「なあ？　お前、ちょっとイライラしすぎじゃないのか？」

「誰だれのせいだと思っているのよ！」

「え？　おれのせい？」

「……炊すい事じ、洗せん濯たくは全部人ひと任まかせ……トイレットペーパーがなくなっているのに取り替かえようともしないし……昨日なんて危あやうく裸はだかを見られそうになったし……」

「や、たしかに家のことはお前に任せっぱなしだけど、おれだって食後に食器洗あらったりしてるだろ！　トイレットペーパーは予よ備びがどこにあるのかわかんなかっただけだ！　そ、それから！　昨日の風ふ呂ろの件けんはおれのせいじゃねえ！　あれはお前が、おれと同居してることを忘わすれてバスタオル一枚まいで風呂から出てきたのがいけないんだろうが！」

「じゃあ、なんでキミは私がお風呂に入っているのを知っておきながら廊ろう下かをうろうろしていたのよ！　脱だつ衣い所じよを出た瞬しゆん間かん、目が合うとかおかしいでしょ！」

「うろうろしてたわけじゃねーし！　トイレから出た直後だったんだよ！」

「……疑うたがわしいわ」

「勘かん繰ぐりすぎだっての！」

　ああ、もう……。なんだよこの不毛な罵ののしり合いは──

「止めようぜ、神宮寺。大人おとなげない──って、リモコン投げんな！　食事中だぞ！」

　口こう論ろんはその後も続いた。

　そして一時間後……。

　終戦が宣せん言げんされることはなく、また停てい戦せんがどちらからか提てい案あんされるわけでもなく──







　──同どう棲せい生せい活かつで生じた軋あつ轢れきは異い世せ界かいにまで持ち込こまれた。

「だいたいキミはね、デリカシーがないのよ、デリカシーが。わかっていたことではあるけれど、一いつ緒しよに暮くらしてみてよりはっきりそのことを実感したわ」

「はぁ？　デリカシー？　何それ？　食えんの？」

「キミは食べることばかりね！　そんなにトンカツが食べたいのなら自分で作ったら？」

「あ、そっすかー。だったら外食ですませますー」

「……も、もう限げん界かいよ！　これ以上、キミと一緒に暮らすのは無理！」

　そう一ひと際きわ大きな声で叫さけんだ神しん宮ぐう寺じの背はい後ごに人ひと影かげが──

「一緒に暮らして……いる？」

　そこにいたのはロレッタだった。

　やべぇ……。

　おれが神宮寺のマンションに厄やつ介かいになっていることはロレッタには内ない緒しよ──という取り決めを交わしていたわけではないが、たぶんそのことは暗あん黙もくの了りよう解かいとして神宮寺も理解していたはずだ。おれも気をつけているつもりだったのだが……まずったな。

「サトル先生と覇は王おう先生は一緒に暮らしているのですか……？」

「ち、違ちがうのよ、ロレッタ。私は成なる宮みや君と同棲しているつもりはなくて……」

「つもりはない……？　では同どう居きよしているのは事実なのですね？」

「うっ……」

「アホかお前は」

　いくらなんでも慌あわてすぎだろ。らしくない対たい応おうだなぁ。

　でも……。

　神宮寺って噓うそをつくのは苦手そうだよな。

　ましてや相手がロレッタってことになると──

　おれもあまり噓はつきたくない。ロレッタに対してだけは。

「ロレッタ、おれから説明する」

　今さら否ひ定ていしても信じてもらえないだろうから、真実を明かすことにした。

　神宮寺と同棲しているのは事実だけど、それは付き合っているからではなく、雫しずくの睡すい眠みん妨ぼう害がい工作を受けてのことで、仕方なく一緒に暮らしているのだと。

「そ、そうなのよ、ロレッタ。さっきも言ったけれど、私は同棲しているつもりはないの。むしろ迷めい惑わくしていて……」

　誤ご解かいされるのが嫌いやだからだろう。神しん宮ぐう寺じは「迷惑」という部分だけやけに強調した。

　ま、神宮寺にしてみれば迷惑以外の何者でもないよな。

　仕方ないから泊とめてあげるけど！　というツンデレキャラのデレが見え隠かくれする展てん開かいとかではない。うん、それは絶ぜつ対たいないな。

「というわけだ、ロレッタ。同どう棲せいと言っても、おれと神宮寺の間に恋愛感情的なものは……」

「…………ううっ」

「え、ちょっと、ロレッタどうしたの？」

　理由はわからないが、目の前のロレッタはしゅんとしていた。

　悲しんでいる──というよりは恐きよう縮しゆくした様子で。

「……お二人とも、本当に……本当に申し訳わけないです」

　そして頭を下げるロレッタ。

　心配をかけたのはむしろこちらだというのに……。

「ど、どうしてロレッタが謝あやまるの？」

　頭を下げるロレッタに疑ぎ問もんを投げかける。

「だ、だって……この世界で起きているいざこざがお二人の日にち常じようにまで悪あく影えい響きようを及およぼしているのですよ？　お二人には夜の間だけ……寝ねている間だけ、ご指し導どう頂いただければわたしとしては十分だと思っていて……それ以外の時間までこの世界の事情に引っ搔かき回されてほしくないのです。もちろん、お二人のストレスの原げん因いんを作っているのは間ま違ちがいなくわたしなので、悪いのもこのわたしなのですが……」

「い、いや、悪いのはうちの妹であって……ロレッタが悪いわけでは……」

「わたしですよ。だってわたしがサトル先生を夢ゆめ召しよう喚かんしなければ妹さんであるシズクさんが夢召喚されることはなかったはずですし」

「それは……そうかもしれないけど……」

「お二人とも、夜の生活が負ふ担たんだと思ったらいつでも言ってください。夢召喚を解かい除じよするためには『祭さい壇だん』の効果が及およばない場所で死し亡ぼうする必要がありますが……お二人が望むのであればすぐにでも『祭壇』を以前のバーションに戻もどしますので」

「ロレッタ……」

　なんでそんな水くさいこと言うんだよ──

「負担だなんて……そんなこと私は一度も思ったことないわ」

「ですが、先ほど覇は王おう先生は『迷惑』している、とおっしゃいましたよね……？」

「そ、それは言葉の綾あやで。つまり……その……成なる宮みや君と一つ屋根の下という状じよう況きようが気に食わないというだけであって……それはロレッタの力になりたくない、という意味では」

「そうだぞ、ロレッタ。つーか、おれと神宮寺の仲が悪いのは今に始まったことじゃない。どうせこっちの事情とかなくてもおれたちは喧けん嘩かしてんだ。気にするだけ損そんだぞ」

　それに──

「おれと神しん宮ぐう寺じがこうしてロレッタと夜の生活を共にしているのは、ロレッタの人ひと柄がらとか生き様に共感したから、ロレッタのことが好きだから──だよ」

「サトル先生……」

「おれらの日にち常じよう生せい活かつはロレッタには見えない。だから不安になったり、心配になったり、迷めい惑わくなんじゃないか、と思うことがあるかもしれないけど、たとえどんな状じよう況きようになってもおれたちはロレッタの味方だから。それだけは覚えておいてほしい。……な？　神宮寺？」

「ええ……」

　神宮寺は穏おだやかな顔で頷うなずいた。

　付け加えることは何もない、というような顔だった。

「わたし……お二人と出会えて幸せです」

「ちょ、ロレッタ……泣かないでよ」

「な、泣いてませんよ……？」

「ロレッタ。心配かけてごめんなさい」

　神宮寺が涙なみだぐむロレッタの頭を優しくなでる。

「……覇は王おう先生」

「成なる宮みや君とのどうせ……いえ、同どう居きよの件けんもそうだけど、今、現実のほうで何かと立て込こんでいてね。だから気が立っていたのよ」

「お忙いそがしいのですか？」

「ちょっとだけよ」

　たぶん学園祭のことを言っているのだろう。神宮寺は生徒会長だから仕事なんていくらでもあるはずだ。忙しくないわけがない。

　……家事の分ぶん担たん、ちゃんと決めて、神宮寺の負担を減へらしたほうがよさそうだな。こっちは居い候そうろうの身だし、文もん句くを言うのは筋すじ違ちがい。今回、神宮寺が爆ばく発はつしちまったのはおれが原げん因いんと言ってもいいわけだし、ロレッタにも心配をかけてしまった。真面目に反はん省せいしよう。

　まー、なんつーか、上手うまくバランス取っていかないとな……。

　それにしても──

　おれたちはいつまでロレッタの味方でいられるのだろうか。

　大人おとなになっても、社会に出たあとも、夜はロレッタとダンジョン運うん営えいに励はげむことになるのだろうか。社会の荒あら波なみに揉もまれ、異い世せ界かいでのあれこれを考える余よ裕ゆうがなくなるくらい夜よる遅おそくまで働く生活を強しいられたとして、それでもおれはロレッタの先生でいられるだろうか。

　……まあ、社会に出ずにニートになっている可か能のう性せいもあるけど。

　ま、今は未来のことを考えているときではない。目の前のことを考えないと。

　目の前のこと──

　ユニス城じようの四十階でおれたちを『祭さい壇だん』送りにした伝説の金きん属ぞく生せい命めい体たい、ガーディアン。

　あらゆる攻こう撃げきを弾はじく、あの巨きよ体たいを倒たおす方法を考えなければ。

　もっとも……。

　どうすれば倒せるのか、という点については実はすでに結けつ論ろんが出ている。

「ロレッタ。ガーディアン対たい策さくの武ぶ器きについてだけど、もう概がい算さんは出てる？」

「はい！　計算ずみです！」

　いつもの元気を取り戻もどしたロレッタがキャビネットに駆かけ寄よる。

「これです！」

「ふむふむ……………………って、五百億デモン!?」

「す、すごい試算ね」

「一つでこれだけかかるってことだよね？」

「覇は王おう先生専用の武器『ディアブロソード』のみ計算しています」

　ディアブロソード──

　文字通りディアブロストーンを材料にして作ることのできる剣である。

　ディアブロにはディアブロ。

　現状、ディアブロ以上の強度を誇ほこる鉱こう石せきはこの世に存そん在ざいしないらしいので、ガーディアンに対たい抗こうできる武器も同様にディアブロストーンで作ったものしか考えられないのである。

　同どう質しつの素そ材ざいならばそう簡かん単たんには破は壊かいされないはず──

　そう……。

　おれたちはガーディアンに真っ向勝負を挑いどむ気でいるのだ。

　…………しかし。

「五百億デモンはなぁ」

「ダンジョンドットコムで高こう価か格かく帯たいのダンジョンが一つ買える値ね段だんね……」

「事業が軌き道どうに乗りつつあるとはいえ、うちの財ざい政せい状じよう況きようを考えるとちょっと……いえ、かなり厳きびしいです」

「金きん策さくしてどうにかなるレベルじゃない気がする……」

　戦いで真っ向勝負を選択すればお金がかかる。

　資し金きんに余よ裕ゆうのないおれたちが選ぶべき作戦ではないのかもしれない。

　いや──

　それこそ雫しずくの思う壺つぼだ。

　お金をかけて対抗策さくを練ねる──方向性はこれで合っているはずだ。

　ガーディアンの鎧よろいはあらゆる物ぶつ理り攻こう撃げき、魔ま法ほう攻撃を弾はじく。

　それ相そう応おうの武器を用意しなければ勝ち目はない。

　となれば……。

　考えるべきなのはやはり資し金きん調ちよう達たつ。

　うーん。さっき小細工はもう使えないと言ったけど、真っ向勝負を挑いどむための──資金調達のための小細工は必要だな。うん、そこはブレないのな、おれ……。

「とにかく全員で知ち恵えを絞しぼろう」

　おれたちは中心メンバーであるゴーレムさんとウルフ軍ぐん団だんを呼よび寄よせ、事情を説明し、資金調達のアイデアをみんなで練ねることにした。







　数時間後──

「…………未いまだアイデアゼロとは……」

「かつてない絶ぜつ望ぼう感かんっす！　これは本ほん格かく的てきにやばいっす！」

「ウガアアアアアアアア！」

「ギャンブル好きのジョナサンが、『僕を信じてお金を預あずけて』と言っているわ」

「料りよう理り評ひよう論ろん家かにギャンブル好き……あとの三匹ぴきのパーソナリティが気になるところだな……」

　かなりどうでもいい話題だった。

「時間がないから堅けん実じつなアイデアはことごとくボツにしなければならないのよね……。ギャンブルに頼たよりたくなる気持ちもわからないでもないわ」

「ジョナサンは単たんなるギャンブル狂きようだと思うが……」

　その後──

　残りのウルフからも様々な意見が出たが、どれも自分の趣しゆ味みをベースにした願望丸出しの建けん設せつ的てきとは言いがたいアイデアばかりで、

「「「「「ウガァ……」」」」」

　自分たちのアイデアが採さい用ようされずウルフ軍ぐん団だんは気落ちしてしまった。

　メンタル弱いな、相変わらず。

　……そんな中、




「ウホッ……ウホッ！　ウホッ！　ウッホ──ッ！」




　それまで黙だまってみんなの意見を聞いていたゴーレムさんが目を光らせた。

「ウホウホウホッ！　ウホウホウッホッホ──ッ！」

「へ？」「え？」

　ロレッタと神しん宮ぐう寺じがそろって驚おどろきの声を上げた。

「どうした、二人とも？」

「……ゴ、ゴーレムさんが……今さりげなくとんでもないことを……」

「え、ええ……。カミングアウトしたわ……」

　とんでもないこと？　カミングアウト？　実は男です、とか？

「ウホッ！　ウホッ！　ウッホ──ッ！」

　ゴーレムさんがどこからともなく名めい刺しのようなものを取り出した。

　そして、その名刺にはなんと──

　………………いや、おれ読めないけどな。

「株かぶ式しき会がい社しやタイタンアース、代だい表ひよう取とり締しまり役やく社しや長ちよう……アムドゥ・ストラス・ゴレムーン！」

　名刺を読み上げたのはスライムさんだった。

「舌した嚙かみそうな名前だな」

「サトルっち、アムドゥ・ストラス・ゴレムーン知らないんすか!?」

「初耳だけど」

「魔界では有名人っすよ！　稀き代だいの発明家にして起業家！　魔ま法ほう端たん末まつの生みの親っす！　たった一代で魔界有数の大だい富ふ豪ごうに上り詰つめた人物っすよ！」

「魔法端末を発明した人か……そりゃすげぇ」

　地球で言えばビル・ゲイツかスティーブ・ジョブズってところか。

「タイタンアースは魔法端末をこの世に知らしめた会社と言っても過か言ごんではありません。なんと言っても現げん在ざいの魔法端末のシェアの八十パーセントはタイタンアースですから。もちろんわたしが使っているのもタイタンアース製せいです」

「タイタンアース……アムドゥ・ストラス・ゴレムーン……。な、なあ？　語感からいって、ゴーレムさんの身内だったりする？　そのゴレムーンさんって」

「ウホッ！　ウホッ！」

「母親だ、と言っているわ」

「おお、マジか！」

　まさかゴーレムさんが社長令れい嬢じようだったとは……。

「ウホッ！　ウホウホウホッ！　ウホウホウホウッホッホ──ッ！」

「身分を隠かくしていたのは母親に社会勉強を強しいられていたから、だと言っているわ」

「家の名前を明かすと特別扱あつかいされるかもしれないから……でしょうか？」

「ウホッ！」

「神しん宮ぐう寺じもお嬢様のはずだが、ゴーレムさんに比くらべるとショボく感じられるな」

「キミ、神宮寺家に喧けん嘩か売っているの？」

「……あ、いや……なんでもないっす……」とおれは適てき当とうに誤ご魔ま化かし、「……えっと、じゃあ、ゴーレムさんのお母さんにかけ合えば資し金きん調ちよう達たつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくってわけか？」

「ウホウホウホッ！　ウッホ──っ！」

「最後の手しゆ段だんと思って財ざい政せい難なんに陥おちいったときも黙だまっていたけれど、今回のユニス側の金にものを言わせたやり方には我が慢まんならない。お金で解かい決けつできることなら力になる、と言っているわ」

「そりゃ頼たのもしい！」

「ウホウホウホウホッ！」

　ゴーレムさんがスマホサイズの魔ま法ほう端たん末まつを手に取る。

　母親に連れん絡らくするつもりなのだろう。

「……ウホッ！　ウホウホッ！」

　もしもし！　私です！　って感じかな？

　──ウホッ。

　ゴーレムさんの魔法端末からウホウホ語が漏もれ聞こえた。

　母親もあの喋しやべり方なのか……。

「ウホウホウホウホ──ウッホッ！　ウホウホ……ウホッ!?　ウッホッ!?」

　本題に入ったのだと思うが──

　なんだか雲行きが怪あやしい？

「ウホウホッ!?　ウッホッホッ!?　ウホッ──────ッ！」

　ゴーレムさんが一ひと際きわ大きな声で叫さけび、その後、うなだれた。

「おい、神しん宮ぐう寺じ。通つう訳やく、通訳」

「おそらくバイト先で身分を明かしたことを母親に咎とがめられたのだと思うわ。早口だったから間ま違ちがっているかもしれないけれど、最後に『勘かん当どう!?　これからは一人で生きろ!?』と言ったように聞こえたわ」

「……娘むすめが困こまってるってのに勘当って」

　というか──

「もしかしなくても……資し金きん調ちよう達たつに失敗？」

「ウホ……──────ッ」

「使えないっす！　使えないゴーレムっす！」

「………………ウホッ……」

　ゴーレムさんの目から輝かがやきが失われつつある。

　勘当を宣せん告こくされたのがそうとうショックだったみたいだな。

「サトル先生……どうしましょう？」

「うーん……」

　ゴーレムさんの母親の協力が得られないとなると、もはや八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

　五百億デモンもの大金を出してくれそうな人物なんて限かぎられているわけで。

「ウホッ……ウホッ……ウホウホウホッ……ウッホ──ッ！」

　母親に対する恨うらみつらみだろうか。ゴーレムさんが唐とう突とつに叫び始めた。

「……なんてくだらない」

「ん、神しん宮ぐう寺じ？　なんの話だ？」

「どうやらゴーレムさんの母親が勘かん当どうを言い渡わたしたのは、つい先日魔ま界かいで行われた同人イベントでゴーレムさんが販はん売ばいしたＢＬ同どう人じん誌しの完成度が低かったことも関係しているみたいよ」

「えー……」

　母親までＢＬ好きかよ。

「あれ？　でも同人イベント用の原げん稿こう、紛ふん失しつしたって言ってなかったっけ？　戦せん闘とう中ちゆうにうっかりドロップしちまったって」

「あれとは別のイベントよ。私、原稿に意見したから……ううん、なんでもないわ」

「誤ご魔ま化かしきれてねえぞ」

　この腐ふ女じよ子し率りつの高さよ……。そういや雫しずくも中学に入って間もないころに友達の影えい響きようで腐女子に変へん貌ぼうを遂とげたっけな。あいつ隠かくそうとしないから鬱うつ陶とうしいんだよな。ああいう趣しゆ味みはコソコソ楽しんでこそだと思うんだが。

「…………ん、待てよ……………………そ、そうか！　わかったぞ！」

「サトル先生？　何か閃ひらめきました……？」

「ああ……」

　おれはみんなに頷うなずいてみせた。

　思いついたぞ。起き死し回かい生せいのアイデアを──

　この方法を使えば──ディアブロ装そう備びが手に入る！

　…………可か能のう性せいがある。

　この世に絶ぜつ対たいはないから上手うまくいかないかもしれないが……。

　もうこのアイデアに懸かけるしかない！













　　　　　ＣＡＳＥ６　激戦を制する者は







「──総そう員いん突こう撃げき……です！」

　ロレッタの号令を受け、待機していた魔ま物ものたちがユニス城じように突とつ入にゆうを始めた。

　先頭は暗あん黒こく騎き士しシングージに扮ふんした神しん宮ぐう寺じ。

　そのあとをウルフ軍ぐん団だんが追い、そしてバイトの魔物たちが続く。

　おれ、ロレッタ、スライムさんはしんがり担たん当とうだ。

　最さい後こう尾びのおれたちにはゴーレムさんが護ご衛えいについてくれている。

　グオオオオオオオオオオオ──

　雇やとった魔物の数は二百を優ゆうに超こえる。

「おお、壮そう観かんだなぁ」

　おれは城内に突撃する魔物の群むれを眺ながめながらそうつぶやく。

　一度目のときは偽にせサイトを活用して人間たちに頑がん張ばってもらったが、あのあと雫しずくたちに偽サイトのことがバレてしまい、現げん在ざいの公式サイトは会員登録しないと、キャンペーンの詳しよう細さいを見ることができないようになっている。

　同じ手はもう使えない。

　だから──

　今度は奇きをてらわずストレートに総力戦を仕し掛かけたのだ。

　前回、バイトの魔ま物ものを活用しなかったのは地ち下か迷めい宮きゆうの守りを考えてのことだったが、今回は守りをほぼ捨すてて、この戦いに臨のぞんでいる。

　一いち応おう、監かん視し役やくに数名の魔物を残してきているが、戦せん闘とう要よう員いんではないので、できるのは本当に監視だけだ。だがたとえ地下迷宮に危き機きが訪おとずれたとしても、死し亡ぼうすることにより即そく座ざに地下迷宮で復ふつ活かつすることができるので、万が一の場合は集しゆう団だん自じ決けつという手がある。

　……まあ、できることなら回かい避ひしたい作戦だが。

「上だ！　みんなどんどん上を目指せ！」

　グオオオオオオオオオオオ──

　考えるよりも先に身体からだが動くタイプの魔物たち（悪く言えば脳のう筋きん）は群むれをなしてユニス側の魔物に襲おそいかかる。

「怯ひるむな！　前に進め！　突つっ込こめ、突っ込め！」

　グオオオオオオオオオオオ──

　きっとユニス側は大量の魔物を相手にすることは想定していなかったのだろう。

　二十階あたりまでは前回と比ひ較かくしても断だん然ぜん楽に攻こう略りやくすることができた。

　それでも戦力は二割減げん──

　その後も上にいくに従したがい、味方の数は減へっていった。

　あちらもどんどん戦力を投入している様子。

「サトルっち？　自分らまで来ることはなかったんじゃないっすか？」

「ん……なんでだよ」

　おれはゴーレムさんが背せ中なかに担かついでいる各種罠わなを受け取りつつ、反はん応のうする。

「後方からやってくる人間たちを罠にハメるサトルっちはさすがだと思うっすけど、これならバイトの魔物たちに戦わせたほうがよくないっすかぁ？」

「……んー、罠で撃げき退たいできるならそれに越こしたことないじゃん。戦力削けずられたくないし」

「サトル先生、この催さい涙るいガスが噴ふん射しやされる罠わななのですが、あそこにある宝箱の周辺の床ゆかに設せつ置ちする感じでいいでしょうか？」

「お、いいね。その手でいこう」

「とても指し揮き官かんのやることとは思えないっす！　地味っす！」

　わかってるよ、スライムさん──

　死んでもアップグレードした『祭さい壇だん』でおれもロレッタも復ふつ活かつできるとはいえ……。

　前回同様、戦いではなんの役に立たない、こうして手持ちの罠で後方からやってくる冒ぼう険けん者しやを撃げき退たいすることしかできないおれたちが前線にやってくる意味は薄うすい。

　指し揮きに徹てつするなら絶ぜつ対たい安あん全ぜんな地ち下か迷めい宮きゆうから指し示じを出したほうが効こう率りつ的てきだ。

　でも──

　おれにはある目的があった。

　ガーディアン──これを倒たおす算さん段だんはついている。

　問題はそのあと。

　……おれは雫しずくに言ってやりたいことがあるのだ。

　あいつはずっと家を空あけ、イトコの姉ちゃん家に居い候そうろうしている。居場所はわかっているし、学校にも通っているので現実で顔を合わせようと思えばいくらでもチャンスはある。

　いつでも会って、面と向かって話すことができる。

　だがそれではダメなのだ。

　この世界で、この戦いに勝って、その上で言ってやらないと。

　そうしなければあいつには伝わらない。

　説得力がない。

「あと少しで四十階だ。みんな気を抜ぬかないように」

「はい！」

「ウホッ！　ウホッ！」

「まー、適てき当とうに頑がん張ばるっすー」

　先頭の神しん宮ぐう寺じたちから三十階に到とう達たつしたと先ほど連れん絡らくがあった。

　まだ戦力は半はん減げんした程てい度どのようだから四十階まではこのままの勢いきおいを保たもてそうだ。

　問題はガーディアン──

　どれだけ戦力を投入しても普ふ通つうの武ぶ器きでは傷きず一つつけられないからな。

　そして、あの金きん属ぞく生せい命めい体たいとの戦いで鍵かぎとなるのはもちろん……。
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「ようやく……だな」

　四十階に到達したおれたちはお互たがいの背せ中なかを守るような陣じん形けいでガーディアンと対たい峙じしていた。

「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！」

　ガーディアンは前回と同じく階段を塞ふさぐようにして立っていた。

『また来たんだ。懲こりないねー』

　どこからともなく聞き覚えのある声が降ふってきた。

　壁かべの四よ隅すみに設せつ置ちされたスピーカーからだ。

『もう時間がないからって自棄やけになってもガーディアンには勝てないよ？』

　スクリーンに映うつった雫しずくのドヤ顔は相変わらず小こ憎にくたらしかった。

　もう時間がない──

　例の魔ま王おうを決める投とう票ひようが行われるのは明日。

　雫が言っているのはそのことだろう。

「自棄やけになったわけじゃねえよ。勝算があるから、この戦いに臨のぞんだんだ」

『だってさ、ユニス』

『……ゴリ押おしじゃない？』

『ハッタリだって。兄あに貴きはそういうの得意なんだから──……っ』

　雫の顔が凍こおりついたのがはっきりわかった。

　その隣となりにいるユニスの顔もだ。

　二人の目が捉とらえたもの──それは……。

「ここからが本番ね」

　先頭の神しん宮ぐう寺じがそれまで使っていた安物の剣けんを腰こしの鞘さやに戻もどし、背負っているもう一本の剣を引き抜ぬいた。その剣はおれが持っている魔剣をより禍まが々まがしくしたもので。

『う、噓うそ。噓だ……』

『あの模も様ようはガーディアンの鎧よろいと同じ……？』

『そんな！　お金もないのにどうやってディアブロソードを！』

　神宮寺が手に持つ巨きよ大だいな剣──

　それはまさにディアブロソードであった。

　製せい作さくを依い頼らいすれば完成まで優ゆうに数ヶ月はかかると言われている武器で──

　だからおれたちはこの剣をレンタルという形で入手した。

　本来の持ち主は──タイタンアースの代だい表ひよう取とり締しまり役やく社しや長ちよう、つまりゴーレムさんの母親である。

「魔界の大物にツテがあってな。これはそのツテを最さい大だい限げん利用して手に入れたものだ」

『くっ、まさかパトロンがいるだなんて……』

「パトロン？　それはちょっと違ちがうなー」

　ディアブロソードは時じ価か五百億デモンで取引されている非ひ常じように高価なもの。

　たとえおれたちにパトロンがいたとしても、そう簡かん単たんに動かせる金きん額がくではない。

　そもそもゴーレムさんの母親は、迂う闊かつにも身分を明かしてしまった自分の娘むすめに勘かん当どうを言い渡わたし、その後、一方的に電話を切ってしまったわけで、とてもじゃないが資し金きん援えん助じよに応おうじてくれる雰ふん囲い気きではなかった。

　そこでおれたちはある賭かけに出た。

　まあ賭けというか、あるものを提てい示じしてゴーレムさんの母親と交こう渉しようを試みたのだ。

　……そのあるものというのは──

「雫ー。このディアブロソードが手に入ったのはお前のおかげなんだぞ？」

『…………は？　何言ってんの？』




「ディアブロソードの持ち主がＢＬ好きでなー。お前がクローゼットの中に隠かくしてたＢＬ同どう人じん誌しを渡わたしたら、『地球は──日本はレベルが高い！』って喜んでたぞ？」




『……ちょ、兄あに貴き、何考えてんの!?　バカなの!?』

「おれもチラッと覗のぞき見したけど、お前の持ってる本ってなんで全ぜん寮りよう制せいの学校っていう設せつ定ていがあんなに多いんだ？　カップリングも先せん輩ぱい後輩の組み合わせばっかだし。しかも後輩は絶ぜつ対たい金持ちの息子で、世間知らずな優ゆう等とう生せいタイプな。元ネタが同じなのかと思ったけど、オリジナルの本もかなり混まじってたし、何アレ？　あれがお前の理想のシチュなの？」

『う、うっさいなぁ！　人の趣しゆ味みにケチつけんな！　兄貴だって持ってるエロ本とかエロゲーに出てくるキャラ、黒くろ髪かみ巨きよ乳にゆうばっかじゃん！　しかも高たか飛び車しや生徒会長か、金持ちツンデレキャラで、脅おどして性せい奴ど隷れいにするヤツばっか！』

「てててて適てき当とう言うなし！」

　こ、こいつ──いつの間におれの秘ひ蔵ぞうのコレクションを!?

「兄貴あれでしょう？　日ごろ、神しん宮ぐう寺じ先輩に酷ひどい目に遭あってるから、せめてフィクションの中だけでも支し配はいしたい、っていう願望の表れでしょ？　生徒会長とか金持ちキャラって、金髪系も豊ほう富ふだけど、兄貴のコレクションは全部黒髪に限げん定ていされてたし！」

「…………成なる宮みや君」

　神宮寺がディアブロソードの切っ先をおれに向ける。

「いやいやいや！　誤ご解かいだって！　本気にすんな！」

　ってか、雫しずくのヤツ、おれと神宮寺がいがみ合ってることもそうだが、なんでおれの秘蔵のコレクションを熟知してんだよ！　や、まあ、おれも人のこと言えないけどさ！

「サトル先生、話がよくわからないのですが……？」

「自分が説明するっす！　要はサトルっち、覇は王おうっちを夜のオカズに──」

「スライムさん！　説明すんなあああああ！」

「もがっ!?」

　スライムさんの口を手で塞ふさぐ。水みず属ぞく性せいだからか唇くちびるがぷにょぷにょしていた。

　……ったく、妹ってのは厄やつ介かいな生き物だぜ。

　ま、ロレッタの未来が明るいものになるのならこのくらいなんてことない。

『勝手に人の同人誌を売り払はらうなぁ！』

「安心しろ。売り払ったわけじゃない。担たん保ぽにしただけだから」

　そう──

　おれたちは何も同人誌とディアブロソードを物ぶつ々ぶつ交こう換かんしたわけではないのだ。

　ゴーレムさんの母親はＢＬ好きの腐ふ女じよ子しではあるが、趣しゆ味みのためなら金に糸目はつけない、という浪ろう費ひ家かタイプではなかったのである。

　交こう渉しようは難なん航こうした。入手困こん難なんな日本の同どう人じん誌しとはいえ、時じ価か五百億デモンの武ぶ器きとの交こう換かんは割わりに合わないと言われてしまったのだ。

　そこでおれが提てい案あんしたのが『同人誌の永えい久きゆう供きよう給きゆう案あん』である。

　まずディアブロソードはレンタルという形で借り受け、戦いが終わったら返す。

　また武器が原型を留とどめていれば雫しずくの同人誌も返ってくる。

　ただし──

　万が一、ディアブロソードが破は損そんしてしまった場合、雫の同人誌はゴーレムさんの母親のものとなり、さらに定期的に日本のＢＬ同人誌や各種グッズを異い世せ界かいに持ち込こみ、ゴーレムさんの母親に提供しなければならなくなる。

　それが『同人誌の永久供給案』の概がい要ようである。

『破損したら、返ってこない!?』

　そのことを雫に伝えると、額ひたいにシワを寄よせるほど驚おどろいていた。

「降こう参さんするなら今のうちだぞ？　いいのかぁ、雫？」

『ぐぬぬぬっ……』

『雫、大だい丈じよう夫ぶ？』

『ぬううう！　平気！　問題ない！　もし剣が破損して、同人誌が返ってこなくても、兄貴に弁べん償しようさせればいいだけだし！』

「やっぱそう来るかー」

　雫がこの程てい度どのことで降参するわけねぇよなぁ。

「神しん宮ぐう寺じ、雫もああ言っていることだし、手て加か減げんは無用だ！　ガーディアンをやれ！」

「……あとで覚えておきなさいよ」

　切れ長の目がおれを射い竦すくめる。

　まるで一番の敵てきはキミよとでも言いたげであった。

「はあああああああああああああ！」

　神宮寺がガーディアンに斬きりかかる。

　緊きん張ちようの一いつ瞬しゆんである。

　前回はあっけなく弾はじき返されたが──

「サトル先生、見てください！　ガーディアンに傷きずが！」

「おっ、本当だ！」

　神宮寺が放った斬ざん撃げきがガーディアンの鎧よろいに傷をつけた。

　効きいている。

　聖せい剣けんデュランダルでは傷一つつけられなかったがディアブロソードは違ちがう。

　ちゃんとガーディアンにダメージを与あたえている！

『雫しずく……このままでは』

『う、うん。わかってる。とりあえず待機してる魔ま物ものを下に向かわせて……』

『試作中のアレも動かすべきでは？』

『……そうだね。あっちはディアブロソードを持ってるわけだし……』

　スクリーン越ごしに二人の会話が聞こえてきた。

　かなり焦あせっているようだな。

　作さく戦せん会かい議ぎするならスクリーンを切ってからにしたほうがいいぞ？

　──グオオオオオオオオオオオ！

　ほどなくして上の階から魔物の群むれが降おりてきた。

「こっちも応おう戦せんだ！　総員かかれ！　ガーディアンは神しん宮ぐう寺じに任まかせていいからな！」

「ウホッ！　ウホッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　バイトリーダーのゴーレムさんを先頭に、降りてきた魔物を迎むかえ撃うつ。

　四十五階に続く階かい段だんがあるこのフロアはかなり広く──

　天てん井じようの高さも含ふくめ、学校の体育館を連想させる空間の広がりがある。

　そんな中、おれ、ロレッタ、スライムさんは後方でみんなの戦いを見守っていた。

　最近、ロレッタが覚えた魔法シールドが周囲に張はり巡めぐらされているので、ガーディアンの攻こう撃げき以外はなんとか防ふせぐことができる。

　この戦いの主役はディアブロソードを持っている神宮寺だ。

「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ──ッ！」

　戦いが加熱する中、ガーディアンの特大の咆ほう哮こうが室内を揺ゆらした。

　その直後──

　ガーディアンが両手でかまえている斧おのを大きく振ふり回した。

　警けい戒かいしていた神宮寺はバックステップでその攻撃をかわすが……。

　──ブオン！

　突とつ然ぜん、斧の刃先が数倍の長さに伸のびた。

　伸しん長ちようしたその斧は神宮寺の胴どう体たいを襲おそい──

「きゃあああああああ！　覇は王おう先生！」

　神宮寺だけではない……。

　近くにいたゴーレムさん、ウルフ軍ぐん団だんもろとも薙なぎ払はらった。

『あ、あは……あはははは！　やったぁ！　やったあああ！』

『さすがにグロイです……』

　笑顔の雫と、顔を背そむけるユニス。

　一方のおれたちは──

「……これで、ガーディアンの攻こう撃げきパターンはだいたい読めたな」

「幻まぼろしだとわかっていても、ドキッとしますね、やっぱり」

「一いち応おう、撮さつ影えいしといたっすー。あとで何かに使えるかもしれないっすからー」

　予定通りの展てん開かいに頰ほおを緩ゆるませていた。

　と言うのも──

「……ああいう攻撃もあるわけね」

「ウホッ！　ウッホッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　全員無事だからだ。

　胴どう体たいを真っ二つにされた神しん宮ぐう寺じも、両足を切り落とされたゴーレムさんも、五匹ひき仲よく薙なぎ払はらわれたウルフ軍ぐん団だんも、傷きず一つ負うことなく生せい存ぞんしていた。

『な、なんで!?　なんで全員、生きてるの!?』

『ありえません……。ガーディアンの必殺の奥おう義ぎ、旋せん風ぷう撃げきが完全に入ったのに……』

　思わぬ展開に雫しずくたちは混こん乱らんしている様子。

　まあスクリーン越ごしではわからなかっただろうな。

　……いや、現実を目まの当たりにしていたおれたちだって事前にタネを知っていなければ信じられなかっただろう。




「上手うまくいったようですわね」




　おれの後方──長い通路から音もなく現れた金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女。

　元教会の広こう告こく塔とう、聖せい女じよセシリアである。

「助かったぜ、セシリア。幻げん術じゆつ、サンキューな」

「いえいえ」と首を振ふるセシリア。「お役に立てたのなら幸さいわいですわ」

「ちょっとヒヤヒヤしました」

「映えい像ぞうだけ見ると幻まぼろしにはとうてい見えないっす！　これで映画撮とれるっす！」

　保ほ険けんかけといてホントよかったぜ……。

　負けられない戦い──一発勝負だからこういうリスクヘッジはマジで大事。

　雫たちもまさかおれたちが教会を追放されたセシリアと手を組んでいるとは思わなかっただろう。幻術作戦、大だい成せい功こうだ。

「ではわたくしも加か勢せい致いたしますわ」

　セシリアが武ぶ器きを握にぎり、魔物の群むれに向かっていく。

　彼女は剣の腕うでもたしかだ。大きな戦力になってくれるはず。

　そして、もう一人も──

「咲さく良らさん、行くわよ」

「……了りよう解かい」

　神しん宮ぐう寺じの声に合わせて地を蹴けったのは咲良さん。

　今の今までセシリアの幻げん術じゆつで姿すがたを隠かくしていたのだ。

　その間、ずっとガーディアンの動きを彼女は見ていた。

　全ての攻こう撃げきパターンを把は握あくするために……。

　しかも咲良さんの手にはもう一本のディアブロソードが握にぎられている。

「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ──ッ！」

　ガーディアンが斧おのを一いつ閃せん──

　目の前の強きよう敵てき二人を攻撃するが……。

「はあああああああああ！」「やあああああああああ！」

　少女たちは華か麗れいなジャンプでその攻撃をかわし、

　──ざしゅううううう！

　神宮寺はガーディアンの左ひだり腕うでを、咲良さんは右腕をそれぞれ斬きり落とした。

「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ!?」

　それまでにない咆ほう哮こう──まるで悲鳴のように聞こえた。

　床ゆかに巨きよ大だいな腕、二本と斧が落ちている。

　これでもう斧は握にぎれない。

　多た彩さいな技わざを持つガーディアンだが、そのほとんどは斧から繰くり出されるものだった。

　あと警けい戒かいすべきなのは胸部から発はつ射しやされるペラゾーマくらいだが──

「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ──ッ！」

　そのペラゾーマがガーディアンの胸むねから伸びた五つの砲ほうから発射された。

　この間と同じく五発同時発射というチート級きゆうの魔ま法ほうが神宮寺たちに襲おそいかかる。

　だが──

「来るとわかっていればこんなもの！」

「……とてもわかりやすい」

　二人はディアブロソードを盾たてにしてペラゾーマを弾はじいた。

　ディアブロソードは武器だが、あらゆる攻撃を弾くという意味ではガーディアンの鎧よろいと同じなのだ。ペラゾーマを弾くくらいなんてことない。

『ガーディアンが……私とユニスの最さい高こう傑けつ作さくが！』

『雫しずく、やっぱりアレを使うしか……』

『わかってる！』

　両腕を斬り落とされ、切り札のペラキャノン（だったよな？）を弾かれ、雫たちはそうとう焦あせっているようだけど、どうやらまだ何か隠かくし球だまがあるみたいだな……。

「サ、サトル先生！　あれ！」

「ぬおー!?　なんか見覚えあるっすよ!?」

　ガシャンガシャン──

　上の階から複ふく数すうの足音が降おりてきた。

「ウホホホホホホホホホホッ！」

「「「「「ウガガガガガガガガガガッ！」」」」」

「スララララララララララッ！」

　現れたのはゴーレムさん、ウルフ軍ぐん団だん、スライムさんとよく似にた金きん属ぞく生せい命めい体たいで……。

『ディアブロゴーレム……ディアブロウルフ軍団……そしてディアブロスライムさん！　侵しん入にゆう者しやを排はい除じよして！　手て加か減げんは無用だから！』

　雫しずくの命令を受け、金属生命体たちはガシャンガシャンと激はげしく足音を鳴らす。

　なんでディアブロスライムだけさん付けなんだよ……。

　そんなおれの心の叫さけびはともかく──

「まさか……もう完成していたとは！　ディアブロゴーレム、ディアブロウルフ軍団、ディアブロスライムさん！」

「名前、長いっすねー。呼よびにくいっす。略りやく称しようとかないんすかぁ？」

『じゃあ、ディアＧ、ディアＷ軍団、ディアＳさん？』

『あ、なんかモ○ハンの装そう備びっぽい略し方。……って、ユニス！　敵てきの戯言たわごとにいちいち付き合わなくていいから！』

『ご、ごめんなさい……』

　茶番を挟はさみつつも、戦いはさらに加熱していった。

「どうやらこれからが本番みたいね」

「……うん」

　神しん宮ぐう寺じと咲さく良らさんが新手の出現に気を引き締しめる。

　おれたちも吞のん気きに鑑かん賞しようしてる場合じゃないぞ。

「神宮寺、咲良さん！　まずはガーディアンからだ！　新手の金属生命体は同キャラ対決といこうぜ！　ゴーレムさんとウルフ軍団は例の秘ひ密みつ兵へい器きを起動だ！」

「ど、同キャラ対決って、自分も戦うんすかぁ……？」

「またこの前みたいにギガンテ使って自じ爆ばくしてよ」

「自爆推すい奨しようっすか!?」

「や、ほら？　たしかギガンテって魔ま法ほう力りよくでダメージを与えるんじゃなくて生命エネルギーをぶつける自爆技わざだろ？　もしかしたらディアブロの鎧よろいを貫つらぬくかもしれない」

「……ん、んー、かもしれないっすけど……」




「スララララララララララッ！」




「ほらほら。あっちもスライムさんと戦いたがってるぞ」

「ま、マジっすか!?　ひぃぃぃぃぃ!?」

　超ちよう笑顔で迫せまってくるディアＳさんに恐おそれをなしたスライムさんがその場から駆かけ出す。

「スライムさん……大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「やってくれるさ、スライムさんなら」

　……かどうかはわからんが、少しでも時間を稼かせいでくれればそれでいい。

「ウホッ！　ウホッ！　ウホッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

「ウホホホホホホホホホホッ！」

「「「「「ウガガガガガガガガガガッ！」」」」」

　そうこうしているうちにフロアの中央で、同キャラ対決が始まった。

　咆ほう哮こうが入り混まじり、聞いているだけで耳が痛いたくなってくる。

「ウホッ！　ウホッ！」

　ゴーレムさんがディアＧに向かってパンチを放つ。

　ディアブロに包まれたディアＧに並なみの攻こう撃げきが効きくはずもないのだが、

「ウホホホホホホホホホホッ!?」

　……効いている。

　ディアＧはゴーレムさんのパンチにダメージを受けていた。

　それもそのはず……。

「これがディアブロナックルの威い力りよく！　素晴らしいです！」

「ウルフ軍ぐん団だんが前足につけてるディアブロクロウも効いてるっぽいな！」

『な、なんでそんなにディアブロ装備がそろってるの!?　バーゲンでもやってたの!?』

　雫しずくがスクリーン越ごしに金かな切きり声を上げる。

「ああ。言い忘わすれてたけど、ゴーレムさんの母親に渡わたしたのは同どう人じん誌しだけじゃないんだよ。同人誌と一いつ緒しよにクローゼットに隠かくしてたグッズなんかも担たん保ぽにしたから。ってかさ？　お前、どんだけ抱だきまくらカバーとか添そい寝ねシーツ持ってんだよ？」

『ゴミ兄あに貴き！　殺す！　絶ぜつ対たい殺すぅぅぅぅぅぅぅ！』

　いやー、念のため用意しといて正せい解かいだったぜ。

　神しん宮ぐう寺じと咲さく良らさんならガーディアンを攻せめ立てることができると信じていたし、劣れつ勢せいだとわかればユニス側が新あら手ての敵てきを送り込んでくるかもしれない、ということも同時に予よ測そくできていたことで、だからおれはディアブロ装備をゴーレムさんたちに与あたえたのだ。それも目立たないような形で。

「みなさん頑がん張ばってください──っ！」

　声せい援えんを送りながら支し援えん魔ま法ほうでみんなを援えん護ごするロレッタ。

　目の前では死し闘とうが繰くり広げられている。

　文字通り死し屍し累るい々るいの戦いである。

　もっとも死を迎むかえた者はもれなく『祭さい壇だん』送りなのでフロアに屍しかばねは転がっていないが。

「マジで……すごい光景だな」

　敵てきも味方も、その数をどんどん減へらしている。

　まるで神かみ隠かくしにでも遭あったかのようにフロアから消えていく。

　魔物対魔物の雑魚ざこ対決もそうだが、

「ウホッ!?　ウホッ!?　ウッホオオオッ!?」

　同キャラ対決に臨のぞんでいたゴーレムさんがディアＧに敗やぶれ──

　ついに『祭壇』送りとなってしまった。

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」

　ウルフ軍ぐん団だんは激げき闘とうの末、ディアＷ軍団を破は壊かいしたが、

「うぎゃあああああああっす!?」

　スライムさんはギガンテを放つことができず敗北。

　生き残ったディアＧとディアＳに向かっていったのはセシリア。

　彼女にも密ひそかにディアブロレイピアを渡わたしておいたのでヤツらに対たい処しよできるはず。

　そんな中──

「咲さく良らさん！　止とどめよ！」

「……了りよう解かい」

　剣道少女コンビがガーディアンに止めを刺ささんとしていた。

「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ──ッ！」

　ガーディアンもペラキャノンで迎むかえ撃うつが……。

　──ガキーン！

　二人は空中でペラゾーマ五連発を弾はじき、

「はあああああああああ！」「やあああああああああ！」

　ガーディアンの胴どう体たいに向かって突撃。

「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ──ッ!?」

　心しん臓ぞう部ぶを破壊されたのか、ガーディアンは一ひと際きわ高い咆ほう哮こうを上げ、その場に倒たおれ込んだ。

「やりました！」

「ああ！」

　二人なら絶対なんとかしてくれると思ってた。

　そして──

　二人が生き残りさえすれば残ざん党とうの処しよ理りなんてわけない。

　勝ちだ。おれたちの勝ち。

「……ふぅ、さすが咲さく良らさん。あなたがいてくれて本当に………………え？」

　咲良さんと微笑ほほえみ合っていた神しん宮ぐう寺じの顔から笑顔が消えた。

「ウゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ──ッ！」

　床ゆかに倒たおれ伏ふしていたガーディアンが再ふたたび咆ほう哮こうを上げたのだ。

　何事かとその場にいた全員がガーディアンに注目すると、




「ジバク……モード……キドウ……。三、二、一──ミナサン……サヨウナラ！」




「まずいぞ、あれは──」

「ひゃんっ!?」

　おれはとっさにロレッタを床に押おし倒し、身を低くした。

　──ド──────ンッ！

　直後、ガーディアンが大だい爆ばく発はつを起こした。

　超ちよう巨きよ大だいな火球がフロア全体を包つつみ込む。

　……。

　…………。

　………………。

「え」

　目を開けると、ロレッタが戦せん闘とう前まえに張った魔ま法ほうシールドが消えていた。

　……消えていたのは魔法シールドだけではない。

「は、はぇ？　誰だれも……残っていないです……？」

「敵てきも味方も、ガーディアンの自じ爆ばくに巻まき込まれたんだ……」

　全ぜん滅めつ──といっても、みんなとっくに『祭さい壇だん』で復ふつ活かつしてるだろうけど。

　教会を追放されて『加か護ご』を受けられなくなったセシリアと咲良さんにも、今回の作戦の前に『帰き趨すうの邪じや法ほう』をかけておいたから、あの二人も神宮寺たちと一いつ緒しよに地ち下か迷めい宮きゆうで蘇よみがえっているはずだ。

　一方、おれとロレッタは──

　フロアの隅すみにいて、魔法シールドを張はり巡めぐらせていたから助かったのだろう。

「ディアブロソードが落ちてる……」

　一本は神宮寺のもの、もう一本は咲良さんのものだろう。

　おそらく二人ともディアブロソードを盾たてにして自爆攻撃から身を守ったはずだ。

　とはいえあの大だい爆ばく発はつである。

　ペラゾーマのような単たん体たいに向けた攻こう撃げきならば弾はじくことはできるのだろうが、さっきのような広こう範はん囲いに渡わたる攻撃を剣で防ふせぐことはできない。身を隠かくすことができる盾たてとかだったら生せい存ぞん可か能のうだったかもしれないが──

「おれとしたことが……あの程てい度どの攻撃も予よ測そくできないなんて……」

　ガーディアンだぞ、ガーディアン。

　いかにも自じ爆ばくとかやってきそうな敵てきなのに……。

「……何もかもボロボロだな」

　フロアにはディアブロソード以外にもドロップ品（敵のものか味方のものかはわからない）が落ちていたが、それ以外は見るも無残だった。

　──プス……プスプス……ッ。

　雫しずくたちの顔が映うつしだされていたスクリーンも消し炭ずみになっている。

　でも──

　おれとロレッタは生き残った。

　ガーディアンに全ぜん滅めつさせられる可か能のう性せいだってなくはなかった戦いだ。

　結果としてガーディアンを倒たおせたわけで……。

　これも死力を尽つくして戦ってくれたみんなのおかげだ。

「ロレッタ、行こう。上で雫たちが待ってる」

　おれは床ゆかに刺ささったディアブロソードを引き抜ぬき、ロレッタに手て渡わたした。

　もう一本は自分の手に。

「みんなの死を無む駄だにしてはいけない」

「……はいです！　行きましょう！」

　おれたちは焼け焦こげたフロアを抜け、上に続く階かい段だんを駆かけ上がった。

　四十階から四十五階へ、そして五十階へ──

　その間、敵が出現することはなかった。
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「……あ、兄あに貴き」

「ロレッタ……」

　最上階は地ち下か迷めい宮きゆうの玉ぎよく座ざの間とよく似にた構こう造ぞうだった。

　ただ玉座が二つあり、雫とユニスはその玉座の前で棒ぼう立だちしていた。

　二人とも焦あせった様子はなく……なんというか放心していた。

「ん、あそこに見えるのは『祭さい壇だん』と──」

　さっきまで戦っていたユニス側の魔ま物ものたちが『祭さい壇だん』の周囲に転がっているのが見えた。

　──ウガガ……ッ。

　──ガアア……ッ。

　復ふつ活かつしては戦い復活しては戦いを繰くり返したのだろう、みんな疲つかれ切っている。

『祭壇』は復活を促うながす効こう果かがあるが、それは死の直前に戻もどるだけである。

　体力の消しよう耗もうが回かい復ふくするわけではない。

「どうやら……打つ手は残っていないみたいだな」

　手て駒ごまを使い果たしたのはこちらも同じだが──

　ディアブロソードを二本所持しているおれたちのほうが間ま違ちがいなく有ゆう利りである。

　雫しずくとユニスは丸まる腰ごしで、武ぶ器きを持っている様子はなかったから。

「さーて、仕上げだな」

　おれはディアブロソードを両手でかまえたまま二人に接せつ近きんする。

「サ、サトル先生……何を？」

「仕上げだよ、仕上げ」

　と言いながらなおも二人に迫せまるおれ。

「ま、待ってよ、兄あに貴き？　無む抵てい抗こうの私たちを斬きるつもり？」

「……もうこちらに戦う意い志しはありません」

　そう言って二人が両手を上げる。降こう参さんのポーズだ。

「降参だぁ？　おれたちゃ戦争してんだぞ？　通るか、そんなもん！」

　脅おどすように言う。

　そして、雫の目の前までやってくるとディアブロソードを振ふり上げ、

「兄貴!?　謝あやまるから！　謝るから止めて!?」

「だから知るかっての！」

　おれは両手で頭をかばい目を瞑つむった雫の頭に──

　ディアブロソードを振り下ろ──しはせず、代わりに頭の上にゲンコツを落とした。

「……痛……たぁ！」

「バカタレ」

　ゲンコツを落としたあと、おれは雫の頭をさすってやった。

「びっくりしましたぁ……」

　ロレッタがホッと胸むねをなで下ろし、おれの隣となりに並ならぶ。

「ううう……酷ひどい」

「ビビりすぎだろ、お前。ってか、たとえ斬きられたとしても、奥おくの『祭壇』で復活するんだから、どうってことないだろうが。おれなんてこっちに来てけっこうな回数死んでるぞ」

「……マジ？　私、一度も体たい験けんしたことない」

「そういえば私もありません……」

　二人とも死を疑ぎ似じ体たい験けんしたことがないらしい。

　ま、今回が初めてのダンジョン運うん営えいなんだろうし、経験が浅いのも当然か。

「──雫しずく」

「……な、何？」

「ことの重大さがわかっていないようだから言うが……」

　おれは雫の正面に立つと、そう前置きし、

「ここにいるのがおれとロレッタじゃなくて、お前たちがキャンペーンを打って集めた冒ぼう険けん者しやの群むれだったらどうなっていたと思う？」

「え……それは……」

「人間たちは容よう赦しやないぞ。まず復ふつ活かつができないように『祭さい壇だん』が破は壊かいされる。そのあとは奥おくに転がってる魔物たちを惨ざん殺さつ。最後にお前とユニスだ。お前は死んでも夢ゆめ召しよう喚かんが解かい除じよされるだけだが、ユニスはどうなる？　お前、そこまでちゃんと考えていたのか？」

「う……」

　言葉に詰つまる雫。返事に窮きゆうしている様子だが──

「た、たしかにそういう事じ態たいは想定していなかったけど……で、でも、ここに上がってきたのが兄あに貴きたちじゃなかったら、そこにあるエレベーターで地下に降おりて、ゲートをくぐって魔界に避ひ難なんしていたと思うし……別に何も考えていなかったわけじゃ……」

「魔物たちは？　放置して自分たちだけ逃にげるのか？　仲間を見み捨すてて？」

「…………ううっ」

　今度こそ反はん論ろんの言葉を失ったようで、雫はしゅんとしてしまった。

「ダンジョン運営で大事なのは、いかにして冒険者に『もう二度と来たくない！』と思わせるかであって、甘あまい汁しるを吸すわせてリピーターを増ふやすお前のやり方は、商売としては正しいのかもしれないけど、ダンジョン運営においては悪あく手しゆだ。絶ぜつ対たいに間ま違ちがってる。あのまま有用な武ぶ器きや防ぼう具ぐを冒険者に与あたえ続けていたら、いずれ城しろを守れなくなっていたはずだ」

「……そんなことない。だってこっちにはガーディアンが……」

「そのガーディアンを倒たおしたから、おれたちはここにいるんだぞ？」

「……そ、それはそうだけど」

「もっと段階を踏ふむべきだったんだ。ユニスをナンバー１にしたいのなら──大切に思っているのなら、焦あせらず、じっくり作戦を練ねるべきだったんだよ」

　こいつのダンジョン運営は様々な危険を孕はらんでいる。

　おれは雫にそのことを身をもって知ってほしかった。

「わかったか、雫？」

「………………だったら……」

「ん？」

「……だったら私は……どうすればよかったの？」

　雫しずくが悲ひ痛つうな表情を浮うかべ、おれを見上げた。

　両目には涙なみだが溜たまっており、今にもこぼれ落ちそうだった。

「どうすれば兄あに貴きみたいに……兄貴みたいに大切な人を守ることができるの？　ねえ、兄貴。私はどうすればよかったの？　教えてよ!?」

「ど、どうした、雫？」

　勢いきおいよく詰つめ寄よってきた雫をおれは両手で支ささえる。

「わかんない……わかんないよ私……」

　雫がおれの胸むねに顔を埋うめたまま嗚お咽えつを漏もらす。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいたが、おれは雫が泣き止むまで頭をなでてやった。

　そういえば小さいころの雫は泣き虫だったな、と思いながら。







　しばらく経たって──

　落ち着きを取り戻もどした雫はゆっくりと過か去このことを語り始めた。

　中一のとき、小学生時代から仲のよかった子がイジメに遭あい、それを止めようとした結果、余よ計けいイジメが悪化してしまったこと。

　ユニスに夢ゆめ召しよう喚かんされ彼女の境きよう遇ぐうを知り、その子とユニスを重ねてしまったこと。

　今度は失敗しないように、と手しゆ段だんを選ばなかったこと。

「そうか……友達を助けられなかったから……」

　だからなりふりかまわず、ユニスを魔王にしようとしたわけか。

　んー、でも、だからってなぁ。

「雫。昔、友達を助けることができなくて、そのことで悔くやんでいるのはわかったけど、それとユニスの件けんはまた別だろ？　もっと穏おん便びんな方法でユニスを魔王にすることだってできたんじゃないのか？」

「たしかにそうです」とロレッタが同意する。「実じつ際さい、わたしたちのほうは話し合いに臨のぞむ用意があったわけですし」

「それは……」

　雫が一いつ瞬しゆん、ユニスのほうを見て、すぐに目をそらした。

　そして、今度はおれに視し線せんを合わせ、

「だって……兄貴……現実でも、異い世せ界かいでも……なんでも自由にやってるから」

「は？　おれのせいだってのか？」

　そういやこいつやけに挑ちよう発はつ的てきだったよな。兄貴には負けないとかなんとか言って。

「兄あに貴き……覚えてる？」

「覚えてるって、何をだ？」

「さっき話したイジメられてた友達なんだけど……私が余よ計けいなことをしてイジメが悪化したあと、実はある人のおかげでイジメは終しゆう焉えんを迎むかえたの」

「なんだバッドエンドじゃなかったのか。それで？　そのある人ってのは？」




「………………兄貴だよ」




「って、おれかよ!?」「サトル先生が？」「そうなの？」

　驚おどろくおれ。ロレッタとユニスも興きよう味み深ぶかそうに雫しずくを見る。

「私もあとから聞いた話なんだけど……その子、放課後に必ずイジメっ子たちと立ち寄よるコンビニがあって、そこで『万引きしてこい』とか『店員に告白してこい』とか無茶ぶりされてたらしいんだけど、ある日、たまたま現場に兄貴が現あらわれて……」

「コンビニに？　うーん、悪いがまったく記き憶おくにない」

「本当に覚えてないの？」と雫が呆あきれたような顔で言う。

「ああ……。んで、おれはどうやってお前の友達を救すくったんだ？」

「たしか最初はコンビニの前でたむろってるイジメっ子たちに『はいはい！　おれもイジメてイジメて！　おれ女の子に罵ののしられることに快かい感かんを覚える生き物なの！』とかなんとか言って突とつ撃げきしたって話で、イジメっ子たちも私の友達もドン引きだったって」

「……サトル先生」「……それは引きます」

　ロレッタとユニスが冷たい目でおれを見る。

　えー、何やってんの過か去このおれ。そりゃ引かれて当然だってばよ！

「変なのに絡からまれたと思って、イジメっ子たち、コンビニから立ち去ろうとしたらしいんだけど、兄貴はペースを崩くずさず、ヘラヘラしながらイジメっ子たちにスマホを差し出したの」

「スマホを？」

「兄貴は知ってたの。その子たちがコンビニで万引きを繰くり返している常じよう習しゆう犯はんだってこと。スマホにはイジメっ子たちがバッグに品物をしまう姿すがたが鮮せん明めいに記き録ろくされていたの」

「ああ。ってことはそのムービーと引き換かえにイジメを止めさせたんだな？」

「うん」と雫が頷き、「兄貴らしいゲスいやり方だよね……。でも、友達は感謝してたよ」

「んー、やっぱり覚えてねーわ。つか、ムービー撮って脅おどすとか、おれの常じよう套とう手しゆ段だんだしなー」

「……だからムカつくんだよ、兄貴は」

　雫がボソッとつぶやいた。

　悪意がこもった言い方ではなかったが、気になるフレーズだった。

「どういう意味だよ、雫？」

「私……小さいころは兄あに貴きの後ろばっかついて回ってたよね？」

「ん、ああ、そうだな」

「でも、小学校の高学年くらいになると、さすがの私も兄貴のやっていることは非ひ常じよう識しきなことで、本当はやっちゃいけないことなんだって気づいたよ。いっつも犯はん罪ざいギリギリなことしてたし、兄貴。あと学校とかでも『雫しずくのお兄ちゃんって変人だよねー』って言われたりしてたから、余よ計けいにそう思うようになって、中学生になるころには……まあ、そのぶっちゃけ、身内の恥だって、兄貴を遠ざけるようになった」

「…………そ、そうだったんすか」

　うわぁ、リアルー。すまんな、こんな兄貴で……。

「だから、イジメられてた友達を兄貴が救すくったって聞いたとき、すっごい複ふく雑ざつな気持ちになった。私はまっとうな方法で友達を助けようとしたのに、上手うまくいかず、兄貴はまっとうとは言えないゲスいやり方でイジメを解かい決けつに導みちびいて……。私、自分が許ゆるせなかった。無力な自分がどうしても許せなかった。……そして、兄貴が羨うらやましかった。なんでも自分の思い通りにできる兄貴が……。同時に妬ねたましくも思った。どうして兄貴にはできて、自分にはできないんだろうって」

「だからおれと張はり合うような真似まねしたのか。ったく、可か愛わいくねぇなぁ」

　そっか。

　今回こいつがやったことは、目指していた場所はおれと同じで……。

　小さいころと同じ。おれのあとを追いかけ回す真似っ子。

　変わってしまうのだと、変わっていくのだと思っていた。

　おれとの関係も、こいつ自身も。

　だけど、こいつは一度おれから離はなれたものの、また戻もどってきたのだ。

「……ごめんなさい、兄貴。私……私……」

「おいおい、雫。謝あやまる相手が間ま違ちがってるぞ？　謝るならユニスに謝れ。お前はおれと張はり合ったがために、ユニスを危き険けんに晒さらしたんだぞ？」

「う、うん……」

　雫がしおらしく頷うなずき、ユニスに向き直る。

「ユニス……ごめん。私、全然……ユニスのこと考えてなかった」

「ううん、そんなことない。雫は何も悪くない。だって雫は一いつ生しよう懸けん命めい私のために尽つくしてくれたもの。一人ぼっちだった私の一番の友達になってくれた。それだけでも私……」
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　ユニスが涙なみだを流す雫の手を自分の両手で覆おおう。

　彼女もまた目に涙を浮かべていた。

「私……何もかも雫に任まかせっきりで、自分で考えようとしなかった……。この城しろの建けん設せつのことも、キャンペーンのことも、配置する魔物や罠わなのことも……考えたのは全部雫」

「そ、そんなことない……！」と雫しずくが涙なみだを拭ぬぐい、「ユニスだって、ガーディアンの鎧よろい、作ったじゃん。あんなの私には真似まねできないことだし、すごいって思うよ……？」

「……でも仕事の大部分は雫がやったことですから……」

　ユニスはそう自じ戒かいすると、宿しゆく敵てきであるロレッタの前に立ち、

「……ロレッタ。この戦い私たちの負け……です」

「ユニスさん……」

「あなたに勝ちたい……その気持ちに偽いつわりはありません。しかし、結局、私はあなたには敵かなわなかった。きっとバチが当たったんだと思う。私は……ただあなたに勝ちたかっただけ。魔ま王おうになりたかったわけじゃないから……」

「んー、わたしも似にたようなものですよ？」

「……え？」

「わたしが地ち下か迷めい宮きゆうを運うん営えいしているのは、亡なき父のためです。あの場所を守りたい。わたしはただその一心でダンジョン運営に励はげんでいました。魔王になろう、なんて考える余よ裕ゆうなんてまったくなくて、防ぼう衛えいに追われる毎日です。わたしはとっても未み熟じゆくですから、サトル先生や覇は王おう先生がいなければ、とっくの昔に人間のみなさんに謀ぼう殺さつされていたことでしょう」

　ロレッタはそこまで話すと、澄すんだ目でユニスを見み据すえ、

「今回の戦いにしてもそうです。わたしは……なんの役にも立っていません。サトル先生、覇王先生、スライムさん、ゴーレムさん、ゴーレムさんのお母さん、ウルフのみなさん、セシリアさん、サクラさん、そしてバイトのみなさん……。戦いに勝利できたのは、わたしが知ち恵えを絞しぼったからでも、武ぶ器きを持って戦ったからでもありません。わたしを支ささえてくれるたくさんの仲間が……今回の勝利をつかみ取ってくれたのです。ですから──」

　ロレッタはおもむろにユニスの両手をつかみ、

「ですからユニスさん、これに懲こりずに、魔ま王おうの座ざを目指してください」

「魔王の座を？」

「わたしも未み熟じゆく者ものですから、魔王になるには時じ期き尚しよう早そうだと思っています。ですが、これからユニスさんと競きそい合い、知識と経験を身につけ……そうやってお互たがい成長していけば、いつかわたしとユニスさんのどちらかが魔王に相応ふさわしい人物になっているはずです。魔界のみなさんも、今後のわたしたちの成長と活かつ躍やくを目まの当たりにすれば……いずれ真の魔王選が開かい催さいされたとき、なんの迷まよいも躊躇ためらいもなく、投票に臨のぞむことができるはずです。わたしたちが魔王を名乗っても恥はずかしくない見識を身につけていれば……きっと」

「……ロレッタ……」

　ユニスが涙なみだぐみながらロレッタの手を抱だきしめる。

　勝ちたい、負けたくない……そう言っていたが、本当はロレッタと仲よくなりたかったんじゃないだろうか？　二人とも親が有名人という意味では境きよう遇ぐうが似にているし。

　ま、なんにしろあの様子なら、仲よくやっていけそうだ。

「……なんか……すごいね、ロレッタちゃん」

「うちのボスは器うつわがでかいからな」

「た、たしかに……。大物って感じがする。それに可か愛わいいし……い、いや、ユニスのほうがずっと可愛いけどね！」

「お前さ……あの子、甘あまやかしすぎなんじゃないのか？」

「兄あに貴きだって人のこと言えないんじゃない？」

「……まあ、たしかに……な」

　やはり兄妹きようだいだな──

　おれもこいつも、手のかかる子には目め一いつ杯ぱい、愛情を注ぎ込こむタイプなんだろう。

「ともかく、これにて一いつ件けん落らく着ちやく──」




　──緊きん急きゆう警けい報ほう！　緊急警報！




　全て丸くおさまった、と思いきや──

　突とつ然ぜん、室内に赤い光が拡かく散さんし、警告音と警告を促うながす音声が流れた。

「なんだなんだ？」




　──城じよう内ないで深しん刻こくな事じ態たいが発生しました。当ダンジョンは数分以内に倒とう壊かいする可か能のう性せいがあります。確かく率りつは九十％。城内に残っている方は速すみやかに避ひ難なんしてください。繰くり返します。城内で深刻な事態が発生しました。当ダンジョンは数分以内に倒壊する可能性があります。確率は九十％。城内に残っている方は速やかに避難してください。




「と、倒壊ですか!?」「そんな……まさか!?」

　手を握にぎり合っていたロレッタとユニスが二人して声をひっくり返した。

「おい、雫しずく？　どうなってる？」

「……え、えっと……たぶんさっきのガーディアンの自じ爆ばくが思いのほか、城にダメージを与あたえたんだと……いや、でも、それだけで崩ほう壊かいするのは……」

「雫、建けん設せつ過か程ていに問題があったのでは……？」

「う……そういえば、兄あに貴きたちに気づかれたくなかったから、建設を急がせたんだった……」

「どこの建設業者さんが工事を？」とロレッタ。

「『ダンジョン組』っていう会社だけど……」

「え、『ダンジョン組』!?」雫の回答にロレッタが悲鳴を上げる。「そこは建材を抜ぬいたり、指定よりも安い建材を使ったり、といったような手て抜ぬき工事を行う業者だということが最近発覚したところで……ニュースになっていましたよ？」

「噓うそぉ!?」「そんな!?」

　おいおい──

　高い買い物なんだから業者の選定はしっかりしろよ……。




　──避難を急いでください。当ダンジョンは間ま違ちがいなく倒壊します。




　断だん定てい口く調ちようになった!?　さっきは確率九十％って言ってたのに！

「みんな落ち着いて！　大だい丈じよう夫ぶだよ、エレベーターを使えば一いつ瞬しゆんで降おりられるから──って、エレベーターが動かせなくなってる!?　なんで!?」

「雫、そのエレベーターは城内で異い常じようが発生すると動かなくなる仕様です……」

「そんなぁ!?」

　雫が絶ぜつ望ぼうの悲鳴を上げる。

「あ、そうです！　長ちよう距きよ離り移い動どう魔ま法ほうの『プーラ』を使えば！」

「ロレッタ……。この城はその手の魔法を無む効こうにするフィールドを展てん開かいしているので……残念ながら『プーラ』は使えません……」

　ラスダンからその手の魔法で脱だつ出しゆつできないのは定番だよな……って言ってる場合か！

「えええぇー？　じゃあ、階かい段だんを使うしか……ありません？」

「でも、あと数分で倒とう壊かいするんだろ？　間に合うか？」

　フロアは五階刻きざみでしか存そん在ざいしないが、階段はきっかり五十階分ある。

　ただ降おりるだけにしても数分ではとうてい不ふ可か能のうなことに思える。

「難むずかしい……かもです」

「まあ、倒壊したところで、『祭さい壇だん』で復ふつ活かつできるから……って、待てよ？」

　おれとロレッタはいい。だが雫しずくたちはどうなる？

「おい、やばくないか。城しろが倒壊したら『祭壇』も……壊こわれるんじゃないか？」

『祭壇』が破は壊かいされた場合、助かるのは夢ゆめ召しよう喚かんでこの世界を訪おとずれている雫だけだ。『祭壇』の効こう果かが及およばない場所で死し亡ぼうすると、夢召喚が解かい除じよされ、現実で目覚める、という話だから。

　そして──

　ユニスや『祭壇』の周囲で待機している魔ま物ものたちは無事ではすまない。

　待っているのは死だけ。

　倒壊する前にこの城から脱出しなければ絶対に助からない。

「……ユニスたちが……死ぬ？　噓…………噓……噓！　そんなの噓！」

　状じよう況きようを悟さとった雫が絶望に顔を歪ゆがませる。

「…………そ、そんな……」

　──ウガァー!?

　──ウオーン!?

　それはユニスや背はい後ごにいる魔物たちも同じで……。

「あ、兄あに貴き……！　みんなを──ユニスを助けて！」

　雫が泣きじゃくりながらおれの胸むねに飛び込こんできた。

「落ち着け、雫」

「助けて……助けてよ……お兄ちゃん──っ」

　お兄ちゃん──

　久ひさしぶりに聞いた。何年ぶりだろうか？　小学生以来かもしれない。

「雫、冷静になれ。お前は頭いいんだ。一いつ緒しよに考えるぞ。ここから脱だつ出しゆつする方法を」

「う……うん」

　雫がおれから離はなれ、指で涙なみだを拭ぬぐう。

　とは言ったものの……どうする？　どうやってこの城から脱出する？

「飛行系けいの魔物は──く、いないのか……っ」

　空を飛べる魔物がこの中にいれば脱出は容よう易いだったんだが……。

　ユニス城は地上五十階建て。高層ビル並なみの高さである。

　飛び降りて助かる可か能のう性せいはゼロに等しいわけで──

　だとすればやはり階かい段だんを使うしかない？　しかし、それで間に合うのか？

　…………まずい。……まずい、まずい、まずい、まずい──

　倒とう壊かいは数分以内に起きると言っている。

　もう時間がない。タイムリミットはすぐそこまで迫せまっている。

「……と、とにかく！　下に向かおう！　ここにいても意味がない！」

　おれは膝ひざをついて絶ぜつ望ぼうしているユニスたちに脱だつ出しゆつするよう促うながした。

　苦し紛まぎれの提てい案あんだったが、おれの声にハッとして、全員がその場から立ち上がった。

　ところがそんな中──

「サトル先生……今からではもう間に合いません」

　ロレッタが待ったをかけた。

「間に合わないって……どうしたんだ、ロレッタ!?　試しもせずに諦あきらめてしまうなんて、ロレッタらしくないぞ!?」

　いつだってポジティブ、いつだって前向きに物事を捉とらえるはずのロレッタが簡かん単たんに結けつ論ろんを導みちびき出してしまったので、おれはつい怒ど鳴なってしまった。

「違ちがうんです、サトル先生。諦めようというお話ではなくて──」

　そう言ったロレッタの指先から一ひと筋すじの黒いオーラのようなものが生まれた。

　その邪じや悪あくなオーラはまっすぐ『祭さい壇だん』に向かって伸のび──

「これはわたしが編あみ出した『転てん換かんの邪じや法ほう』と呼よばれるものです」

「『転換の邪法』？　……邪法ってことはもしかして」

　間違いなく『帰き趨すうの邪法』と関係のある術じゆつだ。

　実じつ際さい、一ひと筋すじの光が『祭壇』に向かって伸のびている。

「『転換の邪法』は簡単に言ってしまえば遠く離はなれた場所にある二つの『祭壇』の復ふつ活かつの対象を入れ替かえてしまう術です。本当は新しいダンジョンを作って引っ越こしたときに、いちいち『帰趨の邪法』を一人一人にかけ直さなくてもいいように、と思って考えた邪法なのですが……」

　警けい報ほう音おんが鳴り響ひびく中、ロレッタの指先から伸びた邪悪な光はますます強さを増まし、『祭壇』もその光に包まれ、激はげしい点てん滅めつを繰くり返している。

「入れ替えるって……まさかロレッタ!?」

　二つの『祭壇』──

　その復活の対象を入れ替える──

　それっていうのはつまり──

「……止めろ！　ロレッタ、止めるんだ！」

　ロレッタのやろうとしていることの意味に気づいたおれはロレッタに飛びかかった。

　しかし──

「サトル先生、邪じや魔ましないでください！」

　ロレッタが──あのロレッタが下の階で拾ひろってきたディアブロソードをおれに突つきつけた。

「なっ……ロレッタ!?」

「お願いですから……術が解とけるようなことは……しないでください──」

　今まで見たことのないような顔だった。

　悲ひ痛つうでもあり、鬼き気き迫せまる表情でもあり──

　そんな複ふく雑ざつな顔色のロレッタの目からは涙なみだが流れていた。

「……ロレッ……タ」

　おれはそれ以上、一歩も動けなかった。

　ロレッタを止めることができなかった──

「これで完かん了りようです……。地ち下か迷めい宮きゆうの『祭さい壇だん』とここにある『祭壇』の復ふつ活かつの対象を入れ替かえました。ユニスさんも雫しずくさんも、そして魔ま物もののみなさんも、たとえここで死んだとしても、地下迷宮の『祭壇』で復活可能です。死ぬのは──……死ぬのはわたしだけですみます……っ」

「そんな!?」「ロレッタ、なぜそんなことを!?」

　雫とユニスが金かな切きり声を上げる。

「…………雫さん、ユニスさんをよろしくお願いします。ユニスさんならきっと……わたしの思いを引き継ついで、立派な魔王になってくれる……と信じています」

「ロレッタちゃん……」「ロレッタ……」

　二人とも言葉がないようで身を寄よせ合い、うつむいている。

　そして、おれも──

「サトル先生……すみません。勝手なことをして……」

　こんなときだというのに謝あやまるロレッタ。

　死ぬのは自分だと言うのに……。

「でも、これでたくさんの命を救うことができます。こんなわたしでも……世の中の役に立つことができます……。だから、だから──」

　──そのとき。

　地じ震しんのような激はげしい揺ゆれが起き、天てん井じようの一部が落下してきた。

「ロレッタ、危あぶない！」

　おれはロレッタを抱だきかかえ、階かい段だんのあるほうへ飛び退のいた。

　直後、轟ごう音おんが響ひびき、瓦が礫れきが目の前に積み上がった。

　同時に無数の悲鳴が──

　雫の、ユニスの、魔物たちの叫さけび声があたりに響き渡わたった……。







「雫！　ユニス！」

　轟ごう音おんが鳴り止んだあと、背はい後ごを振ふり返ったが、そこには誰だれもいなかった。

　瓦が礫れきの山だけが積み重なっていて……。

「誰もいない？」

「みなさん、地ち下か迷めい宮きゆうの『祭さい壇だん』で復ふつ活かつした……のだと思います」

　ロレッタが唱えた『転てん換かんの邪じや法ほう』が発動したらしい。

　よく見ると──

　部屋の奥おくに設せつ置ちしてあった『祭壇』が落ちてきた瓦礫によって破は壊かいされていた。

　……ロレッタのおかげだ。ロレッタが術じゆつを唱となえなければ今ごろ、ユニスたちは死んでいた。

　でも、おれは──

　とてもじゃないが、よかった、と言える気分ではなかった。

　だってユニスたちが助かる代わりにロレッタは──

　おれはたとえ死んでも助かる。

　夢ゆめ召しよう喚かんが解かい除じよされ、二度とこの世界に渡わたることができなくなるが、命まで奪うばわれるわけではない。だがロレッタは──ロレッタは助からない……。

「サトル先生……」

　腕うでの中のロレッタと目が合った。

　そして、その途と端たん──

　わあああああああ、とロレッタが泣き出してしまった。

「うう、サトル先生……サトル先生……サトル先生……っ」

「ロレッタ……」

「わたし……やっぱり嫌いやです……。うう、死ぬのは……死ぬのは嫌で……すよ……」

　堰せきを切ったように涙なみだがあふれ出し、おれの手にもロレッタの涙がこぼれ落ちた。

　……なんでだ。なんでロレッタが死ななきゃならないんだ──

　こんなにも頑がん張ばり屋で、こんなにも他人に優やさしくできる魔ま族ぞくの少女が──

　どうして、どうして、どうして、どうして、どうして！

　認みとめられるかよ、そんな悲しい結末──

「──ロレッタ！　おれはまだ諦あきらめないぞ！　……いや、諦めてたまるか！」

　叫さけび、ロレッタを背せ中なかに背負う。

　そして──

　目の前の階かい段だんを全力で駆かけ下りた。

「助ける！　ロレッタはおれが必ず助ける！」

　五十階から四十五階へ──

　倒とう壊かいの予よ兆ちようを感じながらもおれは足を前に進める。

　時折、激はげしい揺ゆれが襲おそったが、おれは踏ふん張ばりを利きかせてそれに耐たえた。

「邪じや魔まするな……邪魔するなよ！」

　おれは上から降ふってくる細かな瓦が礫れきをディアブロソードで払はらいながら下に向かった。

　四十五階から四十階へ──

　最上階から一気に十階分の階かい段だんをおれは無心で駆かけ下りた。

　時間にしてどれくらいだろうか。

　警けい告こくでは倒とう壊かいまで数分ということだったが、あれから十分近くは経たっている。

　もしかしたら警告は大げさなもので、実際には倒壊するまで数十分くらい余よ裕ゆうがあるのかもしれない。いや、そもそも倒壊しないのでは？　……十階分もの階段を駆け下りたことで、心に余裕が生まれたのか、そんな楽観的な考えがおれの中に生じた。

　だが──

　四十階に到とう着ちやくし、さらに下へ、と思って階段に向かったおれの目に信じられない光景が飛び込んできた。

「そ、そんな……っ！　瓦礫で階段が──」

　下に続く階段は瓦礫で完全に塞ふさがっていた。隙すき間まを探さがすほうが難むずかしいほどに……。

「…………なんで……なんでこうなるんだよ！」

　おれはロレッタを背せ負おったままディアブロソードを振ふり回した。

　ガキーン──

　瓦礫を最強の剣けんでぶっ叩たたく。

　だが目の前を塞ふさいでいる瓦礫の量は途と方ほうもなくて……。

　ディアブロソードを振り回したところで、どうにもならなかった。

　それでもおれは何度も何度も何度も瓦礫を剣で叩いた。

「……なっ!?」

　何度目かの大きな揺ゆれ──

　と同時に側そばの柱がこちらに倒たおれてきた。

「……う、うわああああああああ──っ」

　叫さけびながらロレッタを優ゆう先せん的てきに逃にがし、自分も身体からだを捻ひねって倒れてくる柱を避よけた。どうにか直ちよく撃げきは免まぬがれたが、手に握にぎっていたディアブロソードが柱に持っていかれてしまい……慌あわてて拾いにいこうとしたが、ぐらついた別の柱が最強の剣を押おし潰つぶしてしまった。

「……くそ、くそっ」

　剣を失ったおれは──今度は素す手でで瓦礫を殴なぐり始めた。

　拳こぶしを握にぎりしめ、殴る。殴る殴る殴る殴る──

　右手に鈍にぶい痛いたみが広がり、指から出血した赤い血が床ゆかににじむ。

「サトル先生……止めてください。もういいです……もういいですから……」

「よくない！　何もよくない！」

「いえ……もういいんです。十分です」

　ロレッタが小さな声で訴うつたえる。

　ガーディアンが自じ爆ばくした四十階の壁かべや床ゆかはところどころ焼け焦こげていた。

「サトル先生……最後にいいですか？」

「最後とか言わないでくれよ……」

「でも、もうどうしようもありません」

　ロレッタは冷静だった。

　ただ声にいつもの明るさはない。

　おれは……。

　ロレッタと顔を合わせるのが恐こわくて、下を向いていた。

「サトル先生と出会って、まだ数ヶ月ほどしか経たっていませんが、もう長い間、一いつ緒しよにダンジョン運うん営えいをやっていたような気がします」

「………………」

「父が死に、一人ぼっちになったわたしを助けてくれたサトル先生はまさに救きゆう世せい主しゆでした。ゴーレムさん、スライムさん、ウルフのみなさん。そして敵てきだった覇は王おう先生も仲間に加わり、セシリアさんやサクラさんとも仲よくなることができて……ユニスさんと雫しずくさんとも、もっとお話したかったですけど……。でも、わたし──」

　そこでロレッタが息を吸すい込こむのがわかった。

　それまで下を向いていたおれは思わず顔を上げてしまい、

「──わたし、この数ヶ月間、幸せでした。父が生きていたころと同じくらい幸せでした」

　ロレッタは笑っていた。笑っていたけど──……でも、泣いていた。

　満面の笑み、これ以上ないくらい幸せそうな顔で泣いていた。

「だから……サトル先生。笑顔でお別れしましょう」

「……そんなこと言うな、ロレッタ！」

　まだだ！　まだ城しろは崩ほう壊かいしていない！　ロレッタは生きている！

「おれは諦あきらめない……最後まで諦めないぞ、ロレッタ……っ」

　周囲を見回す。

　なんでもいい、なんでもいいんだ。

　この城から脱だつ出しゆつする方法を──誰だれか、誰か教えてくれ……！




「…………あれは」




　そのとき──

　おれはスライムさんがドロップしたと思おぼしき道どう具ぐ袋ぶくろを発見した。

「……何か……何かないか……」

　中をまさぐるが出てくるのはお菓か子し、お菓子、お菓子。

　──ってお菓子ばっかじゃねーか、あのクソスライム！

　内心で文もん句くを言いながら、さらに中を探さぐる。

　だが見つかるのはお菓子。そしてお菓子。またお菓子──

「くそっ……」

　おれは最終的に道具袋を逆さかさにして、中に入っているものを床ゆかに落とした。

　お菓子以外に何か有用なものはないか……。

　ダメだ……。本当にロクなものが入っていない。ガラクタばかりだ。

　……これで終わりなのか？　終わってしまうのか？

　おれはロレッタを……大事な人を守ることができないのか──……。

　全てを諦あきらめかけていたそのとき、

「…………え」

　おれの手にあるものが触ふれた。

「…………これは」

　ほんの一いつ瞬しゆんの思考で、おれはある結けつ論ろんに達した。

　いや、結論というか──これは仮か説せつと呼よんだほうがいい。

　希望の持てる仮説だが、非ひ常じように望みは薄うすく……。

　上手うまくいくという保ほ証しようはどこにもない──

　だけど、やらなければどのみちロレッタは死ぬ。

　ならば──ならば選せん択たくする以外の道はない！

「ロレッタ……！」

　おれは手に触れたものを持ち上げ、ロレッタに駆かけ寄よった。

　残された時間はあとわずか──

　間に合え、間に合ってくれ──

「よし、あとはこれを手に持って──っ」

「サトル先生……天てん井じようが！」

「やばい！　伏ふせろ、ロレッタ！」

　おれは猫ねこのように丸くなったロレッタの上に覆おおいかぶさった。

　落ちてきた天井からロレッタを守るため──

　そして、それはおれが咄とつ嗟さに思いついた仮説を実じつ現げんさせるためにも必要なことだった。

　まもなく──

　落下してきた天井がおれの背せ中なかに直ちよく撃げきし──

　同時に気を失った。

　城しろの崩ほう壊かいまでもうあとわずか……。

　結果がどうなるかは、目を覚ますまでわからない。
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　……。

　…………。

　………………。

「…………う、ここは……」

　暗くら闇やみの中でおれは覚かく醒せいを果たす。

「あっ」

　すぐに状じよう況きようを把は握あくする。

　見み慣なれた天てん井じよう──ここは居い候そうろう先さきである神しん宮ぐう寺じの部屋だ。

　……ってことはおれ死んだんだな。

「そ、そうだ！　仮説通りなら近くに──って、身体からだを起こせない!?」

　なんだ、なんだ？　金かな縛しばりか？

　身体がメチャクチャ重いんだが──




「………………はれぇ？」




　もぞもぞ、っとおれの身体の上で動くものがあった。

　猫ねこや犬ではない。そもそも神しん宮ぐう寺じは動物を飼かっていない。

　ってことはもしや──

「……ここは天国ですかぁ？　あ、あれ？　でも、どうして天国にサトル先生が……？」

「ロレッタ──よかった！」

　おれは思わずロレッタを抱だきしめてしまった。

　温かくも柔やわらかな肌の感かん触しよくが生を実感させる。

「ササササトル先生……!?　どうしたのですか、急に!?　というかここはどこですか!?」

「あ、悪い、悪い……」

　おれは慌あわててロレッタから身を離はなし、ソファーの上で向かい合った。神宮寺の部屋にはベッドが一つしかないのでおれはいつもリビングのソファーで寝ねていて──だからこんな場所での再さい会かいとなってしまった。まあベッドでも似にたようなものだけれど。

「あの、サトル先生？　一体、何がどうなっているのですか？」

「うん」とおれは頷うなずき、「まずここはロレッタたちが暮くらしている世界ではなくて、おれや神宮寺の故こ郷きよう──地球という惑わく星せい上にある日本という島国の首都である東京という都市で、ここはおれが厄やつ介かいになっている神しん宮ぐう寺じの部屋だよ」

「…………へ？　へ？　どどどどど、どうしてわたし、サトル先生たちが暮くらしている世界にいるのですか!?」

「それはね──これを使ったからなんだ」

　と言っておれはロレッタの首にかかっているペンダントを手に取った。

「……あれ？　いつの間にこんなものが？」

「ユニス城じようの四十階にスライムさんの道どう具ぐ袋ぶくろが落ちててさ。んで、その中に『スレイブペンダント』が入っていて、もしかしたら世界をまたいで効果を発はつ揮きするんじゃないかと思って、最後の悪あがきに使ってみたんだ」

　スレイブペンダントは『主』と『従』、二つのペンダントに分かれる。

　このペンダントは、身につけた者同士が一定以上離はなれると、『従』のペンダントを身につけた側が『主』のペンダントを身につけた者の側へ即そく座ざにワープする性せい質しつを持っている。

　おれはこの性質を利用するため、『主』のペンダントを自分が持ち、『従』のペンダントをロレッタの首に提さげた。

　ただ通つう常じよう、現実と異い世せ界かい間かんでなんらかのものを行き来させるとき、ロレッタに「移い動どうして」とお願いしないといけないのだが、最近、その手続きを省はぶけるように「手に持つ」だけで移動が可か能のうになるようにロレッタに特とく殊しゆな魔ま法ほうをかけてもらっていたのだ。

　その魔法のおかげでペンダントと共に地球に生せい還かんすることができたのである。

　それからもう一つ……。

　最後──

　ロレッタの上におれが覆おおいかぶさったのは、自分が先に死ぬためである。

　でなければペンダントを身につけた意味がない。

　もっともそれは後あと付づけで、咄とつ嗟さに身体からだが動いた、というのが正直なところだけど。

「まさか世界をまたいで有効だとは思わなかったけど」

「はえー！　さすがサトル先生、大だい胆たんな発想です！　天才としか言いようがありません！」

「はは、それは言いすぎだって」

「……でも、本当に……本当に……ありがとうございます、サトル先生」

「うん。無事でよかった」

　おれはロレッタの頭を優やさしくなでた。

　するとロレッタは、はうー、と幸せそうに目を細めた。

　しばらくそんな時間が続いたが──

「あ、あの……サトル先生」

　ふとロレッタが口を開いた。

　何？　となおもロレッタの頭をなでていると、

「えっと、その……わたし、どうやって元の世界に帰れば……？」

「…………あー」

　それは考えていなかったな。

　おれは夢ゆめ召しよう喚かんが解かい除じよされてしまったから、異い世せ界かいには渡わたることができないわけで。

　夢召喚は生しよう涯がいに一度だけ、という話だし……。

　んー、んー、どうしよう？







　夜が更ふけていく──

　おれにとっては日にち常じよう……だがロレッタにとっては地球で迎むかえる初めての朝。

　そんな当たり前のようで当たり前ではない日々が、もうまもなく始まろうとしていた。
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　　　　　エピローグ







　十一月上旬──鹿か子し前まえ学がく園えんの学園祭の日がやってきた。

「や、ホント、お前って女おんな騎き士しになるために生まれてきたような女だよな」

「……どういう意味よ？」

　しかめっ面つらの神しん宮ぐう寺じが腰こしに差している剣を引き抜ぬいた。

　もっともそれは本物の剣ではなく作り物。咲さく良らさんが学園祭でのおれらのクラスの出し物であるファンタジーコスプレ喫きつ茶さ用に作ってくれた片手剣である。まあ咲良さんも神宮寺も異い世せ界かいじゃ本物の剣を振ふり回しているわけだが……。

「兄あに貴きー、来たぞー」

「……こんにちは」

　接せつ客きやくが一いち段だん落らくしたころ、雫しずくと咲良さんがおれたちのクラスにやってきた。

　うちの学園祭は二日あり、外部の人間が入れるのは二日目のみだ。

　おれも神宮寺も昨日から交代で何度も接せつ客きやくに従じゆう事じしているので、他人にコスプレ衣い装しようを見られても照れはしなくなったが、やはり身内や知り合いに見られると恥はずかしい。

「うわ、兄あに貴き、何その格かつ好こう？」

「醜しゆう悪あくな容よう姿しに定てい評ひようがあるオークだ」

「……顔だけ人間なのは不自然じゃ？」と咲さく良らさん。

「一いち応おう、頭にも被かぶり物が用意されてんだけど、客が逃にげるから脱ぬいだ」

「オークに接客させるのがそもそも間ま違ちがってるよ、兄貴」

「たしかにそうだな……──って」

　咲良さんの背はい後ごから、銀髪の少女がひょっこり顔を出した。

　その人目を引く容姿に、クラスメイトや他のお客たちの視し線せんが瞬しゆん時じに集まる。

　そんな中、少女が空気を読まずに、

「やはり覇は王おう先生は勇いさましい格かつ好こうがよく似に合あいますね！」

　と言って神宮寺に駆かけ寄よるではないか……。




「「「……「「「覇王先生!?」」」……」」」




　ついいつもの癖くせで言ってしまったのだろう。

　ロレッタは目をパチクリさせ、周囲からの奇き異いの視線を不思議そうに受け止める。

「くっくっく、貴様、ついに正体を現あらわしたな！　女おんな騎き士しシングージ……いや、覇王よ！　まさか騎士団を隠かくれ蓑みのにしていたとは……さすがのおれも気がつかなかったぞ！」

「悪ノリしないでくれる!?」

「こうなればおれも正体を晒さらす他あるまい……。ふふふ、おれは女騎士を貶おとしめることに情熱を燃もやすタイプの下衆げすなオークではない！　我われの真の姿すがたを見よ！」

　おれはオークの衣装を脱ぬぎ捨すて、その脱いだ衣装を神宮寺に投げつけた。

「ふははははは、ではさらばだ！」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ!?　キミの当番はさっき始まったばかりでしょう!?」

「……チッ、バレたか。ま、いいや……。ロレッタ、行こう！」

　おれはロレッタの手を取り、廊ろう下かを駆け出した。

　わわわ、とおれに引っ張ぱられながらロレッタも走り出す。

「さて、三組がやってるたこ焼き屋台でも覗のぞきに……──」

　チラッと背はい後ごを見ると、腰こしの剣を引き抜ぬいた神宮寺が追いかけてきていた。

「サトル先生!?　どうして逃にげているのですか!?」

「あとで説明する！　今は逃げろおおお！」

　ロレッタが日本にやってきて今日で一週間──

　本日は鹿か子し前まえ学がく園えんの学園祭の日。

　そして、もう一つ、今日はロレッタとのお別れの日でもある。







「ロレッタ……寝ねちゃったの？」

「ああ」

　すぅ、すぅ、とおれの膝ひざの上で寝ね息いきを立てるロレッタ。

　場所は鹿か子し前まえ学がく園えんの北きた校こう舎しや屋上──

　少し肌はだ寒ざむいのでおれのコートをその小さな身体からだにかけている。

「きっと慣なれない地球での暮くらしに、疲つかれが溜たまっていたんだわ」

「ここ数日、外に出っぱなしだったし、今日もおれが校内中を連れ回したからなぁ」

　地球には異い世せ界かいにはないものがたくさんある。

　テレビやスマホなんかを見てもまったく驚おどろかなかったロレッタだが、自動車や電車、東京の高こう層そうビル、そして人の多さにはさすがに驚いていた。

　昨日などロレッタが新しん宿じゆく駅で迷まい子ごになってしまい、探さがすのにえらい苦労した。

　新宿駅は三つ星級きゆうのダンジョンです！　とはロレッタの言葉。

　見知らぬ世界での未知の体たい験けん──

　ロレッタにとって地球ですごした一週間は充じゆう実じつした日々であったに違ちがいない。

「……ねえ？　成なる宮みや君、本当にいいの？」

「ん、何がだよ」

「ロレッタと離はなれ離れになってしまうことよ」

「……二人で散々話し合ったことだ。今さら結論を変えたりしない」

「でも、望めばいつだってあの世界に行けるのよ？」

　それはそうだ──

　当初、どうやってロレッタを元の世界に帰そうか、と悩なやんだおれだったが、解かい決けつ策さくはすぐに見つかった。神しん宮ぐう寺じもしくは咲さく良らさんにおれが持っているスレイブペンダントを渡わたし、異世界に持ち込んでもらえばいいのだ。そうすればロレッタはあっちの世界にいつでも戻もどれる。

　当然、おれも同じ方法であっちに行けるのだが──

　その場合、夢ゆめ召しよう喚かんではなく、肉体ごと移い動どうすることになり、夜寝ねている間だけ異世界でロレッタを手伝う、というこれまでの形が崩くずれることになる。ロレッタはこれを是ぜとしなかった。おれとしても睡すい眠みんを取らずにロレッタを手助けするというのは無理がある。

　だからロレッタは元の世界に帰り──

　おれは異世界には渡らないことにしたのだ。

　ただしそれは、もう二度と、という意味ではない。

「……あ、わたし、いつの間にか眠ねむって……あ、すみません！　サトル先生！」

　目を覚ましたロレッタが膝ひざ枕まくらに恐きよう縮しゆくし、身体からだを起こす。

「ロレッタ、どうだった？　うちの学園祭は」

「あ、覇は王おう先生」とおれの隣となりにいる神しん宮ぐう寺じの存そん在ざいに気づいたロレッタは姿し勢せいを正し、「とても楽しかったです！　自主性に富とんだ出し物がたくさんあって、活気もあって、魔ま界かいの学校ではこんな体験は絶ぜつ対たいにできませんよ！」

「そう。それはよかったわ」

　神宮寺が微笑ほほえむ。異い世せ界かいの少女の絶ぜつ賛さんを受けご満まん悦えつのようだ。

　うちの生徒会長だからな。外部からの評ひよう価かは気にするところだろうし。

「……地球に、日本に来て、今日の学園祭だけでなく、あちらの世界では目にすることができない卓たく越えつした科か学がく技ぎ術じゆつをたくさん見ることができました。まだまだ知りたいこと、経験したいことはありますが……でも、それも今日で最後ですね」

「ロレッタ」と神宮寺は神しん妙みような顔になり、「成なる宮みや君にも言ったけど、本当にいいの？　もう二度と会えなくなるかもしれないのよ？」

「……大だい丈じよう夫ぶです！　わたし……生しよう涯がいに一度しか効こう力かを発はつ揮きしない夢ゆめ召しよう喚かん魔ま法ほうを地球のみなさんがそうしているように、新しいものに改良して、もう一度、サトル先生を……わたしの手で召喚してみせます！　一ヶ月、いや、一週間で真・夢召喚を編あみ出してみせますよ！」

「そっか……。じゃあ、すぐに会えるね」

「はい！　その日を楽しみに待っていてください！」

「ああ……待ってるよ！」

　そうして──

　おれたちは笑顔で別れた。

　ロレッタは泣かなかったし、おれも泣かなかった。

　また会える──お互いにそう信じていたから……。
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　冬の到とう来らい──

　寒さが本ほん格かく化かし、神宮寺と屋上で雑ざつ談だんすることはなくなったが……。

　その代わり、登下校を共にするようになった。

　神宮寺は道中、必ず異世界での出来事をおれに報ほう告こくしてくれた。

　地ち下か迷めい宮きゆうの防ぼう衛えいの指し揮きはロレッタが執とっていること。

　スライムさんがまた悪あく徳とく商しよう法ほうに騙だまされそうになったこと。

　ウルフ軍ぐん団だんの新しいフォーメーションについて。

　セシリアが調子に乗ってカレー屋の他た店てん舗ぽ展てん開かいに乗り出していること。

　咲さく良らさんがゴーレムさんと地ち下か迷めい宮きゆうのバイトリーダーの座ざを争うことになった顚てん末まつ。

　立りつ候こう補ほを取り下げたユニスが雫しずくと共に各地に眠ねむる古代文明の研究を行っていること。

　……話題は尽つきなかった。







　クリスマス、神しん宮ぐう寺じ経けい由ゆでロレッタからケーキが届とどいた。

　年末、年明け、そして冬休みが終わり、三学期が始まり……。

　そうこうしているうちに春がやってきた。

　おれは相変わらず神宮寺と登下校を共にしていた。

　そのせいであいつら付き合ってるんじゃ？　という噂うわさが校内に流れたが、神宮寺がそれをもみ消した。神宮寺の政治力はもはや学生レベルを越こえており、それは異い世せ界かいのダンジョン運うん営えいで学んだことが大きいようだった。

　ただこのころになると、登校中の話題は異世界のことよりも現げん実じつでのことのほうが多くなっていた。

　神宮寺も報ほう告こくすることがないのだろう。

　そりゃそうだ。変わったことなんてそうそう起きるもんじゃない。

　日本であっても、異世界であっても、それは同じだ。

　タブーになっている話題もあった。

　──一ヶ月、いや、一週間で真・夢ゆめ召しよう喚かんを編あみ出してみせますよ！

　最初の数日はおれも神宮寺も積極的にこの話題に触ふれていた。

　だがいつのころからか──たぶん年が明けたくらいからだろう。

　お互たがい、まったく口にしなくなった。

　実現の可か能のう性せいがどのくらいあるのか……。

　おれには知る由よしもなかったが、もし順調に研究が進んでいるのなら、神宮寺から経けい過か報告があるはずで、それがないということは絶ぜつ望ぼう的てきなのかもしれない──

　……そう思わざるをえなかった。

　ロレッタに会いにいこう、励はげましにいこう……。

　おれは何度もそんなことを思った。

　スレイブペンダントの力を使えばいつでも会うことは可能だった。

　しかし──

　おれはそうしなかった。

　ロレッタはおれに命を救われたこと、それによって夢召喚が永えい久きゆうに解かい除じよされてしまったことに大きな責せき任にんを感じている。

　──もう一度、サトル先生を……わたしの手で召喚してみせます！

　ロレッタの言葉──決意。

　それを思うと、スレイブペンダントの力を借りる気にはなれなかった。

　安あん易いに顔を合わせるべきではないと思った。

　おれは神しん宮ぐう寺じや雫しずく経けい由ゆでロレッタにエールを送り続けた。

　自分にできることはそれくらいしかなかったから。







　三月は卒業式──別れの季節である。

　その後、春休みがやってきて……。

　それが終わると四月、新学期が到とう来らいする。

　一年生は二年生に、二年生は三年生に──

　そして、うちの雫は中等部から高等部に、新一年生の誕たん生じようである。







　その日の夜──

　リビングを出て廊ろう下かを歩いていると、パジャマ姿すがたの雫と遭そう遇ぐうした。

「ん、お前、もう寝ねるの？　早くね？」

「明日、入学式だから」

「あ、そっか」

「兄あに貴きも早く寝なよ。最近、夜よ更ふかしばっかしてんじゃん」

　そりゃ、もう半年近く異い世せ界かいに行ってないからな。

　早く寝る必要ねぇし……。だから夜更かししてしまうのだよ。

　でも、今日は神宮寺に買い物に付き合わされて、ヘトヘトだから早く寝る予定だ。

　ったく……あいつ、急に呼び出したかと思えばこき使いやがって。

「兄貴？」

「ん、どうした」

「いや、元気ないなーと思って」

「……そうか？」

「そうだよ」

　と言いながら雫がおれの背せ中なかを気軽に叩たたく。

　異い世せ界かいでの一いつ件けん以来、おれたち兄妹きようだいの関係は日に日によくなっていて、最近は一いつ緒しよに買い物に出かけることもあるくらいだ。

　これも全て……ロレッタのおかげ。

　ロレッタの勇気ある決けつ断だんが、ユニスたちの命を救い、そして雫の価か値ち観かんを変えたのだと思う。

「まー、すぐに元気出るよー」

「ん？　そりゃどういう意味だ？」

「あ、今のなし。──んじゃ！　私、明日早いからおやすみ！」

　雫しずくはしゅたっと敬けい礼れいしたのち、自分の部屋に駆かけ込こんでいった。

「なんだ、あいつ。……ふあーあ。ま、いいか」

　今日は疲つかれた。おれもさっさと寝ねよ。
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　ベッドに寝転がり、目を瞑つむる。

　半年前までは眠ねむりにつけば必ずあの世界に渡わたることができた。

　しかし、今はそれがない……。

　目が覚めたとき、瞳ひとみに映うつるのは寝る前と同じ自室の天てん井じよう。

　……おれはあの場所に戻もどることができるのだろうか。

　いつになれば──ロレッタにまた会うことができるのか。

　それとも、もう二度と──

　……。

　…………。

　………………。




「──おおおぉ！　成せい功こうっす！　成功っすよおおお！」




　……………………んんん？

　妙みような感覚──

　眠っているような、起きているような、そんな不思議な……。




「ウホッ！　ウホッ！　ウッホッ！」

「「「「「ウガアアアアアアアア！」」」」」




　謎なぞのウホウホ声と、獣けものらしき咆ほう哮こう──

　目を開けるとそこには──




「久ひさしぶりですわね、成なる宮みやさん」

「……私はたまに現実で会うけど……」




　セシリアと咲さく良らさんがおれを上から見下ろしていた。

　……二人ともパンツ見えてるぞ。

　そんなことを思いながらおれは腰こしを上げる。




「にっひっひー、兄あに貴きー。早く寝ねて正せい解かいだったっしょ？」

「お久しぶりです……お兄さん」




　今度は雫しずく。その隣となりにはユニスもいた。

　…………はは、こいつの謎なぞ発言はこういうことだったか。

　知ってやがったんだな。今夜のこと。

　おれは懐なつかしい場所に立っていた。

　地ち下か迷めい宮きゆうの玉ぎよく座ざの間──

　目の前にはスライムさん、ゴーレムさん、ウルフ軍ぐん団だん、セシリア、咲良さん、さらには雫とユニスまでいる。

「さ、感動の再さい会かいっすよー！」

　前を塞ふさいでいたスライムさんたちが左右に分かれ、道を開けた。

　奥おくには玉座が見える。

　そして──

　そこにはよく見た顔の二人が……。




「正直、私はキミの顔、見み飽あきているから、感動なんてないのよね」




　まずメイド服姿すがたの神しん宮ぐう寺じが偉えらそうに腕うで組ぐみしたまま近づいてきた。

　感動なんてない、とは言っているが、優やさしげな笑顔を浮うかべていた。

「……昼間、おれを呼よび出してこき使ったのは、早く寝てもらうためか……」

「さあ？　どうかしら？」

「……止めてくれよ、こういうの」

「ちょ、ちょっと成なる宮みや君……泣いているの？」

「泣くに決まってんだろうが！　こんなことされたら！」

　嬉うれしすぎるだろ、こんなドッキリ！　つーか、毎まい晩ばん、やってくれ！　大だい歓かん迎げいだ！




「──サトル先生」




　すぐ側から声が聞こえる。

　涙なみだで前が見えないおれは慌あわててシャツで目を拭ぬぐった。

　すると──

　最後に会ったときよりちょっぴり成長し、髪かみの毛が伸のびたロレッタが目の前にいた。

　ロレッタは別れたときと同じ飛び切りの笑顔を浮うかべると、




「サトル先生！　おかえりなさい！」




　そう言っておれの胸むねに飛び込こんできた。

「ただいま、ロレッタ……」

　おれは声にならない声を発し、小こ柄がらな少女を抱だきしめた。

　再さい会かいできてよかった。

　本当に……本当によかった──……。

　もう会えないと思っていたから。

　半分、諦あきらめかけていたから。

「ロレッタ……」

「サトル先生……」

　見つめ合う二人──

　そして──




「あー、場の雰ふん囲い気きをぶち壊こわすようで恐きよう縮しゆくっすけど、実は今日は加か護ご中ちゆう毒どく者しや向けのツアーが組まれているみたいで、総そう勢ぜい二百名に及およぶ加護中毒者が地ち下か迷めい宮きゆうにやってきてるんすよねぇー」




　再会を喜び合っていると、スライムさんが遠えん慮りよがちに現げん状じよう報ほう告こくを行った。

「団だん体たいさんのお越こしか……」

　そりゃ──

「歓かん迎げいしてやんないといけねぇな！　ロレッタ、防ぼう衛えいの準じゆん備びだ！」

「はいです！」

　ロレッタの元気のいい返事が玉ぎよく座ざの間にこだまする。

　それに続いてみんなの声も響ひびき──

　おれたちの戦いが……。

　異い世せ界かいでの日にち常じようが再ふたたび幕まくを開けた。





──THE　END.　　　












　　　あとがき




　十代の頃ころ、ＲＰＧを貪むさぼっていた時期、気に入ったゲームが見つかると寝しん食しよくを忘れてゲーム世界に没ぼつ頭とうし、生活がそのゲームのためにある、というほどハマり込んで、遊びまくり、そしてついにラストダンジョンを迎え「ああ、終わってしまうのか……」と落らく胆たんする。

　毎度そのパターンでした。

　まあ逆に「もういいか」とラスダン手前で止めてしまうゲームもあったりしましたけど。

　唐とう突とつに冷めちゃうパターンですね。あれはなぜなのか……。

　ゲームに限らず、気に入ったものに触れるとやはり終わってほしくないと思うもの。

　惜しまれつつ終しゆう焉えんを迎える、という形はやはりクリエイターにとって理想的です。

　この「ラストダンジョンへようこそ」という作品も、読者のみなさんにとってそういう作品であってほしいな、と心の底から願っております。……はい。

　というわけで「ラストダンジョンへようこそ３」でした。

　本シリーズはこの三巻で一区切りとなります。今のところ続刊の予定はありませんが、読者のみなさんの応援があれば、もしかしたら……といった感じです。

　何はともあれここまでお付き合いくださいましてありがとうございます！




　また担当編集の三み木きさん、土つち屋やさんにも感謝を。お二人がいなければこのシリーズは完成しませんでした。こういうときくらいしか「ありがとう」を言っていないような気がしますが、照れ屋だから仕方ありません（本当かよ）。

　さらにさらに鮮あざやかなイラストで本文を引き立ててくださって町まち村むらこもりさん。毎巻、ラフから完成イラストまで、頂いただいたイラストを眺めるのは至し福ふくの時間でした。お疲れさまです！

　またこの作品に直接的、間接的に関わった全ての方に感謝を！




　現在、次なる新作を準備中です。

　また機会がありましたらお会いしましょう。

















二〇一五年三月月上旬　周す防おうツカサ＠だいぶ暖かくなりました。
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周す防おうツカサ

このプロフィール欄もネタ切れが深刻化。白状すると、この画像は佐賀県某所にある神社の狛犬でして、陶器で作られた珍しい狛犬だったりします。鳥居も同じように陶器で作られていまして私が考えた架空の設定なんかよりもずっと面白い神社です。
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イラスト／町まち村むらこもり

自由度の高いサンドボックスゲームはついついやりこんでしまうから恐ろしいです。あれ？ ゲームの中のＮＰＣのほうが自分よりいい生活しているような……？







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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「周防ツカサ先生」係
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